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以下 
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ら 上 (" 指宿 いわ る さき ホテ ル 陵 久 


26 泊 目 は 


am/ 


II og ョ 上 国 昌 | 由良 温泉 還 促 有馬 温泉 
2 ホテ ル 八 乙女 有馬 グラ ンド ホテ ル 降 影 
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露天 風呂 (イメ ー ジ ) 


暫 (936-1044 交 ーー 海 苦 載 まや 訪 ツ リー ツ 


」 ない 場合 が あり ます 車 に 大 WI か さめ し | と | キタ ツ | の 2 食べ べ )= 引 識 隊 計 人 ー 
7 寺村 =(92 ツ ー)= 和 | 上 し お さ U Al 計 
に ここ 湯川 湯 泉 = く タク シー ツー ニ 還 特急 北 ー 新 ルー@ 東 
嬉し い !⑬ 泊 @ 食 付 志和 計 半 記 計 計 ) 北 汽 新 電 折 は や ぶさ ー 生 (自由 必 食 )- 秋 田 新 電線 こま ち 
ご FPPGBT ー 秋田" 桂 急い な ほ = あ つが 温泉 = く ホ テル 無料 送 迎 /( ス > ニ 由 良 
っ 剛 | 。。 当 泉 ホ テル ルン 女 [S1( 当 ) ※ 山 付き 利 の タ 信 差 
町 還 聞 滞 ちら し 寺本 @ ヵ ニ 引 い くら 2 較 還 計時 saM、 > うえ 上 温泉 = く ホテ ル 押 料 送迎 /( ス ッ = あ つが 温泉 ご 特急 いな ほ ー 新 潟 で 
Fm 和 W 下 の た こ 坂 。 ーー 所 で 「 ち らし 青 司 | と [カー 租 い くら 人 食 べ 比 ペ )=0 上 才 剖 線 と き グ 
男 還 上 暑 ま 黒 淫 を 使っ た 鹿児島 弁当 丘 識 本 克 著 、 リー ン 車 高崎 = 北陸 新幹線 は く た か . グ リー ン 車 金沢 "特急 し りさ ざま 
きび な こも 似 っ た 9 要 の ご 59 いく 2 ン 詳 )) は 伯 リツ ダー/ー ド = 温泉 =( ホ テル 拉 和 /【( ス )= あ わら 
ーー PP ニッ 。。。。」 。。 ン 清和 | /12 月 4 時 は 東電. ニ 還 角 ホテ ル [A] ( 沼 ) 壮大 
こ 犬 廊 お ふた り の 年 館 が 合計 9 大 アク ミン ステ ー ジ |  - 世 ^ く "RB/ ス >= 有 要り ツ ダー ルー ドー 人 
、 人 馬 以上 の こ 夫 婦 限 定 ド ノ 証 還 ー@ 山 陽 泌 放電 線 さ くら 一 新神戸 (ご 唐 で [た こ 飯 と 神戸 めし ] 
- LA ※ 企 末 車 利 用 の た め 、 参 加 は 2 人 の 年 議 そ シル プシ 弁当 食べ 比べ ) 一 情 多 デ リレー か も ゆー 武雄 温泉 一 今年 9 月 開業 | 西 
DE 0DE23JRIOE の お 約 来 は P5 を ご 覧 くだ さい 放電 培 か も め 拓 温泉 和泉 和 多 屋 史 太 [A]( 沿 ) 開発 
力作 和 人 10 名 本 名 胡 より 有人 当 朱 ・ 才 時 湯 所 称 か も ゆー 長 邊 和 和 上 由 人 本 
5 D: ツ アー ディ レク ター( 添 生 員 ) 同 行 吹か も め 直 温泉 ー リ レー か も め 情 = 秘 放 拉 さく 5 
AM MILC ジ 61 am (89 つう WWW- 旬 NBBB- 和 < づ ウン ーー 
半 ュー SO とり) 当 泉 指 畜 いわ さき ホテ ル [A( 泊 ) ※ 名 物 の ぶし 財 利 用 券 人 番 呈 了 / に 2 
*%Wis お 一人 で 1.D 万 円 祭 消 ) 指 人 温泉 = く タ クシ ー ッ = 所 指 人 人 日語 ご 妥 上 中 央 (で 
0 で | 克 19 和 8C ポ ぐーI 財 きく お ー 
= 有馬 温泉 有馬 グラ ンド ホテ リル [8] ( 泊 ) ※ 神 所 邊 アリ 付き 和 人 
出発 日 13 晶 4 14・29 昌 12・26 日 の ク 人 る 滑 [ 償 . 泉 ] で 放 の 放 れ を 意 し ゆっ た り と お 買 ぎ くだ さい 番 独 導 っ 3 Fm 有 ズ 付 請 還 
※ 行 程 順 、 宿 泊 順 を 変更 し て ご 案内 する 場合 が あり ます ※ 他 コー ス と 共 有馬 温泉 新神戸 一 @ 東 海道 新幹線 ひか り ・ グ リー ン 車 一 新 コー ス ご 夫婦 の み の 避 人 還 
同 運行 する 場合 が あり ます ※「5 つ 星 の 宿 」 は 観光 経済 新聞 社 の 認定 横浜 : 品 川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (14:42ー15:42 着 ) 械 ビ クラ ブツ ー リ ズム 夫婦 [ 検 素 、 


2 の 中 ※ 叶 当社 対象 ツア ー( 一 部 コー ス を 除く ) の 参加 条件 を ご 確認 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 予防 に 対す る 220cEE Ediclkan 由 
毅 社 の 基本 対策 対象 ツア ー は 以下 の ⑳ ま た は の を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 に な り ます 


新しい 旅 の 形 
= EN 、 ⑩ 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 1 4 日 前 まで に 、 新 型 コロ ナウ イル スワ クチ ン 投 種 を 2 回 以上 完 
ン ラ ッッ ター リズ ム を 役 席 し ます 。 とい gc@ 旬 の 前 日 か 直角 し て 3 昌 朋 以 了 に 反 し た 本 休 に よる PCR 栓 か 折 回 
ニュ ー ス タイ ル 19 名 様 以下 の ツア ー 特 集 回 商 回 原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと 本 
eVV S C 9 ※ ワ クチ ン 接 種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る ツア ー も ご ざい ます 。 そ の 他 
クラ ブツ ー リ ズム ニュ ー ス タイ ル 回 条件 と あわ せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 台 旅行 セン ター に て 必ず ご 確認 くだ さい "LTr 


2 ニ 由 RY ※ コ ー ス ご と の 補助 は 準備 が 整い 次 第 順次 ホー ム 
全国 旅行 支援 に 関す る ご 案内 バー ツ E て MRA し ます ネ す GE しみ 
ーー ーー コリ | で も 拉 象 ー ス に お 申し 込み の お 客 欄 に は 
旅行 代 次 から) 1 泊 あ だ りり あたり | が 生 い 交 第 ご 失 し ます ※ 福 多額 お よび 地銀 

補助 率 | 補助 上 限 額 | 地 載 恨 定 ク ー ボ ン | 定 ク ー ポ ン 導 の 算出 は お 客 様 回 有 の 旅行 金 に 基 づ 
9 さ 行っ て いま す ※ 補 は 者 人 県 ご と に 拓 及 金 が な 
| 7O% |8.000 平日 3.000 由 AL ます アー 和 和 な 
り ます ) ※ 補 旬間 は 2022 和 12 有 21 放 分 
交通 な し コー ス | 40% | 5.000 円 | 休日 1.000 円 | (は 放り は 2022 年 12 月 20 昌 分 ) ま で と な り ま す 
※ 補 助 の 適用 を 受け る に は ワクチン 検査 パッ ケー ジ 
放り コ ー ス | 40% | 5.000 円 要件 を 滑 た す 必要 が あり ます (ワクチン 投入 数 は 2 


= 回 は た は 3 回 / 都 道府県 ご と に 条件 が 異な り ます ) 
※ー 部 、 補 助 お よび フー ポン 付与 対象 外 と な る コー ス も あり 


ます ※ ホ ー ム ペー ジ ツ ま た は 電話 で ツア ー ご と の 補 呈 を ご 黄 認 の 上 、 お 申し 込み くだ さい ( 且 は 入金 が な く な り 炎 第 終了 と な り ま す ) クラ ッ ツー 全国 旅行 支援 陸 紀 
= お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 03(5998)2000 ※ こ の ペー ジ の 企画 実施 営業 所 は 
フラ プ ヴ ウー リ ズ ム 株 式 会 社 に 45 に 1730 BeG 全 内 ビル と SS 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※2022 年 1 月 運行 予定 
308 本 中 278 本 運行 
es ーー 


コー ス 番号 30761、30742 ・ 


っ ウン ラン クト の 旅 っ デ 
3Y プル ミア テー ジ 


こ NNA 5 6 9 SN 人 Ss 3 ※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の お 約束 は ト 
と ELECOMOOPG3-10 5 ラフ ッ 人 な 信和 NN 、 還 P5 を ご 覧 < だ さい 
※ 流 水 や タ 陽 は 自然 現象 の た め 見 られ な い 場 合 が ご ざい ます 。※ 流 水 般 は 流水 が 無い 場合 、 中 止 と な る 場合 が ご きい まう 。※ 野 生 動 物 こ は 坦 遇 で き な い 場 合 が あり ます 。 


馬 介 双 社 SG ラン ク ホ テル に 充実 の 約 18 時 間 滞在 
(一 度 は 見 た V \ め つの 冬 の 絶景 


北 に 
海 \ さっ ぼろ 雪 ま つり 約 3 時 間 滞 在 


”。 ) 北 海道 呆 玉 の オホーツク 流水 紀行 | 北海道 の ご 夫婦 名 湯 紀 行 


還 二 2H 較 時 KITIKI 知 床 当 お部屋 か ら の ルン ゝ 
PMP ナ チュ ラル リゾ ー ト 市 ウイ ング | 同 寒 滑 和 華美 人 選 の 温泉 窒 に 答 当 
SS 1 ひ OX の 〇 * の % | 本 oe 


湖 側 客 室 指 定 


阿 近 測 温泉 inp 画 ッッ 職 千 水 7 き 同 寄 湖 を 眺め が 
同 案 の 森 ーー テー マー ょ テル 見 周 局 を お 情 ぱ みる 
9 少 記 目 但 州 レラ の 人 ES 
べ N プロ が 選ぶ | 
日 本 の ホテ ル ・ 
是 旅館 100 選 2022 
6 2 N | 間 主 骨 旅行 新 聞 新 社 少 道 地 区 
流水 を 望む 海 側 客 室 指 定 客室 (一例 ) 4 部 門 で 本 織 層 
※ 海 側 客 室 と は お 部 屋 か 5 見 える 流水 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる お 部 屋 で す 当 PJ ーーー = ーー 疹 
流水 ミニ ウォ ー ク ネイ チャ ー 則 初 心 者 安心 議 浴 軸 流水 クル ー ズ 
ブイ ド 由 1 普段 着 の まま | 野生 動物 x 流 水 の 


気軽 に 参加 で きま す ! 」 コラ ボレー ショ ン ゴジ ロウ シ の ) ( 
っ し 2021YF ()0。 
FR NHTDD ルリ 


本 MAI 
SN PS 絶品 ! 焼き ズワイ ガニ 足 


3 の < 人 E 


還 最 少 催 行人 員 /16 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
圏 バス ガイ ド 同 乗 脅 バ ス 会 社 : く し ろ バ ス ま た は 同等 


8 お ひと り 様 旅行 代金 お ひと り 欄 
2 まお 2 (0 お ーー 人 で りり 万 円 ( 六 交 ) 
お 二 人 で (無印 19 万 円 、O 印 20 万 円 ) 出発 日 庁 衣 7・9・10 晶 印 は 催行 決定 
出発 庁 記 ③・⑬・⑯・⑳・@・@ 日 ※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 1,110 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 
罰 員 2・4・6 日 羽田 (BLO0 一 9:OO 発 ) す 新 千 歳 = 札幌 (海道 の 風物 詩 さ っ ぼろ 婁 まつ り ノ じ っ く 
※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 / り 約 3 時 間 見 物 / 各 自 自 由 昼食 )= 層 肢 温 泉 . 層 雲間 【B】 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 焼 ズ ワイ ガ 
/ 39 還 (⑩ っ <D11.0019.00 発 ) す 捉 了 = で 見 人 (最期 に は 200 了 3 以上 の タ 三 是 バイ キン グ な ど 介 の 守ら 和洋 5) =k 天 の あし り 肖 リ ワー 
ンチ ョ ウ ヅ ル が 訪れ る ) 阿寒 湖 温泉 ・ 守 の 林 2 ゆう 埋 【A 日 温 ホー ツク 海 の 流 氷 を 一 ) 天 
4 ee mn 0 フト ( 綱 走 フレ ンチ の 昼食 )= 綱 走 . 流 観光 李 水 冶 お 一 ろ ら ー 同 温泉 -・ あ か ん 施 ス 
2 ば し り 清 雅 リソー ト ( 軸 走 フレ ンチ の 太 食 ) ia キキ 知床 ナチ ュ ラ ルリ 者 は [阿寒 湖 多 華美 | を 稲 哲 ( タ 
ソー ト 南 ウィ ング 【S】( 泊 ) ロ 湖 温泉 = 網走 一 流水 迫る オホーツク 海岸 治 い を 走る 「 流 水 物語 号 」 に 乗車 / 自 
※15:OO 頃 の 早め の お 宿 入り 。⑥ 流 水 を 望 お 海 側 客 補 指 定 。 希 雇 者 は ⑥ タ 陽台 へ ご っ 222Da3a え Em 
案内 朝 屋 | トロ 温泉 - 知 床 第 一 ホテ ル 【A】 ( 泊 ) 赤 同 タ 
知床 ウト ロ 温 泉 = の 仙 時 (流水 の 上 に 乗る 流水 ミニ ウォ ー ク ] 体 験 ) ニ 北 駅 = 根 2 委 和 訂 ウト ロー 紀 臼 港 ( オ ジロ ワシ や オオ ワシ を 間近 に 望む 迫力 の 流水 クル ー ズ に 
室 中 標津 また は 女満別 羽田 (16:0017:30 着 ) 回 司 還 船 ) ニ 根室 中 標津 羽田 (早め の 16:00 一 16:55 着 ) 回 還 還 
※ 流 水 ミ ニ ウ ォ ー ク は 流水 の 着岸 具合 で は 中 止 と な り ま す 人 内 人 折 各 の 也 析 に り 、 恋 更 と な る 項 合 が あり お す 
“流水 "と " 賠 寒 湖 冬 華美 "を どちら も お 部 屋 か ら 堪 能 で きる 伯 沢 な ツア ー で す 。 名 湯 の 「5 つ 星 の 宿 」 で 癒さ れ な が ら 、 さ っ ぱ ぽ ろ 雪 まつ り と 流水 を お 愉し みく だ さい 。 
北海 道 企画 担当 者 ノ 飲 盛 翔平 北海 道 企画 担当 者 ノ 飲 盛 翔平 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


本 生還 1 1 月 21 日 出発 以降 、 新 千歳 空港 の 空港 料 が 改定 され ます 。 新 千歳 空港 : 大 人 370 円 ・ 小 児 180 円 (片道 あたり ) 
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(3 記 
深 「* 
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(m き い ) 講 G き Ni の に 


ジッ 0 
/ 流水 胡 水 肥 [は [お 須 ろ ら ら 


還 最 催行 人 貞 /14 名 目 2 名 様 より 受付 軒 TD: ツ アー ディ イル クタ ー ( 活 系 員 ) 部 同行 比 海道 内 0) 
31208-M71 2 人 6596 


旅行 代金 

生ま お ー 人 で 19 万 円 (8 計り 

出発 日 1・2 日 
羽田 (ゆっ くり 10:35 発 ) か 紋別 =① 紋 別 港 (流氷 砕氷 船 「 ガ リン コ 号 」 に 乗 
船 。 流 水 を ドリ ル で 砕き な が ら 進 む お 迫力 の クル ー ズ ) 三 ⑧ 流 水 科 学 セ ンタ ー 
(案内 人 付き で 流氷 を 学 点 。 展 望 台 か ら 望 お 流水 も ) ニ カニ の 爪 (車窓 )/ ニ オ 
ホー ツク 温泉 ・ ホ テル 日 の 出 岬 【A】( 泊 ) 
※③ 客 室 や 訓 天 風呂 か ら 流水 を 。 夕 食 は 雄武 産毛 ガニ (お ひと り 様 1 杯 ) や 天 
人 然 ホ タテ の お 刺身 な ど オ ホー ツク 前 浜 御膳 を ご 用 意 昌 釣 雄武 町 
オホーツク 温泉 (ホテ ル 自 慢 の 自家 製 イ クラ は お か わり 自由 !)=④ 網 走 港 ホテ 1 I か ら 
(流氷 砕氷 船 お ー ら ろ 乗 船 。 流 氷 を 押し つぶ し て 進む お 迫力 の クル ー ズ ) ニ = 知 ホテ ル 日 の 出 則 
お 0 が ⑤ オ シン コシ ン の 
滝 ( 冬 の 時 期 に し か 見 られ な い 氷 温 ) ニ ⑥ 夕 陽台 (高台 か ら 流 水 を ) 三 知床 ウ 
トロ 温泉 ・ 北 こ ぶし 知床 ホテ ル & リ ゾー ト 【8】 GBD 
※ オ ホー ツク 海 に 面 し た 「5 つ 星 の 宿 ] に 15:00 頃 の 早め の 宿 入 り 。⑦ 接 岸 
時 は お 部 屋 や 露天 風呂 か ら 絶景 の オホーツク 流氷 を 一 望 。 足 湯 も 兼ね 備え 
た ⑧ 流 水 テ ラス も お 楽し み 。 夕 食 は ライ ブ キ ッ チン で 出来 立て の 料理 な ど 地 
産地 消 食材 を 使用 し た ビュ ッ フ ェ 謀 昼 | 久 
知床 ウト ロロ 温泉 (ゆっ くり 9g:00 発 )=⑨ 北 浜 駅 (オホーツク 海 に 一 番 近 い 駅 ) 
= ニ ⑩ 天 都 山 (展望 台 か ら 水 平 線 を 望む お) 網走 (一 度 は 行き た い 網 走 監 欲 ま | 記 5 二 欄 回 

” た は 流氷 の 天使 「 ク リオ ネ 」 に 出会え る オホーツク 流氷 館 の 選べ る 観光 ) ニ 女 上 ーー TP WTーrPTYoTrT3 
満 別 羽田 (15:40-17:00 着 ) 較 還 還 間 部 屋 か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 右 


大 ト p・ 中 トロ 赤身 2 津軽 海峡 フェ リー で 
大 間 の マグ ロロ 井関 海 : 
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の 路 い 芝 愛 藻 度 問 


葉 硬 次 ECSED2RSNZ 
[ 寺 路 三 S 比 wc で 頃 了 Cr「 光 冶 」 交 S ン 小 


ー・ い くら ・ ホ タテ ・ ES ンク 


大 間 和 牛 は 
すき 焼き で し 


「 陸 マグ ロ 」 と は 、 TTP で PT 2 
和牛 」 で す 。 黒 い ダ イヤ と 呼ば れる 「 大 間 の 本 マグ ロ 」 に も 負け な い 
肉質 か ら 地 元 で は 「 陸 マグ ロ 」 と も 呼ば れ て いま す 。 海 と 陸 ど ちら 
の まぐ ろ が お いし いか 、 本 場 大 間 で 食べ 比べ て みて くだ さい 。 

還 最 少 催行 人 員 /20 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
10/I0/s 有 久間 目 パ スガ イド 一 部 同乗 軒 バ ス 会 社 : 大 沼 交通 また は 同等 


旅行 代金 
5 名 様 室 すう 人 で 1 万 占 ( ( 壮 削 
出発 日 11・14 日 度 計 22 日 阿 11 晶 19 日 | 印 は 催 和 決定 | 則 


東京 (ゆっ くり 10:44 一 1 1:20 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 (途中 乗車 可 ) 一 東北 新幹線 
は や ぶさ ーー 八戸 また は 七戸 十和田 三 斗 南 温泉 ・ お び お つ グ ラン ド ホ テル 【B】 ( 泊 ) 
※ 夕 食 は 陸奥 湾 産 ホタテ の 貝 焼き や 津軽 海峡 産 サ ー モ ン な ど 地 場 産 に こ だ 


義和 素 ミ ささ ざ mn 民 池 導 人 


わっ た 和食 会 席 回 還 錠 | [ | 
沼南 温泉 (ゆっ くり 10 時 出発 ) < 号 沿い を 走る 総 時 車窓) 大間 崎 ( 本 州 最 
北 商 の 地 )= 大 間 ( 大 問 の マグ ロ と 陸 マ グロ の 食べ 比べ の 尽 食 )= 大 間 港 - 下 〒 
( 叶 埋 活 フェ リー で 北海 道 ヘレ スタ ル ジ ッ ク な 絶 放 を お 楽し み > ご 了 人 及 利 旧 同情 ある 温和 時 
湯 の 川 温 泉 花 び し ホ テル 【B】( 泊 ) の アル タラ 嘱 の 休 
※ 庭 園 電 天風 呂 を は じ め 趣 の 異な る 大 浴場 で 湯 めぐ り を 。 夕食 は 函館 近郊 


の 海 の 幸 と 山の幸 を 活か し た 会 席料 理 械 屋 。 
湯 の 川 温泉 (ゆっ くり 1 0 時 出発 ) ニ 五 生 部 公園 (白銀 に 彩 られ る 星 形 城郭) 函 
朝市 (活気 あふれ る 市 場 で ウニ いく ら - 甘 えび : ホ タテ な ど 5 色 の 海鮮 圭 ) ニ THE 

) DANSHAKU LOUNGE( 男 爵 芋 の 発祥 地 に 建つ 観光 名 所 )= 新 函館 北斗 ー 北 避 
海道 新幹線 は や 記さ 大 宮 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:04-19:04 着 ) 朝 主 


/ 
ゆっ た り 
が 放 滞在 


※ く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
P5 を ご 覧 くだ さい 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


月 土 ノ 9:1517:30 日 - 祝 は 休業 内 


に っ ぱん の 


ラン ク 星 
ホテ ル 所 の 宿 
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軒 最 少 催 行人 員 / 18 名 上 2 名 欄 よ り 有 人 置 TD: ツア ー デ ィ レ クタ ー (添乗 員 ) 同行 
31 MT 固 バ パス ガイ ド 一 部 同乗 (2 日 目 ご 4 日 目 ) 時 バス 会 社 : 当 社 契約 バス 会 社 


人 人 
| P モ プ (無印 20 万 円 、O 印 22 万 円 ) Io っ * 
| 出発 日 @⑳ 日 (《④・⑫・⑱ 日 ク 本 < ン 
12・22 日 回 6・12 晶 4 “ 
※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 まで 
羽田 (ゆっ くり 1 1:00 一 13:30 発 ) ナ と ある 空港 < ミス テリ ー ツ アー へ 出 5 
発 ! 行 先 は 当日 の お 楽し み 〉 ニ と ある 温泉 ・ と ある ホテ ル 【A】 ( 泊 ) 3 * 
※ 〇 〇 人 遺産 認定 の 珍し い 温泉 を ここ ろ ゆ くま で 。 地 元 食材 に こだわ っ た 和 を ご 用 意 
会 席 の 夕食 も お 楽し か 己 E 才 e 


と ある 温泉 =< ミ ステ リー ツア ー は 続き ます 地元 名 物 海鮮 圭 の 昼食 〉= と 
ある 温泉 - と ある ホテ ル 【A】 ( 泊 )※ 〇 O 〇 の 奥 座 敷 に て 趣 の 異な る 温泉 を ! 自 
然 湧出 泉 も 魅力 で ある 〇 〇 の 湯 の 杜 
と ある 温泉 = て バス は どこ へ 向かう の か ?? 当 日 の お 楽し み 昼 食 は ひ 〇 〇 
を 望 お レス トラ ン に て 選べ る 昼食 (※ 事 前 選択 制 ))/ ニ と ある 温泉 ・ と ある ホテ 
ル 【A】( 泊 ) 

※ 〇 OO 温泉 の 中 で も 最多 を 誇る 〇 種 の 源泉 と 豊富 な 泉 質 
と ある 温泉 =< ミ ステ リー ツア ー 最 終日 y〉= と ある 空港 羽田 (13:30 一 14: 


ツア ー に 参加 され る お 客 様 へ の お 願い (抜粋 ) ツア ー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 10 日 以内 に 発熱 や 呼吸 困難 、 味 覚 - 臭 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 や 、 海 外 渡航 歴 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 の 診断 を 受け 

た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 出 発 前 の コロ ナウ イル ス 感 染 、 保 健 所 に よる 濃厚 接触 者 指名 を 理由 に お 取り 消し の 場合 、 特 例 と し て 取消 料 を いた だ きま せん 

ツア ー 当 日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト に 記入 し 必ず ご 提出 くだ さい 。 発 熱 や 咳 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 4 
アー 中 に 発熱 や 風邪 諸 症状 ( 喉 の 痛み 、 咳 、 僅 怠 感 等 ) 、 味 覚 ・ 別 覚 障害 等 が あら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 と し て 離 団 期間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いた し ます 


の 当 カ タロ グ で は 、 各 ツア ー に 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 予防 に 対す る 取り 組み 」 を 明 
クラ ブッ ツーリズム 記し 、 お 客 様 の 新型 コロ ナウ イル ス に 対す る 不安 を 除き 、「 密集 」 「 密 接 」 「 密 閉 」 を 避 


けた ツア ー に 安心 し て 参加 いた だ ける よう 取り 組ん で いま す 。 


※「 感 染 予 防 に 向け た 安心 安全 の 具体 的 な 取り 組み ]」 に つい て は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ も ご 覧 くだ さい 


INewstyle 


ツア ー デ ィ レ クタ ー (添乗 貞 ) お よび 弊社 スタ ッ フ は 、 検 温 な どの 体調 管理 を 徹底 し ます 

ツア ー デ ィ レ クタ ー (添乗 員 ) お よび 上 弊社 スタ ッ フ は 、 業 務 中 は マス ク を 着用 し ます バス 乗降 口 な ど 適 切な 場所 に 消毒 液 等 を 設置 し ます 

車内 換気 シス テム の ある バス を 利用 し ます ※ 一 部 、 路 線 バ ス ・ 施 設 送迎 バス ・ 島 し ょ 部 を 除く バス 車内 は 毎日 接触 箇所 を 消毒 し ます 

自由 散策 な ど 密 を 避け る 観光 と 長め の 滞在 時 間 を ご 用 意 し ます ※ ガ イデ ィング レシ ー バ ー の 使用 な ど 、 密 集 し な い 対 策 を 取り 、 団 体 行 動 へ ご 案内 する 場合 が あり ます 
間 業界 の 対策 ガイ ドラ イン を 順守 し て いる 観光 ・ 食 事 ・ 宿 泊 施設 を 選定 し ます 


30 名 様 以 下 ツ アー 
バス 座席 は 3 名 様 まで の ご 利用 
で 、 ご 夫婦 な どの グル ー プ 内 で は 
相席 と な り ま す 。 た だ し 他 の グ 
ルー プ と の 相席 は あり ませ ん 。 


OHIOHIGH 


SHISHGH ら CH 
H(XHIXHH 
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H(XHIXHIXH 


【e】 HIOF 
H 加 


19 名 様 以下 ツア ー 
バス 座席 は ら 席 分 を 1 名 様 で 
ご 利用 。 窓 側 の 席 の み 利用 と 
し 、 お 客 様 と の 距離 を 確保 し ま 
す 。 


【 | 較 恨 


oHIG_(oHo HIOHIOHIOH 
IOHIoGHOHIGI oHIGH 


バス の 乗車 イメ ー ジ (1 1 列 シ ー ト バス の 場合 ) 


[XH(XHXHXHIXHI 
(6H(oGH(6H(6HIGHI 


バス の 乗車 イメ ー ジ (1 1 列 シ ー ト バス の 場合 ) 


ツア ー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 5 日 以内 に 発熱 や 呼吸 困難 、 供 如 }$ ツ アー 中 の フィ ジ カ ル デ ィ ス タン ス 確 保 に ご 協力 くだ さい 


感 、 味 覚 ・ 員 覚 異常 な どの 症状 が ある 場合 や 、 海 外 旅行 歴 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な 
お 、 出 発 前 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 、 保 健 所 に よる 濃厚 接触 者 指名 を 理由 に お 取 
り 消し の 場合 、 特 例 (※1) と し て 取消 料 を いた だ きま せん 
ツア ー 当 日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チェ ッ ク シ ー ト に 記入 し 必ず 提出 くだ さい 。 
発熱 や 咳 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 
ツア ー デ ィ レ クタ ー( 乗 員 ) ま た は 係員 が 検温 を 行う 場合 が あり ます の で 、 で 協力 
くだ さい 
移動 中 の 車内 を 訪 め 、 ツ アー 参加 中 は マス ク を 着用 くだ さい 

定期 的 な 手指 の 消毒 や 咳 エ チケ ッ ト な ど 、 感 染 拡大 防止 マナ ー に ご 協力 くだ さい 


バス 車内 で の 飲酒 ・ 食 事 ・ 大 声 で の 会 話 は お 控え くだ さい 

手荷物 の 運搬 や 写真 撮影 は 各自 で お 願い し ます 

ツア ー 中 に 発熱 や 風邪 症状 ( 由 の 痛み ・ 咳 ・ 僅 部 感 等 ) 、 味 覚 ・ 別 覚 障害 な かど が 
あら われ た 場合 は 、 お 客 様 の 安全 確保 の た め 、 ツ アー を 一 旦 離 団 し て いた だ 
きま す 。 な お 、 苑 団 後 の ツ アー へ の 復帰 は 医師 の 許可 を 条件 と させ て いた だ 
きま す 。 ま た 、 当 該 理 由 に よる 離 団 に 限り 、 特 例 (※1) と し て 離 団 期間 の 旅行 
代金 (補助 金 ・ 助 成金 対象 コー ス は 「 お 支払 い 実 額 」 ) を 日 割り (1 日 単位 ) に 
て 後日 払い 戻し させ て いた だ きま す 

ツア ー 終 了 後 週間 以内 に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 は 、 速 や か に 弊社 に 
で 連絡 くだ さい 


※1: 特 例 の 適用 期間 は 2080 年 1 1 月 1 日 5083 年 1 月 3 1 日 まで と な り 、 状 況 に 応じ て 延長 する 場合 が あり ます 


〇 長く 歩き ませ ん : 長 い 距離 は 歩き ませ ん (1 日 平均 歩行 時 間 
〇 ゆっ た り 清 在 : 宿 泊 施 設 で の 滞在 時 間 が 1 7 時 間 以 上 (目安 ) 


⑩ ゆ と り の 行程 [お 客 様 の 志向 や 旅 の 目的 に 合わ せ て 、 タ イプ 別 の 「 ゆ っ た り 旅 ] を ご 用 意 ] 
以内 ) 〇 ゆっ た 観光 : メ イン 観光 地 で の 見 学 時 間 が 当社 通常 コー ス の 1.5 倍 以上 (目安 ) 


@ 移 動 中 の 休憩 時 間 は 90 分 に 1 回 (目安 ) お 取り し ます 人 数 限定 バス 1 


す 。 (日 帰り ツア ー、 現 地 


レミ 2 バス パラ アニ シン の 
お 約束 


国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) 


弊社 A ラ ンク 以上 の 指定 旅館 : ホ テル を 利用 
クタ ー( 添 乗員 ) に よる ご 出発 前 の 連絡 
着 ※ 渋滞 状況 : コ コー スズ ス 


集合 解散 ツア ー を 除く )] 


消 料 を 申し 受け ます 。 


台 あ た り 最 大 36 名 様 ま で [人 数 を 限定 する こと で 快適 に お 過ごし いた だ け ま 
※70 炭 以 上 の 方 を 対象 に し た 「 ゆ っ た P 旅 70] の 旅 も ご ざい ます 。 お 問い 合わ せく だ さい 


@ 出 発 地 か ら 帰 着地 まで ツア ー デ ィ レ クタ ー( 添 乗員 ) が 同行 ⑯ ツ アー ディ レ 
@⑳14 名 様 か ら の ご 参加 で ツア ー は 出発 し ます 午後 5 時 30 分 まで の 早め の お 宿 到 
こよ り 時 間 が ずれ る 場合 が あり ます ゆとり の 行程 で の ん びり 快適 な 旅行 を 実現 


〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し 

お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催行 人 上 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅行 開始 日 の 14 日 前 
(日 帰り は 4 日 前 ) ま で に 旅行 の 実施 を 取り 止め る 旨 を ご 連絡 し 、 す で 

払い いた だ いて いる 旅行 代金 全額 を 払い 戻し て 、 旅 行 契 約 を 解除 し ます 。 


お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 
の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 当社 また は 旅行 サー 
ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 


当社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 当 社 旅行 業 約款 の 特別 補償 規程 で 定 
を 1 


ご 旅行 条件 に つ 、 下 記 染 j、 コ ー ス ご と に 衣 いる 条 = 泊 付 
件 、 ご 旅行 案内 (パン フレ ッ ト )、 確 定 書面 ( 旅 の し お り ) お よび 当社 旅行 業 約 夫 国内 旅行 取消 日 区 分 国内 旅行 = 計 に 4 
(募集 型 企画 旅行 契約 の 部 ) に より ます 。 (バス 旅行 を 際 く | バズ 旅行 〇 お 客 様 の 責任 
〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 期 20 日 目 こ 15 日 目 | 20% ー = 
(1) 当社 は 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる | 旅行 開始 日 の 前 イイ 日 目 つ 11 日 目 | 200 0 に 載 内 容 と 異な る も 
旅行 契約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 日 か ら 起算 し て 5 の 5 
2) 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障害 ” | さか の ぼっ て | 10 日 目 一 8 日 目 20% 20% | 20% 〇 特別 補償 
者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込 7 日 目 一 2 日 目 30% 
み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 旅行 開始 日 の 前 日 40% め る と ころ に より 、 で 析 0 
(3) 旅行 代金 の ご 入金 は 旅行 開始 日 の 21 日 前 (日 帰り 旅行 は 11 日 前 ) ま で 行 開始 日 の 日 の 集合 時 間 ま で 50% に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 手荷物 の 


に 全額 を ご 入金 くだ さい 。 

(4 旅 約 は 当 福 が 補 約 の 析 結 を 承 衣 し 、 申 入金 また は 旅行 代金 全額 を 
受理 し た と き に 成立 する も の と し ます 。 「 ク レジ ッ ト カ ー ド 」 の 場合 は 、 当 社 が 
る 変 約 の 締 角 を 未 語 する 還 の 通 名 か 到達 し た 時 上 で 乱立 し ます 。 

〇 旅行 代金 に 含ま れる も の 

旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 運賃: 料金 、 宿 泊 笠 金 、 食 事 代 、 観 光 入場 

料金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 諸 費用 は お 客 様 の ご 都合 に よ 

り 、 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 

〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 ・ 払 い 戻し 

旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 の 取 


ハイ キン グレ ベル の 
ご 案内 (当社 基準 ) 
ゆう ちょ 銀行 貯金 口座 
自動 引き 落と し の ご 案内 


に 比べ 平坦 な コー ス 。【 ハ イキ ング 


詳し く は ホー ムペ ー ジ を ご 


Eeeneo み (03(5998)2222 


内 、 標 高 差 : 100m 未 満 ( ほ ぼぼ 平 坦 ) 、 


上 に 被 ら れ た 一 定 の 損害 に つい て 、 あ 


旅行 開始 後 の 取 消 また は 無 連絡 不参加 100% 
の 過 旅行 開始 日 ・ コ ー ス の 変更 は 取消 と みな され 、 取 消 料 が か か り 


※[ 夜 行 日 帰り 旅行 ] は 日 帰り 旅行 ] と し て 扱い ます 
※「 バ ス 旅行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利用 と な る 旅行 に な り ま す 


ら か じ め 定 め る 額 の 死亡 補償 金 、 後 遺 障害 補償 金 、 入 院 見 舞 金 、 通 院 見 舞 
金 お よび 携行 品 損害 補償 金 を 支払 いま す 。 


〇 旅程 保証 
当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代 金 に 「 規 定 
の 率 ] を 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か ら 30 日 以内 に 支払 いま す 。 
〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 


※ 航 空 会 社 が ウェ ブサ イト 等 に より 広く 消費 者 向け に 販売 する 航空 券 を 利 
する 、 ま た は 貸切 船舶 を 利用 する 国内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 料 が 異な 
Pe 詳し く は お 申し 込み 後に 送付 いた し ます パン フレ ッ ト を 

と 確認 くだ さい 


初め て の ハイ キン グ に 最適 な コ 


ド 級 歩行 距離 :5 時 間 以 上 、 


便利 で お 得 な 「 ゆ うち ょ 銀行 口座 自動 引き 落と し 」 が 、 す べ て の 旅行 で ご 利用 いた だ け ま す 。 


覧 くだ さい 。 


※P4 の 企画 ・ 実 施 営 
※ 写 真 は 全て イメ ー: 


| 【 フ ラブ ッ ー リ ズム 海外 


は 首都 圏 第 1 国内 旅行 セン ター 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 [年齢 


お 客 様 か らい た だ く 個 人 情報 の 取扱 に つい て は 、 旅 行 お よび 当社 の 各 
種 サ ービス に 利用 させ て いた だ きま す 。 詳 細 は クラ ブツ ー リ ズム の 
ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

https://Www.club-t.com/ct/information/function/covenant/privacy/ 


【 ミ ニハ イキ ング )】 歩 行 時 間 :2 時 間 以内 、 歩 行 距離 :5km 以 内 、 標 高 差 : 100m 未 満 、 舗 装 さ れ て いな い 山道 や 林道 を 歩き ます 。【 ハ イキ ング 入門 】 歩 行 距離 :3 時 間 以 
ー ス 。【 ハ イキ ング 初級 】 歩 行 距離 :2- こ 5 時 間 程度 、 標 


高 差 :100m 以 上 (や や 上 り 下 りあ り ) 、 登 山 


高 差 :300m 未 満 (上 り 下り あり )、 経 験 者 向け ・* 軽 登山 コー ス を 含む 。 


| クラ ブッ ツーリズム 郵貯 | 検索 ww 
EE 
和議 


流 乗 員 同行 o 旅 
世界 50 カ 国 の ツア ー 販 売 中 


7 ぐ r 記 


号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


の 1 寺 天 購 品 付 客室 (一 例 ) 
太平 洋 を 一 望 で きる 小高い 氏 に 伴 む 代 か 13 室 の 旅館 。 客 室 す べ て に 明 天 風 
上 百 を 備え 付け 、 お 食事 は 朝食 ・ 夕 食 と も に 個室 で ご 用 意 し プラ イベ ー ト 空間 を 
ae 


還 最 少 催 行人 員 /12 名 軒 2 名 様 より 受付 國 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 


PA 少 有 上 四 パス ガイ ド 同 乗 國 バ ス 会 社 : 岩 手 県 交通 同等 


旅行 代金 お ひと り 欄 印 は 
2 名 様 1 室 お 人 で 25 万 上 円 -20 万 ( し 17) 催行 決定 
お 二 人 で (無印 25 万 円 、 〇 印 26 万 円 、[ 印 26.6 万 円 、( ) 印 27 万 円 、 信 印 28 万 円 

(22・@⑳・《9 日 (⑬)⑤・⑥・⑫・⑲⑬・@⑩ 日 
出発 日 8)・ 圏 ・16・ 較 ・23・ 病 日 6・ 困 14・ 職 ・20* 了 日 
(4)・0・⑬・(9・@⑳・@ 日 

He 

し 丼 を ご 賞味 ) ニ = 松島 (へ ご 夫婦 ご と に 貸切 遊覧 船 を ご 用 意 ) ニ 南 三陸 温泉 . ホ テル 観 洋 [S】( 泊 
※ 三 陸 海 岸 陰 一 の 「5 つ 星 の 宿 ] の 海 側 客 室 に 宿泊 。 ア ワ ビ 路 り 焼き を 含 お 食 と 太平洋 沿 
面 する 絶景 直 天 風呂 を 志 能 。 希 望 者 は 語り 部 同行 で 復興 が 進む 商店 街 な ど へ ご 案内 | 同 夕 
南 三陸 温泉 (太平 洋 の 日 の 出 を 望む 露天 風呂 も お 楽し み ) ニ 陸前 高田 (奇跡 の 一 本 松 : い 
わ て TSUNAMI メ モリ アル ) = 釜石 ( 少 人 数 し か 入れ な い 老 舗 料亭 で 1 日 限定 10 食 の 「 ば 
らち らし 寿司 ] を ご 用 意 /1/8・3/19 発 は 「 浪 板 海岸 三陸 花 ホ テル は ま ぎ く 」 に て イク ラ 
を 含む 三陸 海鮮 填 を ご 用 意 ) ニ 浄土 ヶ 浜 宮 古 " 潜 亭 た ろう 庵 ( 泊 ) ※ 全 13 室 の 路 天 風呂 
付 客室 に 18 時 間 滞 在 。 食 事 は 夕食 朝食 と も に ご 夫婦 ご と に 個室 を ご 用 意 。 1 1/22 1 
月 出発 は アワ ビ (1 人 1 つ )、2.3 月 出発 は ガニ (ご 夫婦 で 1 杯 ) を ご 用 意 農 司 銚 
宮古 (ゆっ くり 10:00 発 ) 三 宮古 三陸 鉄道 (クラ ブツ ー リ ズム 貸切 乗車 約 40 分 ) 島 
越 = 久慈 (ご 夫婦 で 「 岩 手短 角 牛 」 と 「 地 産地 消 の お 魚 」 の コー ス 料 理 を 1 つ ず つ ご 用 意 ) 
盛岡 一 新幹線 は や ぶさ 号 グ リー ン 車 一 大 宮東 京 (19:04~ー20:04 着 ) 剛 悦 に 
※ 海 側 客室 と は 、 お 部 屋 か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 ※[5 つ 星 
の 宿 」 は 観光 経済 新聞 社 の 認定 ※ 日 の 出 は 天候 な ど に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 
三陸 に ご 夫婦 で 訪れ る な ら こ ちら の ご 旅行 が お すす めで す 。 移 動 は グリ ー ン 車 、 窒 


泊 は 全 13 室 の 露天 風呂 付 客室 を ご 用 意 。 ご 夫婦 ご と の 松島 遊覧 船 も お 楽し みい た 
だ き 、18 名 様 だ か ら 人 入 店 で きる 味 自慢 の お 食事 処 で 三陸 の 食材 も ご 賞味 くだ さい 。 


東北 企画 担当 者 / 木 村 克 太 朗 


還 最 少 催行 人 員 /14 名 国 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
P740I0【> 月 【/ 久 目 国 バ スガ イド 同乗 固 バ ス 会 社 : 岩 手 県 交通 また は 同等 


旅行 代金 お ひと り 様 
2 名 様 1 室 に ュ 人 で 19. 6 万 円 - う 1 万 ( icesgh/ 
お 二 人 で (無印 19.8 万 円 、O 印 21 万 円 」 印 22 万 円 、( ) 印 25 万 円 、 借 印 26 万 円 、 軒 31 万 円 ) 
25・26・27・ 葬 69・Q 日 還 ②)・③・4・⑦ 日 
東京 (ゆっ くり 9:08~10:20 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 は や ぶさ 号 一 盛岡 龍泉 洞 
(一 年 で 最も 透明 度 の 高い 冬 の 期間 に 観賞 ) 三 宮古 市 ・ 休 暇 村 陸中 宮古 【B】 ( 泊 ) 
※ 約 17 時 間 滞在 。 地 元 出身 の 料理 長 監修 の ビュ ッ フ ェ の 夕食 を お 楽し み ビ ビリ | 夕 
串 古 市 内 (体験 型 海鮮 丼 「 瓶 ドン 」 を 含む 朝食 ・ ご 希望 の 方 は 朝 の 周辺 散歩 に ご 案内 ・ 
ゆっ くり 1 0:00 発 )= 浄 土 ヶ 浜 遊覧 船 ( 白 い 砂 浜 と 群青 色 が 美しい 海 を クル ー ズ )… 
浄土 ヶ 浜 (「 三 陸 宮 古 寿 司 」 と 「 海 鮮 丼 山海 焼き ] を ご 夫婦 で 食べ 比べ ) 三 宮古 〈 三 陸 
鉄道 自由 席 乗 車 約 50 分 〉 浪 板 海岸 大植 町 内 ・ 三 陸 花 ホテ ル は ま ぎ く 【B】 
( 泊 )※ 約 1 7 時間 滞在 。 三 陸 海 岸 を 一 望 で きる 絶好 の ロケ ーション ホテ ル 開 賠 名 
大 植 町 内 (ゆっ くり 10:00 発 ) ニ 陸前 高田 (奇跡 の 一 本 松 ) ニ 松島 ( 冬 も 美しい 日 本 三景 / 瑞 
厳 寺 自 由 参 拝 ) ニ 仙台 新幹線 や ま び こ 号 一 大 志 一 東京 (19.28~20:44 着 ) 開 昌 


出発 日 


| ERR の 
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武 天風 呂 
青い 海 と 島々 を 望む 開放 感 に 溢れ た 絶 | 
景 赴 天風 呂 や 「 ア ワ ビ の 踊り 焼き ] を 始 
め と する 三陸 の 海 の 恵 み が 凝 縮 さ れ た 
食事 を お 愉し みく だ さい 。 


の 震 災 よ り 11 年 を 数 えま す が 、 こ れ か ら も 三陸 地域 二 
体 と な りお 越し いた だ いた 方 に に だ 
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= ワン ラン ク 上 の 旅 テ デ 


アル ミッ ンズ テー ジ 


ゆっ た り 久 ( 趣 
歩 計 


く プレ ミア ム ス テ ー ジ >、 <⑳ っ 20 
お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


ど 


27 


% く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


に 2 ] ン 温泉 卿 界 


語 ウ 欠 き / 7 “ 津 ンク ンジ NN EE 電 ) | 
二 く か ら 湯泊 和 き 場 と し て 親しま れ て き 
さ た 津軽 の 奥 座 敷 ・ 大 角 温 泉 に 他 む 
) 皇 の 
の ひと と き を お 過ごし くだ さい 
we ペー 
[黒い ダ ィ ヤ 」 と 称 さ れる 大 間 まぐ 9 誠人 2 


| 期間 限定 「 大 間 の まぐ ろ づく し 会 席 ]。 そ の と ろ け る 味 わ 
Mo 間 の | 0 < だ きい 
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圧倒 的 な 人 の 和 で 人 の も で 人 


星 野 り ゾー ト 
奥 入 瀬 渓流 ホテ ル 


青森 の 魅力 を 存 分 に グ 2 は 陣 奥 入 瀬 渓流 沿い に 佐 む 唯一 1 オ 


ケータ 


WPSFSS 了 P 


/ [ 


に 9 NNWS 有 2 ル 。 美 し い 白銀 の 世界 に 囲ま れ だ 欧 
Et | か な 0CX の か くも り N 陣 の 
の 郷土 料理 が た くさ  - 提 m | 
ん 並ぶ ビュ ッ フェ な ど 

を お 楽し みく だ さい 


レア | 


炎 の ぬく も り を 感じ る ロビ ミ 
「 森 の 神話 ] 


食 で 、 いそ の みち の く を 満 許 * 
旅行 代金 ぉ ひと り 様 4 | の 冬 の 風物 詩 、 だ 
2 名 様 1 室 お CC85 還 (2 ) ーー | 供 行 決 尋 : AO 


_eh 語 18H 力 計 14H 回 6.12H 敵 間 放 間 閥 科 梨 せ 日銀 の 世界 を る 
東京 (ゆっ くり 9:08 一 1 0:20 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 は や ぶ 号 :・ グ リー ン 車 ・ ペ 人 あ 、 「! 津軽 鉄道 「 ス トー ブ 列 
アシ ー ト 一 盛 岡 材 引 八 幡 宮古 牧 温泉 ・ 星 野 リ ゾー ト 青森 屋 【A】( 泊 ) 車 」 に 全 区 間 乗車 し ます 

ーー ・ 

2 古 牧 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 予定 )= 浅 j 鳥 
奥 湾 の ホタテ を た っ ぷり 使っ た 昼食 )= : 信 ・ 白 糸 の 滝 (車窓 )= 青森 に 来 た ら ぜひ 食し た 

有野 リツ ー ト 奥地 ホ テル [SI 泊 ) 計量 タ い 、 陸奥 満 ホ タテ を た っ 


十和田 湖 温 泉郷 = 津軽 五所 川原 (津軽 鉄道 スト ー ブ 列 車 に 全 区 間 乗 車 〉"… 津 

圭 中 時 = 所 川原 (名物 . 焼 き 味噌 と し じみ 汁 の 昼食 ) ニ 大 競 温 泉 卿 星野 り "ソー こ 堪 有 く だ さい 
ソー ト 界 津軽 [9】( 泊 ) ※ 夕 食 は 「 大 間 の まぐ ろ づ くし 会 席 ] を ご 電 能 邦 久 
大 (ゆっ くり 1 OO 中 予定 表 当 ( 甘 しき UM 前 の ーー 
フレ ンチ の 昼食 。 シ ー ド ル で 乾杯 も )= 新 青森 一 新幹線 は や ぶさ 号 : グ リー ン また は PCRx 
車 ペア シー トー 大 東京 (18:0419:04 落 ) 中 軒 の リー 較 因 軸 | 際 性 参加 者 

※ 水 涯 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます ンジ ー ツ 6 の レー 

※ 青 森 県 団体 型 旅行 促進 支援 事業 より 助成 金 を いた だ き 実 現 ゅ っ た り し た スペ ー ス で ぉ 算 ぎ くだ さ ぃ 限定 ツ アー 


m03(5998)2000 3 計 3 生生 セン ター です 


※ 予 約 時 に は 、 | 「 年 齢 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


い レデ 
※ お 刺身 は 漁 の 状況 に より お 出し 出来 な い 場合 が ご ど ざ いま す 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 
月 キノ 9:15 ご 17:30 日 - 祝 は 価 業 内 


Hs ご 夫婦 で 巡る 


ミ 共に 、 8 時 の 日 本 光 潤 い を 走る リゾ ー ト 巡 車 [ 時 sw 
青 人 入 等 た 能 線 リゾ ー ト し ら か み は う 6 旨 7 
五所 川原 」 日 間 


人 


人 


し 4 
へ / 


ダイ ナミ ッ ク な 絶 和 
8 北山 崎 』 


2@mー@ 
由良 温泉 議 % 出羽 三山 神社 


松島 4 
楽 
河江 /<2 


三陸 屈指 の 絶景 
崩 重 三 隊 届 指 
所 浄土 ヶ 浜 


放 3 大 計 四 最 催行 人 由 /16 名 国 2 名 様 より 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター( 添 員 ) 同行 | 大 時 
PE 上 四 パ スガ イド 月 秒 較 ス 儲 : 日 本 通則 和 9 


人 ぉ ー 人 で 40mm-46 軸 紅 g つの うつ 時 2 答 才 | 


2 名 様 1 室 20 万 円 23 万 円 
お 二 人 で (無印 40 万 円 、 〇 印 44 万 円 、」 印 46 万 円 ) 


H 発 日 m6.14 日 四 9H 回 』M② 日 葬 』⑱・@ 晶 人 


東京 (ゆっ くり 9:16 一 10:12 発 )ー 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 な す の 号 ・ グ リー ン 車 の 2 
/ 一 新白河 大 内 宿 ( 茅 暮 屋根 が 連なる 宿場 町 ・ 名 物 ね ぎ そ ば の 昼食 )= 猪 苗 ye 

代 湖 秋 保温 泉 ・ 稿 火 の 湯 緑 水 亭 【S】( 泊 ) 因 

秋保 温泉 松島 (ベツ アー 貸 切 遊覧 船 で クラ ブツ ー リ ズム 特別 航路 を 運 衣 
ノ 台 名 物 牛 タン の 昼食 。 合 わせ て た っ ぷり 180 分 滞在 )= 平 泉 ・ 中 尊 寺 ( 各 

※ 金 色 堂 は 別 料金 B800 円 ) ニ 花巻 志 戸 平 温泉 ・ ホ テル 志 戸 平 A】( 泊 ) 


花巻 志 戸 平 温泉 = 浄土 ヶ 浜 (鋭く と が っ た 白い 流 紋 岩 が 林立 し 極楽 浄土 の 
. し と 言わ れる 三陸 屈指 の 絶景 )= 北 山崎 ( 高 さ 200m の 断崖 が 侵食 され 
きた ダイ ナミ ッ ク な 絶景 ) ニ 十和田 湖畔 温泉 ・ ホ テル 十和田 荘 【B】( 泊 ) 商 
十和田 湖畔 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 。 出 発 まで は 十和田 湖畔 の 自由 散策 な ど 
グ 入 瀬 渓流 (自由 散策 )= 津 軽 落 ね ぶた 村 ( 青 森 県 産 つが る ロマ ン を 使用 し た 卿 土 
の 昼食 と 津軽 三味 線 の 生 演奏 )= 南 田 温泉 ・ ホ テル アッ プル ラン ド [【A】( 泊 ) 負 


南田 温泉 = 五所 川原 一 JR 五 能 線 リ ゾー ト し ら か み ( 日 本 海 の 絶景 を 走る 
う ) 90 分 ) 一 深浦 = 深浦 (深浦 マグ ロ の 昼食 と 日 帰り 入浴 ) ニ 入道 崎 男 鹿 温 
男鹿 観光 ホテ ル 【B】 ま た は 同等 クラ ス ( 泊 ) 机 


6 男鹿 温泉 = な ま は げ 館 ・ 真 山神 社 = 秋田 (日 本 海 の 幸 を 使用 し た 特 上 寿司 の 昼食 
倉庫 = 由良 温泉 . ホ テル 八女 【S】 ( 泊 ) ※ 弊 社 最上 級 S ラ ンク ・「5 つ 星 の 宿 ] 眠 憶 


由良 温泉 出羽 三山 神社 ( 三 神 合 祭 殿 で 健康 祈願 ) 三 寒河江 (A5 ラ ンク 山 
/ 牛 の ス テー キ 重 の 昼食 ) 三 蔵王 (空中 遊覧 ) 三 仙台 一 新幹線 や ま び こ 号 ・ 
リー ン 車 王 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:48 一 19:48 着 ) 還 


語 評 > お っ ー※ ご 洲 き dw で さ 上 
へ 3 ペラ テー ママ は さき 品 IGHOw 芝 で ヘー 必 評 


ぷ ぶ 共 へ OG 勤 演 呈 愉 西 活 は て 光 人 ご 季 ヽ 時 悦 へ へ Yo 陸 革 ご ー ニ ざ 黄 本 


園 皿 
剛 壮 | 画 
判 


仙 ら 上 本 昌 器 天 風呂 
ニー ~ 覆 左 = ひ 状 平 温 泉 
ホテ ル 


(4 


剛 


賠 普 Ti 
軸 帆 漏 INfT 


SQ 


当ら 


画 昌 


剛 
出さ | 和 画 | 


< ン 
I 


※ ク は 大修 に ご覧 いた だ け な い 場合 が あり まあ | 諸 豆 に 


六 58 に つぶ ぷり 15026 放 時 8H 貼 の 柚 水 がら 弥 的 フイ トカ クミ で 
1 - ま y 


ほ 


軸 


薄 店 


r【 


?(( イ メニ ジ ) AKG 
ほ 4 の 旨 > 


N 1 トー 
7 | ヨコ ー ス は 大 六 訳 和訳 … 地 山村 が の 折り 返し 区 間 で 東 車 し ます 


樹 水 ツ アー 特集 
ご 夫婦 な ら で は の 魅力 の ポイ ンド 
縁結び の 神様 を 祀る 熊野 大 社 を 参拝 


め @ 高 血 ワ イナ リー に て ワイ ン の ミニ ボトル を ご 夫婦 に 1 本 贈呈 。 NN | 則 6 
タ 食 後 、 お 部 屋 で 寛ぎ き な が ら お 二 人 で どう ぞ し の 二 械 


還 用: 計 計 町 最 少 催行 人 員 ン 22 名園 2 名 様 より 受付 國 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
7 ヤル 月 目 還 バス ガイ ド な し 還 バ ス 会 社 : ヨ ネ ザ ワ 観 光 バ ス 同等 


方 円 12 方 円 ( 二 ) 


AA 


大 童 温 泉 ほほ えみ の 宿 滝 の 湯 * 


2 軸 amsa 
観光 経済 新聞 社 認定 ⑤ 関 剛 関 同 賠 
ー ma ーーーー ヒ ーー 


革 光 人 光 守 藻 ③ 十 へ 豆 
結 BMm 旨 せ SOw 各 wcr 票 る ヤーNX 玉 冥王 
誌 て [ 語 SO1S き 王 掌 召 プー ベ パム 身 華 層 


田 人 昌 お 二 人 で (無印 11 万 円 、 〇 印 12 万 円 ) 印 は 
硬 ⑦・15・⑧⑳・29 日 因 』5⑪・19・@ 晶 催行 決定 


用 貼 避 部 英 補 (r 怖 


東京 (BI08-8:56 発 ) 一 新幹線 つば さ 号 ・ ペ アシ ー ト 一 米 沢 = 高生 ワイ ナリ ー( ご 夫婦 に 1 本 ミニ ワ 
/ イン 進呈 / お 買物 30 分 熊野 大 社 (縁結び の 神様 を 祀る ) ニ 山形 蔵王 (W「 樹 水 ] 東 北 随 一 の 冬 の 
風物 詩 : 日 中 の 樹 水 が ら 幻 想 的 な ライ ト ア ッ プ まで た っ ぷり 150 分 滞在 で 樹氷 観賞 を 電 能 / ラ イト 
アッ プ は 17:00 点 灯 予 定 ) ニ 天童 温泉 ほほ えみ の 宿 滝 の 湯 【A】 ( 泊 ) ※「5 つ 星 の 宿 ] ビビ | 急 
交 大 曹 温泉 = 銀山 温泉 (大 正 沢 温浴 れる 温泉 街 を 散策 )= 最 上 (船頭 べ ん の 船員 を 楽し か みな が ら 懇 房 山 で 朋 下 り )= 戸 


沢村 (あっ た が 豚 す さ 焼 き の 昼食 )= 米 沢 "新幹線 つば べ 号 ・ ペ アシ ー ト = 大 財 = 東 京 (1948~-20.48 着 ) 虐 屋 に 


※ 最 上 川 舟 下 りや 蔵 ロ ー プ ウェ イ は 悪天候 の 場合 、 船 ポロ ー プ ウェ イ が 欠航 運休 に な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 気 
象 状 に よっ て は 雪景 色 や 樹 水 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます ※|[5 つ 星宿] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 
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【 テ ー ベ パク 央 溢 ・ 早 ペー こ N 天 】 


冬 
の 
東 
北 
GS 
の 
人 
(1 
の 
入 
訓 
な 
時 
開 
を 


? 易 
で 和み 仙 行人 8 名 四 2 名 様 より 和 付 国 TD: ソ アー ディ レク ター( 泊 則 行 店 則 草 苑 温 泉 高 見 屋 最 寸 川 史郎 紀 に 
2 の: 月 目 四 パ スガ イド 同乗 男 パ ス 会 社 : 山 交 パ ス 同 等 . 央 3 き 
旅行 代金 ゝ 、_- ( お ひと り 欄 と = 舞 
2 名 繁 1 室 お 二 人 で 26 万 円 ( 語 ) 用 N 」 由 世 叶 
出発 H 馬 記 12・20 日 古 衣 24 日 回 呈 19 昌 ーー 王 ー 一 
東京 (ゆっ くり 9:2410:00 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 つば ぐ 号 グリ ー ン 車 一 新庄 = 最 較 PV 2 ) 
/ ( 寺 叶 色 の 中 を あっ た か ー い 了 房 肌 で 舟 下 り 。 下船 後 は 歩い て ホテ ル に チェ ッ に 
クイ ン 徒歩 約 5 分 )… 草 花泉 ・ 高 見 屋 最上 川 別 氏 紅 【AI( 泊 ) ※ 全 客室 より 還 識 * 当 景色 の 美 V い VM 革 < あ 1 
最上 川 を 望む 温泉 宿 。 夕 食 は 山形 県 産 米 の 娘 豚 を 使っ た 和食 会 席 購 口 タ 還 レン あぁ) 
草 雅 温泉 銀山 温泉 (大 正 浪漫 漂う 雪景 色 の 温泉 街 を 散策 ) 一 寒河江 (地元 食 ド 


ノ 材 を 使用 し た フレ ンチ の 昼食 。 メ イン 料理 は ご 夫婦 で 肉 . 魚 それ ぞ れ を ご 用 5 
意 ) ニ 赤湯 温 泉 ・ 櫻 湯 山 条 英 ( 泊 ) 描 司 部 還 
赤湯 温泉 = 山形 蔵王 (朝一 番 の 樹氷 観賞 。 ロ ー プ ウェ イ に 乗っ て 冬 の 絶景 」 

う へ 。 た っ ぷり 180 分 滞在 ) ニ 山形 一 新幹線 つば ざさ 号 ・ ペ アシ ー ト 一 大 宮 ・ 上 野 
一 東京 (早め の 14:48 一 16:48 着 ) 弄 悦 

※ 気 象 状況 に よっ て は 雪景 色 が ご 覧 いた だ け な い 場 合 が ご ざい ます 

2 泊 と も お 部 屋 婦 の 少な い お 宿 に た っ ぷり 18 時 間 潮 在 で ご 夫 刀 だ け の 時 間 を お 楽し みく だ さい 。 ー 凍 ラテ ーッ >、< ゅ っ た 

南東 北 企画 担当 者 / 各 机 彩 移 WO 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 汗 中 写真 は 全て イメ ー ジ で す 


| 


= ワン ラン ク 上 の 旅 っ デ " 


ルミ ンズ テ ー ジ 


朋 土 /9151730 日 - 祝 は 体 業 内 ※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 年 齢 ] 電話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


ご 


2 _ 一 因 他 7GNNGA の 3WG の OR 生 介 内 中 部 


日 本 平山 頂 に 位置 し 滞 8 登録 有形 文化 財 の 

トド 山 や 駿河 湾 を 望む 絶景 : 「 花 御殿 」 に 宿泊 。 

は 「 風 景 美術 館 」 と も 称 き も 夕食 も メイ ンダ イニ ング 
れ で て いま す 。 観光 経 新聞 社 認定 で ご 用 意 。 


全く 大 計 固 最 俊 行人 員 /14 名 還 2 名 様 より 受付 國 TD: ツ アー ディ レク ター( 活 生 員 ) 同 行 | | 謙 ” 


各地 の 上 厳選 ラン チ を ご 用 意 


ラリ ッ ク の 作品 を オマ ー ジ ュ し た 
スイ ー ツ 付き の 特別 コー スラ ンチ 


74sm 本 朋 久 症 四 パ スガ イド 一 部 同乗 バ ス 会 社 : ド リー ム 観光 同等 


中 届 5 | 
0 人 で 32 万 円 しめ) 催行 決定 上 ーー ら Ti 


出発 日 請 呈 1 日 訪 26 晶 皿 2 日 E 衣 16 日 


東京 (ゆっ くり 10:57ー1 1:87 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 こ 
だ ま 号 グリ ー ン 車 一 新富 士 = 三 保 の 松原 (世界 遺産 。 白 砂 青 松 と 富士 山 の 


絶景) 日 本 平 : 日 本 平 ホ テル 【S】( 泊 ) ※15:OO 着 予定 日 ピ 基 

日 本 平 (9:00 発 )= 日 本 平 夢 テラ スニ 戸田 か に や (ご 夫婦 で 1 杯 付き ! 産 地 で 食す タ 
2 カ ア シ ガー の 昼食 ) ニ 三 内 大 社 一 細 根 宮 ノド 温泉 富士 屋 ホ テル 花 御 暴 ][S】( 泊 ) 

※16:30 着 予定 。 明 治 1 1 年 創業 。 140 余 年 の 歴史 を 受け 継ぐ クラ シッ クリ ゾー ト 

ホテ ル 。 登 録 有形 文化 財 の 「 花 御殿 」 宿 泊 。 夕 食 は フレ ンチ を ご 志 能 下さ い 開 屋 

箱根 宮ノ下 温泉 ニ 乏 根 ラリ ッ ク 美 術 館 ニ 箱根 ホ テル (ラリ ッ ク の 作品 を オマ ー 
う ジュ し た スイ ー ツ 付き の 特別 コー スラ ンチ )= 熱 海 一 特急 サフ ィ ー ル 踊り 子 

号 : グ リー ン 車 一 横浜: 品川 (次 中 下車 可 ) 一 東京 (16:49 一 19:19 着 ) 本 昼 略 
※ 守 士 屋 ホテ ル の 負 半 間 は 20.00 が 5 と 池 , 時 間 の 2 人 が る 場 人 ます ※[52 昨 の 欠け 和光 反 洒 聞 入 0 証 


【 喘 軍 装い 受 さゆ いき ペー で N】 


ow(vryG 半 圭 滞 <Y( 記 で 小 S ぎ 吉 | 
革 基 人 (| 夢 登 語 | さり 和 オ 販 叶 陵 で オ 民 潤 い 
理 混 へ ご 選 マー ヽ 寺 京 天 溢 ・ 陸 ペー こ ヾ 宮守 忌 兄 表 溢 


= ワン ラン ク 上 の 旅 テ デ " 


ルミ ァ ン テー ジ 


ゆな の 9 


< wm 語 | < プ ド 7 アムス テ ー ジ >、 く っ た り 旅 > の 
サー の 寺 2 計 請 請 衣 還 | | お 東 は P5 を ご 覧 < だ さい 


一 度 は 泊まり た い 日 本 平 ホ テル と 富士 屋 ホ テル は 滝 在 時 間 を 17 時 間 以 上 
確保 し て お り ま す 。 風 景 の 美 、 建 築 の 美 、 食 の 美 を ご 堪能 くだ さい 。 
関東 中 部 企画 担当 者 飯塚 悠 壮 


ド 2 2 月 限定 ! この 時 期 だ け の 京 誠 。。 


ー リ ズム メ x 近 畿 日 本 ツー リス ト 貸切 企画 


開 白 川 郷 民 家 園 

則 症 日 川 郷 民家 園 、 
ュー 【e) 

夜間 特別 公開 ライ ト アッ プ 

” 特別 イベ ント な ら で は の ポイ ント ! 「 

ぐ 白川 民謡 「 ご だ いじ ん 」 の 披露 

ぐ 民家 園内 に 定点 ガイ ド を 置き 、 随 時 簡単 

| な 案内 を 実施 

1⑥ お ひと り 様 1 枚 ポス トカ ー ド 付 ! 

FFPRRTTHRTERDPSYDZSEZROPRRZEZST 


還 最 少 催行 人 員 /16 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
ETpa] 較 バ スガ イド 同乗 園 バス 会 社 : ア ル ピ コ 交通 同等 


旅行 代金 ・、-・ っ お ひと り 様 
強 様 許 お 人 で 1 6 万 円 一 1 7 万 円 (es 
出発 日 お 二 人 で (無印 16 万 円 、 〇 印 17 万 円 ) 
③・9・⑩・16・⑰・@⑳・⑳⑯・26 日 
新宿 (1 1:0018:00 発 ) 一 立川 八王子 (途中 乗車 可 ) 一 特急 あず ぐさ 号 * 指 定席 一 
/ 茅野 = 白 骨 温 泉 白 船 グラ ンド ホテ ル 【A】( 泊 ) ※ 鎌 含 時 代 に 湧出 し た と され る 礎 
史 あ る 名 湯 。 そ の 温泉 を 使っ た 温泉 皆 も 朝食 に お 楽し みい た だ け ま す 巳 


骨 温 泉 新 穂高 ロー プ ウ ェ イ (この 時 期し か 見 られ な い 白 銀 の 絶景 ) ニ 
市 (名 物 「 上 然 村 | を つか っ た 必 廊 を 用 了 )ー 飛騨 古川 (「 ま つり 会 館 」 を 
ノ 内 人 同行 で 見 学 ) 三 白川 卿 (各自 自由 散策 日 が 暮れ た 後 は 白川 郷 民家 園 
間 特 別 公開 ライ ト ア ッ プ を お 楽し み ) ニ 飛騨 高山 温泉 高山 グリ ー ン ホテ 
【A】( 泊 ) ※19:30 頃 着 。 天 領 問 の 洋室 を ご 用 意 。 名 物 飛騨 牛 の す き 焼 
を 訪 お 和食 会 席 の 夕食 黄 屋 | 
飛騨 高山 温泉 (1 0:00 チ ェ ッ クア ウト 1 ら :00 の 出発 まで 高山 市 内 の 自由 
散策 を ゆっ くり お 楽し みく だ さい お 一 人 様 ず つ 食べ 歩き キチ ケッ ト を ご 用 意 
いた し ます ) ニ 松本 一 八王子 立川 (途中 下車 可 )- 一 特急 あず ぐ 号 ・ 指 定席 一 新 
宿 (17:23 一 18:04 着 ) 国 園 還 
※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 


世 一 仙 決 司 い 


栄三 
ママ ーー 


受 溢 青い と ー 如 ラ 
誌 渦 語 S き Np 詳 居 rr 淫ら 


ij に ELY9m に 1 


で ! 
| 


NO 他 


E 


津 ご 吐 基 | 


ir い 和 司 眉 


NN アヘ ぺ 選 尿 汗 草 尋 深 屋 賞 多 
"部 
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ニニ 』 
選 


福井 県 の 科 の ブラ ン 
ド 食材 、 新 鮮 な 「 越 前 
ガニ 」 を 料理 旅館 に て ゆ * 
様々 な 食べ 方 で ご 用 多 
意 し ます 。 本 物 の 証 
「 黄 色 タ グ 付 き 越前 ガ 
ニ 」 を ご 堪能 くだ さい 。 


越前 ガニ の 名 和 宿 自 浜 粒 

茹で ガニ 水 き の お 手伝い を し ます ! 
新鮮 な 「 越 前 ガニ | を 活き た まま 調理 
を し て 、 カ ニ 刺 し や 焼き ガニ 、 甲 羅 味 
噌 焼 な ど 様々 な お 料理 で 提供 し 

ます 。 甘 い 蟹 身 と 濃厚 な 味噌 を < 9 
是非 、 時 わっ て くだ さい ませ 壮 二 語 計 es 


軸 紀 藻 CW の 基く 部 汰 SF 完 藻 全 】 


円 


女将 板倉 美津 子 


山代 温泉 


うわ 星 o 窒 還 


還 最 少 催行 人 員 /14 名 国名 欄 よ り 受付 軒 TD: ソ アー ディ レク ター ( 活 員 同行 
28040- 旧作 還 パ スガ イド 同 生 較 バス 会 社 : 加 越 能 バス また は 同等 


We ュー 人 で 26 廊 ロ -40 牛 人 癌 本 


菩 合い て 「 半 SWUe | 季 衣 三 叶 ・ 幸 3 


詩 崇 圭 ペ ー ニ さ 競 紀 遍 土 溢 潮 【 


冬 の 富 山 を 代表 する プ り を 、 


新鮮 だ か ら で きる 様々 か 前 理 方法 
お ぉ お 二 人 で (無印 26 万 円 、 〇 印 27 万 円 、[」 印 28 万 円 、( ) 印 40 万 円 ) の フル コー ス に て ご 提供 。 ブ リ 刺 し や ブリ し ゃ ぶ 、 普 段 は 食べ な 
上 人 了 日 記 ①・④・⑯・⑯⑱・@ 日 い ぃ 珍味 な ど 旬 の ブリ を 心ゆく まで ご 堪能 くだ さい 。 
(1)・5・12・15・19・22・26・29 晶 
2・5・12・16・19 日 回 呈 2・5・9 晶 | Ad 
東京 (ゆっ くり 9:3 ら 一 10:32 発 ) 一 大 宮 ( 途 中 乗車 可 ) 一 新幹線 は く た か 号 ・ 。 
グリ ー ン 車 . 禁 煙 席 一 新高 岡 = 水 見 (ブリ 刺し や ブリ し ゃ ぶ ぶ 普段 は 食べ な い の 毅 ゃ 引 パ 


珍味 な ど 旬 の ブリ の フル コー ス の 昼食 ・90 分 )= 山 代 温泉 ・ 瑠 璃 光 月 の 棟 
【A】 ( 泊 ) ※「5 つ 星 の 宿 ] に ゆっ くり 8 連 泊 。 ら 泊 と も 1 7 時 間 滞 在 悦 急 
山代 温泉 = 永平寺 = 白浜 荘 ( タ グ 付 き 越前 ガニ 1 杯 を 含 お ズワイ ガニ ど 杯 分 の 
フル コー ス の 昼食 ※11・1 月 出発 は この 時 期限 定 の セイ コガ ニニ 付き: ゆっ く 
り 90 分 確保 ) ニ 山代 温泉 同上 【A】 ( 泊 ) 
山代 温泉 = 九谷 焼 隷 元 一 兼 六 園 一 金 沢 市 内 ( 百 万 石 の 鮨 の 昼食 1 月 1 日 出 
発 は 金沢 寿司 会 席 を ご 用 意 ) 三 金沢 一 新幹線 は く た か 号 ・ グ リー ン 車 禁煙 席 
一 大 宮 ( 途 中 下車 可 ) 一 東京 (16:52ー18:28 着 ) 商 層 | 
※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 ※11 月 29 日 、12 月 1・4 日 、1 月 19 日 出発 は 往 


PEPPYTNP で YTV 


復 利用 駅 及び 行程 順序 を 人 れ 替 え 、 往 路 出 発 時 間 を 東京 (9:20<10.32 発 ) に 変更 し て ご 間 還 ント トコ 
案内 する 場合 が あり ます (※1) ご 夫婦 どちら か が 65 歳 以上 で ある こと が 条件 と な り ま す 還 と ペック イデ テー 


| 加 損 百 万 石 の 鮨 (イメ ー ジ ) 


冬 の 味覚 の 王様 | 越前 ガニ 」 の フル コー ス や 旬 の 富山 湾 の ブリ の フル コー 朝市 場 で 仕入れ た 新鮮 な 魚 を 、 味 を 際立た せる た め に 素材 に も っ た り 


ス 、 金 沢 寿司 を ご 用 意 致 し まし た 。 北 陸 の 冬 の ブラ ンド 食材 や 、 名 湯山 代 温 
泉 の 「5 つ 星 の 宿 」 を ご 夫婦 で ご ゆっ くり お 愉し みく だ さい 。 合わ せ て 絶妙 な シャ リ の 握り 具合 で 握り ます 。 お いし さ を 存 分 


TE 者 WT JA に 引き 出す 職人 技 で 握ら れる 本 場 金沢 の 澤 身 の 一 貫 を ご 堪 主 PSZA テ ー ツ 、< ゆ っ た 大 
き 企 両 担当 者 ノ 成澤 春信 能 く だ さい 。 ※1 月 1 日 出発 は 金沢 寿司 会 席 に 変更 と な り ます 則り お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


国 03 ( 98) 2000 ※ こ の 見 開き の 企画 ・ 実 施 営業 所 は 首都 國 第 2 国内 旅行 セン ター で す 。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
月 キノ 9:1517:30 人 内 ※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 年齢] 電話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


MM 


回 


5 
を U 
N- 


ン 
と | 


っ 


は っ 放 剖 呪 混 lfYE 


4 


ぐ マ 
と 


委 「 能 登 浴 学 」 


グ 


ー- 一 ーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー7 ア 


加賀 屋 ・ 若 女将 より . 彰 食 と 8 災 心 の お 部 屋 令 | 


慰 つ ご 嘩 


和倉 温泉 は 1200 年 の 歴史 が あ 

り 、 七 尾 湾 を 一 望 で きる 場所 に ご 

ざい ます 。 一 期 一 会 の 感動 と 、 感 

謝 の 気持 ち を 大 切 に 、 皆 様 の お 

越し を 心 よ りお 待ち し て お り ま す 。 

安全 安心 の コロ ナ 対 策 

多 全 スタ ッ フ は 1 人 1 本 消 尋 液 を 常に 携帯 し 、 館 内 
の 消毒 保全 を 実施 

大 浴場 の 3 浴 対策 と し て 混雑 を WEB シ ステ ム 
で お 知ら せ し ま す 


うつ 星 の 宿 
観光 経済 新聞 社 認 定 ⑥ 

央 ラン ク 

| 社 、 ホテル 


ー 冬 の 風物 詩 「 雪 員 り ] 美 ゆい 名 園 百 - に 居 に 
ou 拓 還 


2 【0K 当 人目 パス ガイ ド 凡 生還 バス 会 社 : 一 観光 バス 同等 


7 加賀 百 万 石 


ee 上 5 の 歴史 と 文化 
多 二 お 二 人 で 24 王 円 ( め ) - 廊 = を 今 に 伝え る 
記念 日 旅 に 記念 日 参加 の お 客 様 に は 加賀 屋 に で 2 

お すす め ! ささ や か な お 祝い の お も て な し も ir を hi 作 導 

me 還 遇 12-17・19・22・24・29 昌 ! 王 間 章 

” 庁 呈 1.9・13・16・21・26 日 回 呈 2・5・7 日 ドリ 


東京 (9:2010:22 発 ) 一 大 宮 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 か が や さ 号 禁煙 席 一 金沢 

/ = 挟 太 園 ( 雷 届 り 美しい 日 本 三 名 園 )= 片 山 津 温泉 佳 水 郷 【A】 ( 泊 ) ※ 白 山 連 話 を 
誠 財 が 自慢 の ホテ ル 。 夕 良 は ど 天 角 ご と の 個人 事 処 を で 有意 ビー タ | 一 EDP 
片山 津 温泉 (ゆっ くり 9 時 出発 予定 ) ニ 永平寺 (曹洞宗 の 大 本 山 ) 加 賀 (石川 旨 較 香箱 ガニ 
県 の ブラ ンド ガニ 「 香 箱 ガ ニ 」 を 丸々 ー 杯 使っ た 加賀 カニ 釜飯 御膳 の 昼食 )= ご - 

ノ 和食 温泉: 加賀 屋 [能登 潜 亭 ]【S】( 泊 ) ※ 早 め の 15:30 弄 着 予 定 で た っ ぷり “赤い 宇 石 逢 " と 呼ば れる 
約 18 時 間 滞在 。 お 食事 は 夕 朝食 と も に お 部 屋 食 で ご 用 意 。 お ふた り だ け の 「 香 箱 ガ ニ 」 を 一 杯 丸々 
プラ イベ ー ト な ひと と き を お 週 ご し くだ さい 貞 昼 間 使っ た 香箱 ガニ 釜飯 を ご 
和食 温泉 (ゆっ くり 1 0 時 出発 予定) 雨晴 海岸 守山 湾 越 し に 白銀 の 立山 連峰 を 眺 用意 。 

め る 景勝 地 ) ニ 見 (名 の ブリ や 白 エビ を 使っ た 昼食 )= 新 高岡 新幹線 は く た か 号 
グリ ー ン 車 . 禁煙 席 一 大 宮 ・ 上 野 (途中 下車 可 ) 一 東京 (16:5217.52 着 ) 属 与 

※ 復 用 新 幹線 は か が や き 号 の 場合 が あり ます ※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 

北陸 の 冬 の 味覚 を 満喫 し 、 和 倉 温泉 の 名 旅館 ・ 加 賀 屋 で 寛ぐ 牧 沢 な ご 旅 


冬 に 旬 を 迎え る 脂 の 乗っ た 


行 を ご 用 意 し まし た 。 復 路 は グリ ー ン 車 利用 な の で ご 夫婦 様 お 二 人 の 時 間 ブリ を し ゃ ぶし ゃ ぶ と お 刺身 
を 存 分 に お 楽し みく だ さい 。 で ご 用 意 。 白 エビ の 刺身 は 
北陸 企画 担当 者 金澤 亜季 | 甘み が 広がり ます 。 


詩 江 ポン テー ベベ で は いき ! 机 へ 所 蛍 時 ペー こさ 藍 工 尼 避 


比 加 
隆 名 
用 
下 
食 安 
十 到 
貴 能 
お 登 
ふ 治 
人 
の に 
了 
を 人 
し 滞 
む 在 
旅 


= ワン ラン ク 上 の 旅 テ デア 


アル ミッ マテ ー ジ 


% く プレ ミア ム ス テ ー ジ >、 く ゆっ た り 旅 > 


の お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


12 


加賀 友禅 を 模 し た 豪華 絢 帰 な 
』』 観光 列車 を お 楽し みく だ さい 。 


還 最少 催行 人 員 /14 名 国 2 名 欄 よ り 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター ( 添 員 ) 同行 
28067-M71 LN SI は 導 EE 


で 22 万 円 ( 痛 剖 ) 
出発 日 8・25 日 5・8 日 


東京 (ゆっ くり 9:20 一 10:24 発 ) 王 大 宮 ( 途 中 乗車 可 ) 一 新幹線 か が や き 号 ・ 
禁煙 席 一 金沢 近江 町 市 場 ( 金 沢 の 台所 ) 三 兼 六 園 ( 雪 り が 美しい 名 園 ) ニ 
山代 温泉 ・ 瑠 璃 光 また は 葉 渡 莉 【A】 ( 泊 ) ※「5 つ 星 の 宿 ] に ゆっ くり 1 7 時 間 
滞在 。 夜 は ノド グロ 塩焼 き * 和 和牛 陶板 焼き か ら 選 べ る 夕食 を お 愉し み ヒヒ に M 銀 
山代 温泉 = 金沢 デ = 七尾 線 . 観 光 列 車 「 花 嫁 の れん 号 」 (車内 で 列車 特製 の パテ ィ シ エ 辻 
口 情 氏 監修 の オリ ジ ナ ルス イー ツ を ご で ご 用意) 七尾 = 珠洲 .SHO-TATSU( 和 ダイ 
ニン グ で 地元 食材 に こだわ っ た 創作 料理 の 昼食 ) ニ 見 附 島 = 輪 島 温泉 : ホ テル こう し ゅ 
うえ ん [ 花 う る し ] 【S】 ( 泊 ) ※ 弊 社 5 ラ ンク ホテ ル の 海 側 特 別 客室 に ゆっ くり 18 時 間 
滞在 。 日 本 海 が 目 の 前 の 夫 天 風呂 や 夜 は 旬 の 輸 島 尺 ぐ 尽く し の 夕食 を で 電 能 商 属 | 久 
輪島 温泉 (… ゆ っ くり 9:30 出 発 まで 輸 島 朝市 を 各自 お 楽し み ) = 日 米 干 枚 田 = 欠 水 ゞ の と 鉄 
道 観 光 列 車 ( お も て な し 列車 に 乗車 / 能 登 人 の 語り 部 や 、 辻 口 情 可 氏 監修 の オリ ジ ナ ルス 
イー ツ 能登 の お 土産 で お も て な し ) ヾ 七尾 = 七尾 (老舗 寿司 店 で 新鮮 な 能登 前 寿し の 昼食 )= 
守山 "新幹線 か が や き 号 禁煙 岳 一 大 名. 上 野 (※※ 中 下車 可 ) ご 東京 (18:2B 芽 ) 眠 層 
※「5 つ 星 の 宿 」 は 観光 経済 新聞 社 の 認定 


"新幹線 の ファ ー ス トク ラス ” 
eS 全 18 席 ・1 両 貸切 の 殖 沢 空間 る 


Seat( 座 席 ) 
上 質 な 専用 シー ト は スイ ッ チ ひと つ で 最 
大 45 度 まで リク ライ ニン グ 。 快 適 な 姿勢 | 
で 北陸 の 旅 を l 
アメ ニテ ィ の スリ ッ パ や アイ マス ク な ど _ 
お 持ち 帰り くだ さい 
Interior (イン テリ ア ) 

上 質 な 木目 と メタ リッ ク な 色合い で 、 空 
間 が 演出 され た 落ち 着き の ある 車内 。 静 A 
寂 と 洗練 され た 空間 で お 寛ぎ ざく だ さい 車内 (イメ ー ジ ) ※ 提 供 : 東 日 本 旅客 鉄道 株 式 会 社 


男 最 催行 人 員 /14 名 国名 欄 よ り 受 付 置 TD: ツ アー ディ レク ター( 泊 員 ) 同 和 
28033-M71 2 人 EET ASE 析 HE 


旅行 代金 二 ぶ 3 1 印 は 
お 人 で 7 万 円 2 万 上 (| 
人 お 二 人 で (無印 27 万 円 、 〇 印 28 万 円 ) 


18・20 日 9・16・29 目 5・26 日 ⑦ 日 


東京 (ゆっ くり 9:20 一 10:32 発 ) 一 大 宮 ( 途 中 乗車 可 ) 一 新幹線 は く た か 号 ・ 
グリ ー ン 車 一 金沢 = 兼 六 園山 代 温 泉 ・ 葉 渡 和 また は 瑠璃 光 【A】( 泊 ) ※ 名 
湯 の 「5 つ 星 の 宿 」 に 2 連 泊 。2 泊 と も ゆっ た り 1 7 時 間 滞 在 因 四 久 
山代 温泉 (ゆっ くり 1 0:00 出 発 ) 王 永平寺 (曹洞宗 の 大 本 山 ) ニ や な ぎ 町 また 
は 柳 月 亭 (茹で ガニ [ご 夫婦 で 1 杯 ] や カニ 刺し 、 カ ニ ご 飯 な ど タ グ 付 き 越前 
ガニ の 昼食 / ご 夫婦 様 毎 に 個室 席 を ご 用 意 ) ニ 山代 温泉 : 同 上 ( 泊 ) 開 昼 | 
山代 温泉 (ゆっ くり 8:30 出 発 ) ニ 九谷 焼 窯 元 一 那 谷 寺 (HI 陸 の 古 東 )= ニ 加賀 (石川 県 
ブラ ンド ガニ 「 香 箱 ガ ニ 」 を 使っ た 加賀 カー 飯 膳 の 昼食 ) ニ 金沢 一 新幹線 は く た か 
号 : グ ラン クラ スー 大 宮上 野 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:88 一 18:12 着 ) 所 恒 


新幹線 の ファ ー ス トク ラス ・ グ ラン クラ ス に 乗車 し 、 北 陸 の ブラ ンド ガニ や 名 湯 
の 「5 つ 星 の 宿 」 を 堪能 する 上 質 な ご 夫婦 旅 を お 愉し みく だ さい 。 
北陸 企画 担当 者 / 成 澤 春 佳 


失 光 列車 に 生 車 / 


ーー 


クラ ブツ ー リ ズム 車両 貸切 


外観 (イメ ー ジ ) お も る て な し 列車 に 乗車 


の 創作 料理 


、 昌 世 
湯 


うつ 星宿 


ペー に カヨ 
5 科 / 三 
= プ NAiH 


/ 


※ 茹 で ガニ は ご 夫婦 で 1 杯 (イメ ー ジ ) 


タグ 付き 越前 ガニ 
日 本 料理 屋 の 個室 席 で 「 タ グ 付 
き 越 前 ガニ 」 を ご 用 意 。 茹 で ガニ 
や カニ 刺し 、 カ ニ ご 飯 な ど 本 場 福井 
で 旬 の 越前 ガニ を ご 堪能 くだ さい 。 
ンス 


没 利 を 増 光 


だ テテ 


、 能登 の こだわ り の 美食 


丁 昌 l 輸 島 温泉 


で 信じ し む 北 


ホテ ル こ うし ゅ うえ ん 
特別 客室 花 う る し 
NR” 条 旬 


隊 フ ラン ドガ ニ 


外 子 と 内 子 、 そ し て カ 
ニ 味 噌 が 絶品 の "赤い 
宝石 "と 呼ば れる ズ ワ 
イガ ニ の 睦 。 濃 厚 で 甘 
み の あ る 香箱 ガニ を ご 
堪能 くだ さい 。 


| 間 串 肝 | 交 : 


濾 和 外観 。 


上 
到 や で 


まで 肝 立 洞 滞 S 悦 喜 
槍 宮 藻 区 の 凌 で 悦 王 


山 
代 
温 
泉 
9 
つ 
星 
) 
倫 
に 


式 


北 
際 
と 
つ 
の ) 
観 
北 
別 
車 
を 
楽 
し 
む 


( 省 


ゆ 。 衣 滞在 


※ く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
P5 を ご 覧 くだ さい 


僅 


居 D ざ ゆく ざ 代 | 詩 S 交 gi | 光 語 己 
主 美 落 へ NNYNNIS 箕 工 剖 悪 告 村 溢 

所 岩明 ペ ーー こさ 図 和 工 弟 更 本 

評 玩 藻 ペ 本 っ 世 党 主 ボ 


ーー に) 0 ニル ー は トニ リト ぱ ロ MN AL: 


式 


っ ツン ラン ク 上 の 旅 = デ 
イタ クン シ ィ ャ ンス ニン 


ゆめ 座 ⑯ 


※ く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 


※「5 つ 星 の 宿 」 は 観光 経済 新聞 社 の 認定 P5 を ご 覧 くだ さい 


03(5998) 2000 ※ こ の 見 開き の 企画 実施 営業 所 は 首都 圏 第 2 国内 旅行 セン ター で す 。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 年 齢 」 電話 番号 (また は 連絡 先 ) ] も お 伺い いた し ます 。 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


月 詩 ノ 9:1517:30 日 - 祝 は 体 業 内 
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地味 に すず ごい. 福井 


*JIMINI SUGOI" FUKUI 


| 1 


e 示 忌 へ へ ekS 演 へ 所 党 由 時 ペ ー ニ 落葉 強 蔽 


( 導 


月 
⑰ 訪 原 温泉 @ 


ミ @ 
3 永平寺 


Co 
@ 
9 三方 五 湖 


>、 
人 a 天橋 レイ ン ボ ニラ イン 


丹 屋 群 の 情 灯 あふ れる 剛 
ま 美 し い 風景 を 船 か ら 見 学 


US いい ym0( さ ずる 
こ Cri 


< マ 
= 


フト モノレール で 議 
| 欠 所 の 天橋 立 を 一 一 望 


7 人 較 


湯村 温泉 日 邊 周 の 話 各 品 で 9 コッ フン あわ ら 温 泉 拓 の 分 の 在 を 放 う た 全音 


井 づ つや 


約 1200 年 前 に 開 湯 5 計 2 - 学 」 | 「 関 西 の 奥 座敷 」 と 呼ば 
され た 「 湯 村 温 泉 」 6 F = | れ 多 く の 文 人 墨 客 に 愛 


78 W ]、、 ご 縛 | され て きた 答 
や ) 直 天 風呂 (イメ ー ジ ) 還 記 


実 心 の 越前 ガニ 取扱 い 認定 店 ※ 


タク 付き 越前 ガニ 


還 用:: 誠 計 町 最 催 行人 員 ノ 14 名 還 2 名 様 より 受付 民 TD: ツ アー ディ レク ター ( 添 系 員 同行 目 
28059-M71 2 MOSS - 稚 Pe に 
旅行 代金 お ひと り 様 6 この 最高 
\ お 一人 で 26 万 円 - の 9 万 ( 生 間 ) SS ) 旨 唆 ao 
お 二 人 で (無印 28 万 円 、 印 29 円 ) > の 


mmrPmrPreTTW 計 科 
( 半 党 選 OW 宇 やき 」 の 2 油層 英 記 9 


出発 日 月 詩 ④・⑯ 日 SN 信 べ 方 で ご 抑 代 
訪 22 日 訪 員 SB 思 叶 ② 日 アック 

東京 (8:36 一 9:20 発 ) 一 大 宮 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 は く た か 号 ・ グ リー 

ン 車 . 禁 煙 席 一 金沢 一 特急 サン ダー バー ド 号 . 禁 煙 席 一 敦賀 三方 石 湖 レ 

/ イン ボー ライ ン > ニ 三方 五 湖 山頂 公園 (三方 五 湖 に 浮か ぶ 天 空 の テラ ス ) 

= 湯村 温泉 ・ 井 づつ や 【8】 ( 泊 ) ※ ご 夕食 は 但馬 牛 の す き 焼き 鍋 や 地産 地 


消 に こだわ っ た 会 席料 理 日 夢 区 
湯村 温泉 伊根 の 舟 屋 ( 昔 懐か し の 景色 を 残す 舟 屋 群 を 船上 か ら 一 旦 )= | 開 * 越 前 ガニ 茹で (お ふた り で 1 本) 
2 伊根 (新鮮 な ブリ を 含 お 御膳 の 昼食 日 本 三景 - 天 橋立 (リフ ト ま た は モノ | 韻 * セ イコ ガニ ( ぉ o と り 1 杯 ) * カ ニ 刺 し 
レー ル に 乗っ て 絶景 展望 台 へ ) ニ 越前 そば の 里 = あ わら 温泉 ・ ま つや 千 千 | 園 * カ ニ 炊 き 込み ご 飯 な ど 漁期 が 2 ヶ月 の 貴重 な 77 
【S】 ( 泊 ) ※ ご 夕食 は 福井 の 旬 の 食材 を 使っ た 会 席料 理 拐 硫 夕 | 本 *「W で 提 J さ れ た F 真 多 が に 使 膨 | に 2 1 議 2 た 2 | 


【e』 記 了 と し 、 
あわ ら 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 ) ニ 永平寺 = 福井 (ご 夫婦 ご と の 個室 の お プ / ベ ッ ろ ズ デ ー ジ 
部 屋 で 茹で ガニ [ご 夫婦 で 1 杯 ] や カニ 刺し 、 セ イコ ガニ な どの 会 席料 理 の 個人 で は 巡り に くい 丹後 と 越前 若狭 の 絶景 を 乗り 物 か ら 見 学 す る な ゆめ 
た 


う 昼食 )= 福 井 一 特急 サン ダー バー ド 号 . 禁 煙 席 一 金沢 一 新幹線 は く た か 号 ど 極力 歩か ず 楽 し む 旅 を ご 用 意 し まし た 。2 泊 と も |5 つ 星 の 宿 ] に 答 
グリ ー ン 車 . 禁 煙 席 一 大 宮 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:28ー19:20 着 ) 泊 、 お 食事 も | タグ 付き 越前 が ニー」 な ど 句 の 味覚 を ご 満 着 くだ さい 。 間 昌 ol 
双 孔 還 議 | 北陸 企画 担当 者 金澤 亜 季 0 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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、 雲上 の 
8 禁煙 洋室 ツイ ン を 確約 
アル ペン ルー ト 内 標高 2.300m の ホテ ル 
詳 還 天狗 山高 原 ホ テル 
標高 約 2.300m の 雲 上 3  . 
眺め る 満天 の 時 に 動議 細 


/ 3 
間 


/ 
/ 立山 黒部 N 
、/ テル ペン ルー ト ) 


NN 

2023 年 4 月 15 日 - 
6 月 22 日 予定) の 

期間 限定 


※ 星 空 は 天候 に より 見 られ な い 場合 が あり ます 


※ 天 候 等 に より 積雪 杖 況 が 異な る 場合 が あり ます 
長く 歩か ず に 「 雪 の 大 谷 」 の 絶景 を 楽し む 
グラ スト ッ プ バス か 

ら 雪 の 大 谷 を 180 講 

度 お 楽し み ! 室 堂 か 科 較 。 

ら 富 山 駅 も 面倒 な 

乗り 身 え な し で 

楽々 。 新 幹線 並み : * こ 

の 座席 で ゆっ た りお 詩 \ 、 計 」 、 上 m 


容 き いた だ け ます 。 23 メ ワク ズー ジ 


Bl 補 の ) 輝 2 請う 0m 以 上 の ゆとり の ある 客室 
迎 質 館 アル プス ツイ ン ル ー ム 
北ア ルプ ス の 迎 連 館 と 称 さ れる リゾ ー ト ホテ ル 信人 所 リラ ッッ 


自選 温泉 由 馬 東急 ホテ ル は づ * 
NAK 表 


レン 


アル ペン ルー ト を 楽し むこ だ わり ボイン ト 


混雑 を 避け た 時 間 帯 の 観光 
雪 の 大 谷 は 比較 的 混雑 の 少な い 朝一 番 に ご 案内 


@ 人 荷物 は 持た ず に 手ぶら で 観光 


還 回 外 谷 (イメ ー ジ ) / 2 日 目 は 大 き な お 手荷物 は 宿泊 ホテ ル へ 回 送 させ 
アル ペン ルー ト 内 で の 乗換 え の 負 担 を 軽減! 
往復 新幹線 グリ ー ン 車 凶 利用 @⑥ 3 日 目 の 「 雪 の 大 谷 」 の 散策 時 は 自然 ガイ ド 同行 
還 最 少 催 行人 員 /12 名 国 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター( 活 委員 ) 同行 | 軒 ⑯ ガイ ディ ング レシ ー バ ー 付 き 
012 回 人 り 作 較 目 パ スガ イド な し 国 バ ス 会 社 :1・2 日 目 : 太 陽 バ パス また は 同等 、2・3 昌 目 : 加 越 能 バ ス 同等 
旅行 代金 。、-・ 0 お ひと り 欄 印 は | 旧 店 ニニ | 
2 名 様 1 室 ぉ 人 で で 27 太目 邊 ( 条 閑 ) 催行 決定 景 ア フス を 〒 期 装 別 仙 
お 二 人 で (無印 27 万 円 、 〇 印 29 万 円 、 印 31 万 円 、( ) 印 38 万 円 、 人 印 44 万 円 ) 記 


出発 日 (8・G0 日 @・@⑥・[7]・ 還 4・[ 促 ・ 図 ・@ 日 
①・④・8・11・15 日 

東京 (ゆっ くり 10:32~12:04 発 ) 一 上 野 . 大 志 ( 途 中 乗 車 可 ) 一 - 新 幹線 あさ ま 号 . グ リー ン 

車 . 禁 煙 席 一 上 田 = 白馬 人 方 温泉 白馬 東急 ホテ ル 【8】( 泊 ※15:30l 計 | 着 予 定 曲 星 多 


白馬 八方 温泉 (7:OO 出 発 )= 白 馬 岩岳 マウ ン テ ン ハー バー( 通 常 営業 前 の 貸切 
運行 ゴン ドラ に 乗車! 白馬 三山 を 眺め な が ら コ ー ヒ ー タ イム ノ 絶 景 テラ ス か 
ら 見 える 北ア ルプ ス の 景色 を 現地 ガイ ド が ご 案内 ) 白 馬 東 急 ホテ ル (朝食 ノ 
1 1 時 チェ ッ ク ア ウト まで ご ゆっ くり ) = 信濃 大 町 (信州 アル プス 牛 の 昼食 )= 扇 
沢 = 黒部 ダム … 黒 部 湖 … 黒 部 平 大 観 話 室堂 屋根 部 分 が 透明 の 「 グ ラ 前 、 ー 請 
スト ッ プ バス 」 か ら 「 雪 の 大 谷 」 の 絶景 を お 楽し みく だ さい )〉 ニ 天狗 平 ・ 立 山高 原 アク マク ろ ズ デー ジ 
ホテ ル 【A】 ( 泊 ) ※ ご 夕食 は 白 エ ビ 料理 な どの 和 会 席 を ご 用 意 過 同 妨 禁煙 洋室 の 確約 や マウ ン テ ン ハー バー の 貸切 な ど 、 少 人 数 (Se 

ミカ ムー で 2 っ ヾ \、 珍 ラ 寺 頻 / ュ I レ 
天狗 ー 室 (比較 的 温 挫 の 少な い 朝 一 番 に 現地 ガイ ド 同 行 で 「 寺 の 大 合 」 だ びら ここ で きる 邊 答 を ご 四 方 て まし た 中 本 で も 少し バグ ラ ゆな り 2 あま 人 
へ ご 案内 ) 三 富山 一 新幹線 は く た か 号 ・ グ リー ン 車 : 禁 煙 席 一 大 宮 ・ 上 野 (途中 ーーーーーーーー ミ ya に % く プレ ミア ム ス テ ー ジ >、 く ゆっ た り 旅 > の 
下車 可 ) 一 東京 (早め の 14:52-16:5 ら 着 ) 紀 固 自 議 | 北陸 企画 担当 者 山崎 舌 お 約束 は P5 を ご 覧 < だ さい 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 03 ( 5998) 2000 オー KIRK 


oO 
※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


、== ワ ン ラ ンク ト の 旅 っ デ " 


月 キノ 9:1517:30 日 - 祝 は 体 業 内 


Le 


南紀 白浜 空港 利用 ! 
羽田 空港 か ら 
グー ン と ひと っ 飛び ! 
約 70 分 で 紀伊 半島 へ | 
遠方 か ら も 参加 し 易い 


羽田 (10:00-12:00 出 発 ) 
(13:00~19:50 着 ) 


【s 
ョ リ 


世 悦 い 稀 語 宮 正面 向 ・ 問 ONS 彼 本 再 硬 
NE 


熊 時 本宮 大社 


泊 大 福 
三 自 了 那智 の 潤 ・ < 
南紀 上 自 泊 温泉 間 半 人 
Ji トペ ンー < 。 
] ワー ルド 熊野 那智 "熊野 古道 ・ 
南紀 自 泊 大 社 大門 坂 
空港 


フレ ンチ レス トラ ン で 
ーー 評 、 こ だ わり の 昼食 
ま 
地元 の 幸 を 使っ た フレ ンチ を 
クー 


海 と 湯 面 が 一 体 に 
感じ られ る 起 天 風呂 


南紀 白浜 温泉 
自 浜 キー テラ ス 
シト ウッ レン ムー こ ヒア 4 
宿泊 プラ ン 


便 
秘 
の 
時 
山 
に 
海 
き 
ら 
め 
く 
中 日 
中 
大 
旅 


RI 
温泉 大 浴場 (イメ ー ジ ) 旬 の 幸 を 使っ た 利 会 語 料理 の タ 食 [イメージ ) 


旅行 代金 お ひと り 欄 お 二 人 で (無印 22 万 円 、 〇 印 22.6 万 円 、 印 23 万 円 ) 
ぅ 名 様 T 富 すう 人 で 22 万 向 -23 亡 円 (Hg ※ 国 内 線 旅 客 取扱 施設 利用 料 ( 住 復 740 円 ) 別途 必要 と な り ま す 。 
田 最 少 催行 人 員 プ 14 名 圏 2 名 様 より 受付 園 TD : ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 時 バス ガイ ド な し 田 バ ス 会 社 : 明 光 バ ス 同 等 印 は 催行 決定 
人生 時 40G12 湖 り 橋 目 ホテ ル シ ー モ ア 宿 泊 プ ラン 量り 7 目 放 目 柳屋 宿泊 プラ ン 
義和 画 計 ⑰・@・@⑯ 日 職 半 4・14・18・21 日 品 人 語 及 8 日 
盛 15・29 日 際 玉 13・26 日 6|・|3 上 日 
7 羽田 (10:0012:00 発 ) サ 南紀 白浜 = アドベンチャー ワー ルド (7 頭 の ジャ イア ント パン ダ が 暮らす の は 日 本 で も ここ だ け ) = 南紀 白浜 温泉 白浜 
キー テラ ス ホ テ ル シ ー モ ア 【A】 ま た は 柳屋 【A】( 泊 ) 居 居 回 
基 南紀 白浜 温泉 =① 熊 野本 宮 大 社 (熊野 神社 の 総 本 宮 )=② 熊 野 速 玉 大 社 (夫婦 の 神様 を 祀る 大 社 ) 三 新宮 市 : イ ルド フラ ンス (熊野 の 幸 を 使っ た 夫婦 フレ 
ンチ の 昼食 ) ニ 熊野 古道 大 門 坂 (語り 部 の 案内 を 聞き な が ら 神 秘 の 古道 )=③ 熊 野 那 拓 大 社 ・ 青 岸 渡 寺 王 那智 の 滝 一 南紀 白浜 温泉 同上 【A】( 泊 ) 蘭 剛 多 の っ た り 
3 南紀 白浜 温泉 = 三段壁 (熊野 水軍 の 舟 隠し 洞窟 だ っ た と 伝え られ る 景勝 地 ) 三 千畳敷 (打ち 寄せ る 波 に よっ て で きた 大 岸壁 )= 円 月 島 (車窓 )= と たり 滞在 
れ と れ 市 場 ( 海 の 幸 の 買い 物 ) ニ 南紀 白浜 サ 羽 田 (13:00 一 19:50 着 ) 回 司 | 昌吉 


※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 ※ 行 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます P5 を ご 覧 くだ さい 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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全 に 


人 人 2 を 四 2 名 より 有人 ツア ー デ ィ レ クタ ー (添乗 員 ) 同行 
下記 参照 上 (スガ イト ハス 人 社 : 明 光 バ ス 同等 


コー ス 番 号 29030-M71 行人 人 の 他人 件 
コー スズ 番 号 4)0Ka 問 人 り 久 旧 席 致 に 限り が あり ます 。 


旅行 代金 お ひと り 様 

玉 位 定 お ー・ - 和 で 237( 09) 
16・26 晶 9・11・15・18・30 晶 

出発 日 1・8・27 日 1 ・8・15 日 印 は 催行 決定 12 泊 目 | 有 湯 朱 
東京 (D っ くり 1 1:00~18.00 発 同 ] 新 柏 (中 来 還 可 ) 新幹線 の ぞ み 号 . グ リー ン 車 名 ホテ * テ ケル 滑 島 
古屋 = 二見 清 ・ 大 婦 岩 鳥羽 . 戸 田家 [B】( 泊 ) ※ 鳥 羽 湾 を 望む 温泉 村 を お 楽し みく だ さい に | 多 | ] 昇 館 ま た は 
鳥羽 = 伊 勢 神宮 内 宮 ( 参 拝 / お か げ 横 丁 に て 自由 昼食 )=① 叔 ヶ 城 (自然 が 生 な ぎ さ 館 


ん だ 芸術 ) ニ ⑧ 熊 野本 宮 大 社 熊野 速 玉 大 社 (左右 対称 の 葉 の 形 か ら 夫 婦 
円 満 の ご 利益 が ある と され る 「 柳 」 の ご 神木) 勝浦 機 橋 (渡し船) 南紀 勝 と 
浦 温泉 ・ ホ テル 清 島 日 昇 館 ま た は な ぎ さ 館 【A】( 泊 ) ※ 名 物 「 生 マグ ロ 」 な ど うつ 宿 還 
和洋 中 バイ キン グ の 夕食 人 気 の 洞窟 風呂 [ 忘 帰 洞 ] で お 寛 ざ くだ さい 志 


南紀 勝浦 温泉 (渡し 船 )… 勝 浦 楼 橋 =(④ 熊 野 古道 ・ 大 門 坂 =⑤ 熊 野 那 逢 大 社 …⑯ 青 岩 渡 寺 5 
参拝 )=⑦ 那 劉 の 滝 (大 人 迫力 の 名 涯 ) ニ 橋 杭 岩 (車窓 ) ニ 潮岬 (ご 夫婦 で 「 熊 野牛 ] と 「 紀 州 梅 真 田 辺 


観光 経済 新聞 社 認定 


側 | の 食べ 比べ ノ 本 放 南 内 = 提 良 浜 (= 円 有人 (白浜 の シン ボル) = 紀州 時 ホテ ル ハ ー リ ェ 人 


= 田辺 ホテ ルル ハー ヴェ スト 南紀 田辺 [S】( 泊 ) ※ 田 辺 湾 を 望む オー シャ ン ピ ビュー 客室 世 層 急 
田辺 = 高野 山 ⑥ 奥 之 院 = 高野 (精進 料理 の 昼食 )=⑨ 壇 上 伽藍 新 大 阪 二 新 幹線 の 
ぞ み 号 ・ グ リー ン 車 一 新横浜 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (19:06~19:57 着 ) 劇 昼 品 
※ 行 程 内 ①ー⑨ は 世界 遺産 ※ オ ー シ ャ ン ビ ュー と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か 
ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 ※ 紅 葉 の 見 頃 は 前 後 し ます 


を 0ー-NoIW こ に に ーー( に y 個 
芋 革 で で 守 さ の 詳 音 rr 「 詩 S 乳 Nail| 


こい りう 
| 脱 壌 テーマ パ 9 旦 ペ ー ニ dh※S 鷲 工 油 度 当 ょ 


文 食事 は イス ・ テ ー ブ ル 席 太 


EDW た 


2T(Y 愛 


p 


| 「 お 伊勢 さん 案内 大 同行 参拝 
a 供 : 直志 摩 観光 コン ペン ショ ン 機構 
国 指定 重文 化 財 交 日 館 に 分 NE 
壮 厳 な 究 囲 気 た だ だ よう | 夫婦 杉 」 が ある 別宮 、 伊 雑 宮 参 拓 
2H 日 昼食 は 倍 葵 真 仙 な ど を 使用 し た 奉納 食材 縁起 騰 
還 最 少 催行 人 員 /18 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
以 六 肖 り 上 四 パ スガ イド な し 国 バ ス 会 社 : 名 鉄 観光 バス 同等 


前 人 で 17 太 円 1 706 太 邊 ( 訂 ) 


性 宮 補い 鹿部 深 (5 


泣 ぐ Sm 記 RS は py 本 癌 層 補 る と いざ ぎ 多 本 本 い 


お 二 人 で (無印 17 万 円 、 〇 印 17.6 万 円 ) 印 は 催行 決定 
出発 日 @・ 日 1・11・15 日 
12・19・26 日 2・16 晶 @②・⑨・@ 日 


東京 (10:33 発 ) 一 品川 : 新 横浜 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ リー ン 車 
ペア シー ト デ デ 豊橋 = 伊良湖 港 へ く 伊 勢 洲 フ ェ リー 特別 室 〉… 鳥 羽 港 斬 日 館 
鳥羽: 戸田 家 【B】( 泊 ) ※16:00 着 予定 固 四 錠 
鳥羽 (9:00 発 ) ニ 伊勢 神宮 外宮 = ニ 二見浦: 夫婦 岩 (二見 興 玉 神 社 参拝 昼食 ) 
三 伊 雑 宮 三 わた か の 船乗り 場 へ べく 送迎 船 〉… 渡 鹿野 島 … 志 摩 * 福 寿 斑 【A】( 泊 ) 
※15:30 着 予定 劇 属 久 
志摩 (8:30 発 ) ニ 伊勢 神宮 ・ 内 宮 (「 お 伊勢 さん 案内 人 」 と 参拝 別宮 [ 荒 祭 宮 ・ 
風 日 祈 宮 ])… お か げ 横 丁 (自由 昼食 と 買い 物 。 計 150 分 滞在 ) ニ 伊勢 ・ 真 珠 店 
鳥羽 港 べく 伊勢 湾 フ ェ リ ー- 特 別室 〉… 伊 良 湖 港 = 豊 橋 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ 
リー ン 車 ペア シー ト 王 新横浜 ・ 品 川 (途中 下車 可 ) 王 東京 (18:12 着 ) 菩 


堂 主計 S 交 On1SON 違 


較 志 悦 腔 2 所 央 民生 圭一 ご hJ 論 導 宇 
*( 計 香 随 一 光 活 必 也 ペー ニ マ ・ 届 ご さき C 到 痢 洪 本 


_ 伊勢 湾 


二 : 1 会 曲 な た ※「5 つ 星宿] は 観光 経済 京 之 豊橋 間 は 新幹線 73 半 許 、 フ ェ リー 利 > 上 
cpayzrxsssmgs gsl 650 
回 SA 上 和 に 8 和 人 請 記 間 は 計上 直線 記 552) ※ く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
研修 を 経て 認定 され た ガイ ド ゆう た り ぼ た 人 間 の 特別 室 利用 P5 を ご 覧 くだ さい 


SB 四 3 ( 5 ) 2000 の 地 人 営業 所 は 首都 圏 第 2 国内 旅行 セン ター で す 。 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番 号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 
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可 


開 湯 約 1300 年 の 城崎 温泉 
趣 の 異な る 7 つの 外 湯 や 歴史 を 感じ る 温 
泉 笑 の 街並み が 魅力 。 浴 衣 姿 で 下駄 を 只 
らし な が ら 、 SE 
城崎 温泉 街 馬 請 


城崎 恒 泉 ・ - 有 温泉 に た っ ぷり 17 時 間 洗 
員 ) 茂夫 温 泉 hy 中 EIS 


また は 同等 
温泉 街 散策 や 外 湯 め ぐり を ゆっ た りお 楽し みく だ さい 。 AN 有馬 温泉 エリ ア で も 数 
少な い 金 泉 ・ 銀 泉 完備 
の お 宿 。 異 な る 2 つの 太 
買 を ご 堪能 くだ さい 。 


際 投 する 有馬 エリ ア . 訂 主 
最大 の 温泉 施設 詳 


9 


ド RE だ ニー) 
合 避 


全 計 ニー い YU 
>\ 傘 (テー 
Li い 


\ 率 ぶさ ざす Sr 立て 愛 
て ペー ミッ RY 


\ \ \ 穫 、 レー っ 
いい / 
の まん だ ら 湯 で つ 楽し め る !  @⑳ さ と の 湯 
商売 繁盛 の 湯  ※ 各 施設 に は 定休 日 が ご ざい ます 屋上 の 展 直 天風 g H で た り 


プ 小 回 り の 利く 海上 タク シー た 
= 舟 屋 の 近く まで 接近 し 見 学 
au 
ご 大証 旅 な 5 で は の こだわ り の ポイ ンド 
旅行 代金 g 
凍 人 ュー の 1 醒 見 どこ ろ を 厳選 し 、 無 理 の な い 行程 で ご 案内 


お 二 人 で (無印 24 万 円 、 〇 印 25 万 円 ) バス 計 1 名 様 2 席 利用 な の で 移動 も 楽々 
出発 日 硬 放 @ 日 陣 5.7・11・15・18・19・22 晶 仙人 決定 随 騙 グリ ー ン 車 康 ペア シー ト 利用 ( 計 更 に - 
七 12・22 日 四 衣 5.16 日 回 串 ②・⑲ 日 日 日 夕食 に ご 大 婦 お 人 に つき 4 
東京 (8:33 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 ひか り 号 - グ リー ン 車 . 禁 リ ーーー 
/ 煙 記 ペ アシ ー ト 一 米原 = 天橋 立 (ケー ブル カー)= 城 温泉 ・ ホ テル 東山 1 杯 を 使用 し た 会 席 を ご 用 意 
【B] ま た は 同等 クラ ス ( 泊 ) ※16 時 半 到 着 で 外 湯 めぐ D。 ど 夫婦 お 二 人 に ニュ 
つき カー 1 杯 を 使用 し た 会 席 を ご 用 意 違 2 


吉 騎 温泉 (ゆっ た り 9 時 半 出発 ) こ 伊根 の 舟 屋 (海上 タク シー) こ 角屋 食堂 伊根 
湾 を 望む 絶景 レス トラ ン で 海鮮 の 昼食 ) 有 馬 温 泉 ・ 有 馬 き ら り 【B】( 泊 ) 

ノ ※ 早 め の 16 時 到着 予定 。 数 少な い [「 金泉 」「 銀 泉 」2 種 類 の 温泉 を 楽し め る 宿 。 
ホテ ル に 隣接 する 有馬 エリ ア 最 大 の 温泉 施設 「 太 疾 の 湯 」 の 入場 券 付 き で 温 
泉 三昧 古 司 久 
有馬 温泉 = 姫路 城 (た っ ぷり 2 時 間 滞 在 ) ニ ホテ ル 日 航 姫路 (地域 の 「 食 」 に こ 

う だ わっ た ビュ ッ フ ェ の 昼食 ) 三 京都 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ リー ン 車 * 禁 煙 席 ・ ペ ア 
シー ト 一 新横浜 ・ 品 川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:15ー19:12 着 ) 捉 昼 


二 避 避 混 芯 薄 (Y 放 球 普 ン へ mW ざ 均 と 選 


( 圭 渦 当 一 呈 況 慰 溢 計 潟 ※ー 況 活 球形 ) 王 党 デ テー パス 了 時 ペー ニ さ 藩 明 強 


rmrmmmr mh ーーーーーーーーーー 


ゆ 衣 


※ ぐ ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
P5 を ご 覧 くだ さい 
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海 の 上 を 
( 


走る 銀 光 列車 


和 あ か まつ 2 信 S め 2022 年 は 名 時 に 指定 され て 100 周 生 
が の 大橋 立 


oy 


水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン の 観光 列車 に 乗車 グ 


ーー 
@ 天 公園 を 早朝 に 貸切 ! 
股 覗 き を じっくり お 楽し み 頂 け ま す 


アプ | よっ て は 立ち 席 と な る 場合 が び ござ いま 


に = 大 軸 四 最 催行 人 員 /16 名 国 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター ( 活 径 員 ) 同行 
Mt 婦 ( 朋 上 上 パス ガイ ド 同 乗 固 バ ス 会 社 : 丹 和 海 交通 同等 
旅行 代金 


人 で 2 万 円 ( 剖 ) “ 
出発 H 応 詩 15 日 硬 語 12・26 日 四 還 2-19H am は _ 


東京 (9:03 発 ) 一 品川 "新横浜 (途中 乗車 可 )- 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ リー ン 車 ・ 
し, ペア シー ト デ = 京都 = 天橋 立 む < 京都 丹後 鉄道 丹後 あか まつ 号 ( 海 の 上 を 走る 
観光 列車 優雅 に ヒ ティー タイ ム )〉 西 舞 鈴 = 天橋 立 ・ 橋 立 ベ イ ホ テル ( 泊 ) 
※ 創 作 フ レン チ の ディ ナー に 舌鼓 因 四 四 
天橋 立 (7:40 出 発 ) ニ 天橋 立 傘 松 公園 (営業 時 間 前 に 天橋 立 の 絶景 を ツア ー 
の お 客 様 だ け で 独り 占め )= 伊 根 の 舟 屋 (遊覧 船 に 乗船 し 舟 屋 を 眺望 ) ニ 
2 経 ケ 岬 立岩 =KISSUIEN( 丹 後 バラ 寿司 の 昼食 ) 金 刀 比 羅 神社 ( 狙 猫 の い 
る 珍し い 神 社 )= 城 崎 温泉 ・ つ た や 晴嵐 亭 また は 同等 クラ ス ( 泊 ) ※ 早 め の 
15:30 到 着 後 は 、 湯 めぐ り 券 付き で た っ ぷり 温泉 街 散策 を お 楽し み 開 恒 夕 | ご 夫婦 で カニ 1 杯 の 夕食 付き 


城崎 温泉 (9:30 出 発 ) ニ タ 日 ヶ 浦 木津 温泉 "丹後 あお まつ 号 〉… 久 美浜 出石 11 月 こ 12 月 11 新型 コロ ナ 内 

(但馬 の 小 京都 / 但 馬 邊 と 名 物 . 皿 そば の 昼食 )= 京 都 一 新 幹線 ひか り 号 - グ リー ン MM NR 2 
車 ペ アシ ー ト 一 新横浜: 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (19:42~20:43 着 ) 眠 屋 に |: 示 カ ロク か ら の お 申込み は 受け 付け て お り 陰性 参加 者 限定 y 

※ 木曜 出 発 は 、 丹 後 あ か まつ 号 の 生 車 が 9 日 目 と な りー 部 行程 を 人 れ 替 えて ご 案内 し ます | ま やん ホー ム バー ツ を と 雪 く だ きい 者 限定 ツア ー 


EPS Pー 
デー ぐ へ 2 較 号 ペ ー こ さ 須 穫 半 四 


党 計 十 (r 計 氷 之 S 聞 本 の 詞 部 注 ((| 
ふ へ ミー、 代 吉光 二 き 衣 避 きく へ キキ ゆ 兄 革 司 富有 


8 2 日 ーー た 一 さ /1 ゞ に ー 

K 有 且 温泉 有 馬 グ ラン ド ホテ ル 星 宿 ド 

一 度 は 訪れ た い 名 旅館 。 泉 質 の うつ の 生 釘 と 覆 さ れ る クラ シッ ク ホ テル 。 
異な る 「 金 上 「 介 泉 ] を 完備 し 計り) ン 計  o09 年 創業 の 伝統 と 格式 ある 奈良 屈指 の 名 受 
た 則 大場 で お 見 くだ さい 。 主計 : 宿 で 、 優 雅 な ラン チタ イム を お 楽し みく だ さい 。 


し 


!」 
に 表 S 
Se 


司 尺 可 王 誤る まさ ら S 


H 食 
= H ※1 月 17 日 、2 月 8 日 は 日 本 料理 
| ! 「 花 菊 」 に て 茶 背 会 席 

、 あー アテ 


7 
の | 


28640-M71 LSD が 


良 
ホホ 
ジー 
ル 
WC 
優 
雅 
な 
久 
食 


旅行 代金 。、、』。。 b0 と り ae 
本 ぉ 人 で 27 ヵ -29 89497 の で を みて 
お 二 人 で (無印 27 万 円 、 〇 印 28 万 円 、 口 印 29 万 円 ) う の を 


所 崇 テ ー ベ パス 交 時 ペー こぶ 楓 葉 痢 


出発 日 斬 対 罰 ・ 図 8 日 了 リ 叶 ⑥・13・14 日 印 g | タン 
衣 ⑰・② 日 皿 軸 ⑥・⑯ 晶 催行 決定 | デア ー 
東京 (の ん びり 10:30~1 1:00 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 の ぞ み 号 . 禁 煙 席 
ー 京 都 ー 嵐 山 通 船 (ベツ アー 貸切 船 か ら 風光 明 婚 な 嵐山 の 景色 を 堀 能 ) 世 界 遺 産 ⑮ 大 龍 寺 議 
( 鳳 を 借景 に し た 池 泉 回 遊 式 の 庭園 が 見 事 )… 誠 山 (散策 ) し ょ よう ざん リゾ ー ト ( 京 会 庫 の タ | 
食 )= 京 都 部 ホテ ル 京 都 作 条 【A】( 泊 ) ※ 京 都 駅 前 の 好 立 地 氷 テ ル に 宿泊 EE 8 
京都 世界 遺産 ⑲ 東 寺 ( 爽 や か な 朝一 番 の 時 間 帯 に 拝観 ) 三 世界 遺産 人 ゅ 春日 大 社 (本 殿 | 
2 特別 参拝 ) 奈 良 ホテ ル (メイ ンダ イニ ング [三笠 に て フレ ンチ の 昼食 ※1 月 17 日 、 ら 月 剛 い 
8 日 は 日 本 料理 「 花 菊 」 に て 茶 華 席 ) 世 界 壮 産 ⑯ 東 大 寺 ・ 大 仏殿 有馬 温泉 有馬 aa = a 
グラ ンド ホテ ル 【8】( 泊 ) ※ 早 め の 16 時 到着 予定 で た っ ぷり 約 1 7 時 間 清 在 開 属 多 一度 は 泊まり た い 有 馬 グ ラン ド ホ テル に 17 時 間 滞 在 し 、 名 湯 と っ シシ ン クト の っ ン 
貼 生 一 過 軸 中 ニシ ニニ ト 、 ニ 叶 。 美食 を 堪能 する ツア ー を ご 用 意 し まし た 。 秋 が 深まる 晩秋 の マッ ン ン ー。 5 
有 且 温泉 = 世界 遺産 姫路 城 = ニ シェ ラ ト ン 都 ホテ ル 大 阪 (昼食 )= 新 大 阪 一 新幹線 の ぞ 到 人 本 に 4 0 の アル ミッ る テー ジ 
) み 号 禁煙 席 一 新横浜. 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (早め の 17:45 一 18:30 着 ) 眠 恒 選 edi ESMAM2fd22bG2M 和 間 - 。 
※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 の 認定 関西 企 両 担当 者 綱島 保 沙 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


国 03 ( 5998) 2000 が この 見 間 き の 企画 人 挟 所 は 半 都 軒 2 還 内 旅行 セン ター で す 。 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


(r 還 器 計 需 コ 有 [ミリ キン ざき 語 革 」 
己 泊 け で 吾 吾 器 店屋 全 治 末 SOw 東 潤 * 玉 
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沿 の な 放 20GK お 9269 


司 


上 
型 ”』 


N オ 中 光 


Ng 
包 


罰 大 津 びわ 滑 金 剰 神社 / | ※ 上 千本 また は 
se 語 2 電 上 央 本 ) た 記 
! ぅ 吉野 水分 神社 _ 編 に 


て 惑 人 吉 束 人 党 等 ご さ 温 S さ の 


本 層 至 守 と づめ の O は mt 己 需 dT9 計 詩 加 翌 本 芝 ささ 


新幹線 グリ ー ン 車 凶 ペ アシ ー ト 利用 肖 束 に 針 量 


還 最 催行 人 員 14 名 国名 様 より 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター ( 活 員 ) 同行 
の Ya 上 パス ガイ ドー 部 同 箇 バス 会 社 : 帝 観光 バス 同等 


癌 お 二 人 で 5 万 円 37 万 円 (5 条 gn) 


出 欧 日 お 二 人 で (無印 5 万 円 、 〇 印 36 万 円 、 印 37 万 円 ) 
27・29・⑬⑪ 日 2|・⑩・⑫ 晶 
珠 (9.03<10.09 爺 品川 新 析 ( 中 来 車 ) 新 電線 ひか り 号 グリ ー ン 車 ペ アシ ー ト デ 名 古屋 近 | 記 日 目 に て 
鉄 名 古屋 … 近 名 特 急 … 大 和 / 林 = 吉野 山 竹 林 層 芳 園 (C】( 泊 ※ で 大 帰 に 1 台 タ クツ ー で 人 徒歩 で は いく て 
と が 基 な 奥 和 (人 宰 仁 )ー 上 千本 エリ ア (計時 水島. 拓 人選 人 ) へ ご 案内 者 多 く の 文人 時 客 が | 西 の 迎 質 館 と 称 さ れる クラ シッ ク ホ 還 証 | 


江 し た 服 よ ある 古 果 内 の 信和 泊 。 大 和 和 名 国 の ひと つ で あ 2 席 斬 賞 も お 楽 し か くだ さい ビタ | テル 。1909 征 創業 の 伝統 と 格式 あ 凍 間 
る 奈良 屈指 の 名 宿 で 、 優 雅 な ラン 
吉野 山 ( 10 時 半 の 出発 まで ご 自身 の ペース で 桜 観 賞 ) ニ 奈良 ホテ ル ( 格 式 ある クラ シッ ク ホ テル チタ イム を お 楽し みく だ さい 。 


に て ご 昼食 )= 奈 良 人 園 (ご 夫婦 毎 の 人 力 車 で 桜 観 賞 )= 大 津 ・ び わ 湖 大 津 プリ ンス ホテ 4 
( 泊 ) ※ 吉 琶 湖 を 思 お り リゾ ー ト ホテ ル 。 夕 食 は ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和 和 会 席 を ご 賞味 華 属 

5 こ か ン ロ ー ウー ピー デン 
山 ( 地 元 の ブラ ンド 和牛 近江 和牛 の 昼食 ) ニ 米原 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ リー ン 車 ・ 
ペア シー ト 王 新横浜 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (1 7:12 一 18:18 着 ) 屋 に 


語 当 アー ベク 抽 マー こ N 競 代 導 や 司 せ NN で NS 


な っ ポ 球 溢 
ペー 球 民 


だ 5 


ーー 

三 と 

ドー ル ) 
Im 


ピー ゴ 


| 
ほ ッ 


国 最 少 催行 人 員 /2 名 還 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
28828-M71 LE SB 
旅行 代金 ぉ ひと り 様 ) 出発 日 大 修 に より 見 えな い 場 合 も こさ いま すま 悪 大 修 の 場合 知 が 欠 朋 ど な る 場 
2 名 様 1 室 お 人 で 34 万 下 ( ( 入 語 ) 31 日 に き ーー 
東京 (ゆっ くり 1 1:03~ー1 1:33 発 ) 王 品川 : 新 横浜 (途中 乗車 可 ) 一 新幹線 ひか り 号 ・ グ 3 レ パ ァ 6 


リー ン 車 : ペ アシ ー ト 京都 嵐山 法輪 寺 (G02 年 の 千 支 「 責 ] ゆ か り の 社寺 で 寅 納 
め )… 嵐 山 (自由 散策 ) ニ @ し ょ う ざ ん リゾ ー ト (年 越し を 祝う 京 料理 の 夕食 )= ニ 大津: びわ湖 
大 津 プリ ンス ホテ ル 【A】( 泊 ) ※@ 年 越し カウ ント ダウ ン 花 火 で 新年 を お 祝い 呈 多 
大 津 (6:00 出 発 )… に お の 浜 角 光 港 … 大 津 港 (へ びわ 湖上 か ら 0 初日 の 出 を 眺望 )^ へ に お の 浜 観光 浴 … 


ホテ ル ( 休 憩 / 朝 食 / く 新春 を 祝う 獅子 舞 と 和 太 鼓 の ショ ー な 見学)=@ 八 坂 神社 (疫病 退散 で 名 高い 本 ンド タウ 人 火 識 旭 


て (竜二 O2 苗 (5 
ハー ささ 諾 S 二 き 諾 國 甘 
境 必 いて で パ オキ ざさ ぐ N と 補選 
陸 9 財 ペー こさ 敵 和 剖 滴 


社 で 初 請 )… 克 園 (自由 散策 / 自 由 尽 食 )=9 六 没 維 寺 ( 二 が 日 で 振舞 われ る 皇 服 茶 を 堪能 )- 大 津 同 ピーーーーーーーーー= 

上 [AI( 0 ※⑳ よ し も と お 笑い ライ ブ の スペ シャ ルディ ナー ショ ー で 2093 年 初 括 い を 開 叶 | 多 目 | 新幹線 は 

大 津 ⑩ 三 井 寺 …⑩ 三 尾 神社 (2053 年 の 和 干支 [名 ] ゆ か り 神 社 ) ニ 比 吉山 . 峰 還 つ = >、』 グ リー ン 車 図 
道 レス トラ ン ( 琵 琶 湖 を 見 渡す レス トラ ン で 近江 和牛 すき 焼き の 昼食 )=@ 比 孝 [ 作 で gy ) 9 に 

山下 暦 寺 ( 選 界 仁 産 参拝 )= 京 者 一 新幹線 ひか り 号 - グ リー ン 車 ・ ペ アシ ー ト 人 - 王 0 こ ここ E RLL 
一 新横浜. 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:42ー19:12 着 ) 外人 際 NN 移さ ミド ング - シー ト ( イ メー ジ ) 


人 ※ こ の ペー ジ の 企画 ・ 実 施 営業 所 は 首都 園 第 2 国内 旅行 セン ター で す 。 
内 03(5998) 2000 | 紋 2 て イッ ー ジ で す 。 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) ] も お 伺い いた し ます 。 
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胃 ふ ウス し 大 訪 
沸 よ ぐ 了 和 2 人 
瀬戸 内 海 と 4 
% 人 
1 消 目 1 旧道 後 温泉 人 EE 


。 / 侍 召 。 高知 @5BECW Cm き 
で 人 / の 
レ ツモ 4 泊 目 pg 『 
。 | グ DJMH 間 。 


- 4 Pi の と ) っ 2 の 
の 3 当日 高知 三 沸 彫 温泉 | | の 2 ン ム 中 | 7 P M fe : 
1 Egg Tr < _ 導 全 必 形 閣 で 送 SM * 寺 の 2 な ど 1 g| 


6 


| ニン ーー 


筋 で 遊 


回 宅 と =: 誠 環 四 最 少 催行 人 員 ノ 14 名 還 2 名 様 より 受付 園 TD : 9757 (添乗 員 ) 同行 
RE 代 作 2 目 リ 久 前 目 バ スガ イド 同乗 固 バ ス 会 社 : 両 備 バス 同等 ド 
旅行 代金 お ひと り 欄 
2 名 様 1 室 お ご 人 で 9 7 万 円 -42 詞 碧 ( 全 全 al 

お 二 人 で (無印 37 万 円 、O 印 39 万 円 、」 印 40 万 円 、( ) 印 42 万 円 ) | 証 


衣 齋 22・29 日 計 12・19 日 司 計 ⑤・⑫・(e 日 厨 2 日 
出発 日 ーー 還 則 Pa ※ こ の 旅行 代金 に は 2 月 発 ま で | 高知 市 限定 団体 旅行 割 | 


計 Mt た 人 有 取 培 ん Je を SO 


1 問 NN 大 MHzm ん 回 軸 


お ひと り 様 5,000 円 が 適用 され て いま す 


東京 (9.00 10.305 = 重機 (人 中 和 車 可 ) = [ 志 埋 拓 の そ み 号 ク リー ン 車 ー- 誠 蘭 ーー ーー 
/ に くし ま 6 み 海 >- 大 入り 別人 9 ドー4 有 上 は 貞 | 道後 温泉 』 有 Il の あ し ずり 温和 
、 茶 城 頑 ま た は 同等 クラ ス 足摺 国際 ホテ ル 


わり に 尾道 : 干 光 寺 公園 へ ご 案内 ] = 道後 温泉 . 茶 城 瑠 【Al ま た は 同等 クラ ス ( 泊 ) 
道人 温泉 = 松 ( 天 人 場 = 大 洲 ( 伊 予 の 小 京都 と よ ば れる 町 並み を 自由 散策 ) ニ 宇和 
ノ 島 ( 鋼 飯 や じゃ こ 天 な ど 卿 土 料 理 の 昼食 )= あ し ずり 温泉 郷 足 摺 国際 ホテ ル [Al ( 泊 )※ タ 食 
は 「 土 佐和 牛 ステ ー キ 」 と 「 清 水 サバ ] の ご 夫婦 で 異な る ご 当地 グル メ の 夕食 卓 
あし ずり 温泉 狂 足 所 由 ( 四 国 最 南端 。 サ ョ ン 万 次 人 像 、 福 寺 参 拝 / 月 下 角 こ 2 月 下旬 は 棒 が 見 順 )= 
川 介 昌和 清 読 クラ ブリ ー リ スム 仙 ) 情 作 で 閉 / 和 菜の花 の 上 順 (2 有 下旬 ^3J 由 旬 は 和田 ヤナ 
も 案内 )= 柏 浜本 語 像 ) = 高生 浴 彫 温 朱 ・ 二 各 財 [A] ( 泊 )※ か が つ お の た た さと 由 殺 財 会 衣 料理 開 
と 誤 園 温 泉 (1 月 ~2 月 出発 は 計 知 市 内 を 走路 面 電車 来 車体 験 も ) ニ 室戸 過 (中 間 慣 大 婦人 や 仙 層 
伯 ) を 見 物 )= 業 革 す ( 振 )= 門 人 園 = 唱 門 温泉 アオ アフ ナル トリ ゾー ト [8] ( 沿 )% で タ 食 は 利 傘 語 眠 
$ 條 門 温 泉 三 か ずら 橋 ( 渡 橋 料 込み ) ニ 大 歩 危 峡 ( 祖 谷 そ ば な ど ご 当地 料理 の 昼食 
刀 比 羅 宮 (こん ぴら さん で し あわ せま いり )= ニ こん びら 温泉 郷 琴 参 閣 [A】 ( 泊 ) 商 


0ed が ad 和 語 記 SI エー 


陣 


選 崇 司 パ ー ニ マ 軸 IN さら 訓 疾 潤 時 氏 


基 呈 
2 十 人 


時 


ーーーー ーーー 


] きき 記 活 角 S エ ES と 業 err 六 a 


党 略 デ 
| 関 久 
回 旧 回 尻 き 


図 


re で お 人 上 
サー ビス 付き ! 
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こん びら 温泉 郷 = 栗 林 公 園 ( 国 の 特別 名 勝 ) ニ 岡山 一 【 新 幹線 の ぞ み 号 ・ 
0 リー ン 車 ] 新 機 浜川 (中 下車 可 ) 一 東京 (1 7:00-1 8:30 着 ) 本 っ -: 4 本 目 お ひと り 様 1 人 20 キ ロ ま で 
TK 上 用 に より くれ 6 旨 が 0 ます 的 サト 上皮 和 り 間 B5 し Cu せん 。 ウ 収 2 間 抽 00 航 io0 還 | 


※ 花 の 見 頃 は 天候 に より 前 後 する 場合 が あり ます 。 


條 斎 。 半 食 


AI 半 計 場 付き の 
2 温泉 規 を ど 用意 


道後 温泉 
則 仙 プ リ ンス ホテ ル 


の が の 導 る 充 炎 の 四 局 放 


fe ソー ん 


人 * 


そ ざ 婦 dx 憶 ト 


攻 し Bs つこ 人 2 
修 大 風呂 皿 鉢 風 会 席料 理 の 夕食 ※ 画 像 は 2 人 前 (イメ ー 


還 最 催行 人 中 /14 名 国 2 名 欄 よ り 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター ( 活 員 ) 同和 
アア 6 朋 P 上 四 バス ガイ トド 同 科 還 バス 会 社 : せ と うち パス 同等 


旅行 代金 


2 名 様 室 お 人 で 39 万 円 -4』 亡 折 ( (185 円 こ 5 が 


お 二 人 で (無印 39 万 円 、O 印 40 万 円 、」 印 41 万 円 ) 


出発 軸 の ・6⑲・BI 旧 略 中 1-3・4 昌 
東京 (8:09~10:09 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 )【 新 幹線 の ぞ み 号 ・ グ リー ン 車 】 デ ご 
7 福山 = くし まな み 海 道 >= 伯 方 島 開 山 公園 ( 約 1000 本 の 桜 、 多 々 羅 大 橋 な ど を 一 望 )= 道 。 
後 温泉 . 道 後 プ リン ス ホ テ ル 【A】 ( 泊 ) ※ 鯛 めし や 鯛 の お 造り な ど 会 席料 理 の タ 食 呈 多 
2 道後 温泉 = 松山 城 (現存 12 天 守 の ひと つ Mj 南 予 の 鯛めし の 昼 
食 )= あ し ずり 温泉 郷 ' 足 摺 国際 ホテ ル [A】 ( 泊 ) ※ 土 佐和 牛 ス テー キ を 含 お 和 会 席 の タ 食 靖 昼 多 』 
あし ずり 温泉 郷 足 摺 岬 (四国 最 南 端 。 ジ ョ ン 万 次 郎 像 、 金 剛 福 寺 参 拝 ) ニ 四万十 川 ( 当 ツア ー 貸 
う 切 屋形 船 で 日 本 最後 の 清流 を 遊覧 / 鮎 の 塩焼 を な ど 四 万 十 料 理 弁 当 の 昼食 ) ニ 桂浜 (坂本 龍馬 
像 ) ニ 高知 三 翠 園 温泉 ・ 三 翠 園 [A】 ( 泊 )※ カ ツ オ の た た さと 還 鉢 風 会 席料 理 の タ 食 劇 界 夕 


し 4 


ーーーーー 


堂 菩 % 仙 避 光 証 Sow 二 普 衣 err 党 た 
NN 圭 状 (( 中 時 ーー こ NYANS 剖 聞 導 


ノ 高生 計 財 温 泉 = か ずら 橋 (シラ クチ カズ ラ で 編ん だ 寄 橋 )= 大 上 居 (祖谷 そば な ど ご 当地 料理 の 食 ) 
= 紫雲 出山 (山頂 烹 望 台 か ら 眺 め る 桜 と 瀬戸 内 海 の 絶 景 )= こ と ひら 温泉 卿 作 作 敷島 館 ( 泊 ) 形 屋 タ 
こと ひら 温泉 郷 … 人 金 刀 比 羅 宮 (こん びら さん で し あわ せま いり ) ニ 栗林 公園 ( 還 9 「 ' 」 た (0 
し の 特別 名 勝 ) ニ 高松 (名 物 ・ 讃 岐 うど ん の 昼食 ) ニ 岡山 一 【 新 幹線 の ぞ み 号 ・ グ |「< 秒 の 見 頃 ン 松山 城南 楽園 林寺 金 思 比 宮 ・ 東 林 公 園 …3 月 下旬 4 月 上 殺 さ 

リー ン 車 】 一 新横浜 . 品 川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:36 一 0:15 着 ) 抽 悦 | 開山 公園 …4 月 上 人 旬 一 中 名 ※ 例 年 の 開花 時 期 を 参考 ※ く ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
※ 沈 下 橋 の 下 は 水位 上 見 に より ぐれ な い 場 合 が が ます 。 ま た 、 沈 下 橋上 の 前 策 の お 肝 間 は お 取り し て いま せん 。 ※ 桜 の 見 頃 は 気象 状況 に より 例年 と は 時 期 が 異な る 場合 が あり ます 。 P5 を ご 覧 くだ さい 


き ノ 源 S 常 語 落 rv 選 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


月 二ノ 9:1517:30 日 - 祝 は 体 業 内 
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AM % プ e 島 
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ch 


瑠 光 寺 


往復 新 
の そ ぞ み 号 


1 上 - 良和 生 ( イ メー ジ ) | 細 イメージ 較 議 ドー 4 泊 と も 
『 氏 島根 利 下 こ 出 党 ほそ ば 境 溢 族 了 れ 仙 朋 ーー トー 
ーーーーー 温泉 完備 の 
554.M7 1 24 名 上 2 名 様 より 受 付 軒 TD: ソ アー ディ レク ター ( 活 員 | 
32294. M71 還 パ スガ イド 同乗 軒 バ ス 会 社 : 一 畑 バ ス ま た は 同等 環 麗 白 日 湯田 温泉 衣 


お ー 人 で 30 ml 計り 上 EE 


出発 日 古 叫 28 日 庫 引 13・16・19 日 騙 訓 9・15・19 晶 


東京 (8B:008:30 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 ) 一 [新幹線 の ぞ み 号 : グ リー ン 車 】 
/ 一 広 島 ニ 宮島口 … 安 芸 の 宮島 (世界 遺産 ・ 肛 人 神社 [初穂 料 込み ]) 宮島 = 錦 帯 橋 
(日 本 三 名 橋 の ひと つ )= 湯 田 温泉 - 西 の 雅 常盤 【AJ ま た は 同等 クラ ス ( 泊 ) 人 
湯田 温泉 = 瑠璃 光 寺 (国宝 の 五重塔 ) ニ 津和野 (山陰 の 小 京都 ノ 郷 土 料理 ・ 
2 ず め 飯 の 昼食 ) 秋 城下 町 (自由 敵 和 )= 松 神社 松下 村 肌 = 青海 島 ( 当 
ツア ー で 船 を 貸切 ! 船 か ら 「 海 上 アル プス 」 と 呼ば れる 日 本 海 の 絶景 ) ニ 
湯本 温泉 山村 別館 【A】 ( 泊 )※ 夕 食 は 活 ア ワ ピ 踊り 焼き 会 席 較 
長門 湯本 温泉 = 石見 (本 場 の 「 石 見 神楽 」 を ツア ー で 鑑賞 昼食 ) ニ 石見 
 ( 龍 源 寺 間 歩 は 片道 .3km・ 約 45 分 歩き ます ) = 玉造 温 泉 ・ 松 湯 【A】 
※ 山 陰 屈 指 の 美肌 の 名 湯 還 
玉造 温泉 = 出雲 大 社 (縁結び で 名 高い 古 社 に て た っ がり 約 1 0 分 滞在 )= 島 根 
プ ナリ ー (島根 和牛 と 出雲 そば の 昼食 )= 足 立 美術 館 (世界 に 誇る 日 本 庭園 と 絵 
和 = 人 号 玉 [A】 00) お 和 で 8 っ くり 人 90 | 
ョ ノン 名物 押し くれ の 友人 和 エ ー[ 和 全く も 号 お 人 | 
の ぞ み 号 . グ リー ン 車 一 新横浜 品川 ( 途 中 下車 可 ) 一 東京 (60.00~2.00 着 ) 開 
※ 行 程 を 人 れ 替 えて ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。※ 須 人 神社 で は 文化 財 の 保護 や 維持 の た め 工 
事 が 行わ れ て お り 、 一 部 景観 が 悪く な っ て いま す 。 大 鳥居 、 客 神社 は ご 覧 いた だ く こと は で きま せん 。 
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記 の 洒 尺 安芸 和信 IE らら コ 
に ロ 大 島 | 窟 虹 

wwgrr ヽ @ 

ヽ 今治 国際 ホテ ル フ うと 
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柚 沙 


避 : 催 行人 員 /18 名 園 2 名 様 の み 受 付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 

6 アア 40 民代 須 りり 独 上 国 バ スガ イド な し 園 バス 会 社 : 防 長 交通 
旅行 代金 ひとり 欄 
- 2 名 様 ] 室 お ー A で 2 0 印 は I 
_ 出発 日 証 記 17・24 日 劉 避 1H 較 隊 16 ・23 晶 催行 決定 
東京 (8: 55 発 ) 品 川 新 横 泊 (途中 来 車 可 )= [新幹線 の ぞ の 号 . 普 通 車 ]= 広 島 = 山 陽 本 線 自由 席 = 宮 
7 島 日 へ (用 芸 の 宮島 (厳島 神社 [初穂 料 込み ]) べく 瀬 内 海 を 遊 中 朋 で ホテ ル 機 橋 へ (乗船 / 約 55 分 )> 広 島 
市 内 グラ ンド プリ ンス ホテ ル 広 島 [Al ( 泊 )※ 海 い に 立つ 絶 早 0 リリ ー ト ホテ ル に 船 で チェ ッ ク イン | | 夕 
広島 市 内 (ホテ ル の 機 橋 か ら そ の まま 乗船 ) へ ぐ 観 光 型 高 速 クノ ルー ザー「 シ ー ス ピカ 」 で 瀬戸 内 ク 
ルー ズ (乗船 / 約 170 分 )> 県 港 ( 海 上 自衛 隊 の 艦 船 や 洪水 艦船 か ら 見 学 ) へ く 音 戸 の 瀬戸 ( 船 か 
2 ら 見 学 )>… ぐ 安芸 灘 大 橋 ( 船 か ら 見 学 )> へ ②⑫ 下 蒲刈 島 (「 松 清 園 」 の 入園 付き た) へ ぐ 契 島 (瀬戸 内 の 
軍 脆 島 / 船 か ら 見 学 )> へ ⑬ 大 久野 島 (うさ ぎの 島 を 自由 散策 ) べ 三原 港 … 二 原 駅 観光 列車 
etSETOra 号 "グリ ー ン 車 (新型 観光 列車 )>ー 広 島 … く 各 目 で ホテ ル ま で 移動 (ホテ ル 無 料 送迎 人 
ス は 19:20 発 が 最終 便 ) / 広 島 市 内 で 自由 行動 自由 タ 食 >… 広 島 市 内 ・ 同 上 [A】( 泊 ) 、 世 
広島 市 内 = 呉 港 へ べく 瀬 戸 内 海 を クル ー ジ ング ( 乗 毅 / 約 120 分 )> ン 格 港 今治 国際 ホテ ル (昼食 )=(⑰ 大 島 旬 
導 者 展 当 台 ( 瀬 内 海 を 一 所) 伯方 島 船 折 瀬 (拠り 洞 庶 を 見 下 2 す 観 滑 台 )=(6⑥ 大 三島 多々 羅 し まな が 公 
園 (「 多 々 紋 大 橋 ] を 望む )=⑰ 生 日 島 島 で と 美術 館 ( 瀬 戸田 サン セッ トビー チ 同人 の アー ト を 穫 賞 )= RE は 
= 新羽 線 0 その 号 人 車 ] 新 機 浜 品川 (途中 下車 可 )= 東 京 (21 30-88 20 意 ) 凡 昼 


島 神社 で は 、 文 化 財 の 保護 や 条 持 の た め 工 事 が 行わ れ て お り 、 一 部 景観 が 悪く な っ て いま す 。 
回 


wyco - 本 | 


2 万 月 ーー 
主 の ら 衣 で 妃 発 


lesO ロ B の re 司 


さく 


JNN 
と 


HH 二 詳 
由 ・ 客 神社 は ご 覧 いた だ く こと は で きま せん 。 4 は 予約 希 人 - 電 7 ル で 人 上 コー ス 
了 け の み と な り 、 契 約 の 締結 は 当社 の 手配 完了 後 と な り ま す 。 詳 し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 
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※ 
大 
過 


・SWN ) 


還 最 少 催 行人 員 / 14 名 国名 様 より 彼 付 軒 TD: ツア ー デ ィ レ クタ ー (添乗 員 ) 同行 


還 バ スガ イド な し 園 バ ス 会 社 : 防 長 交 通 また は 同等 
ひと り 様 

MS お ご 人 で 2 方 -26 万 円 ( OH 癌 2 
中 発 日 お 二 人 で (無印 20 万 円 、 〇 印 22 万 円 、[」 印 26 万 円 ) 印 は 

陣 計 24・26・@・ 較 日 硬 計 ③・5 晶 催行 決定 

7 東京 (8:00~9:30 発 品川 新 横浜 ( 放 中 乗車 可 )=[ 新 幹線 の ぞ み 号 ' グ リー ン 車 ] 新 山口 = 秋 温 泉郷 

秋 寺 の 宿 征 診 楽 [B】 ( 泊 )※16 時 まで の 早め の お 谷 信 り 。 タ 食 は アワ ビ の 陶板 識 付 き 和 会 語 | 多 

秋 温 泉郷 (ゆっ くり 10.00 出 発 /… で 希 放り 方 は せ 界 遺 克 城 電 下 灯 へ で 未 内 / 目 貞 削 葉 )= 衝 明倫 合 (沙枝 の 

ノ 中 な 半 必 を 財 ) = 人 ( 球 の 人 を る 人)… 松下 則 = 抽 財 ( 旬 の 泳 く 地下 町 層 四 

筑 / 釧 料 昌 うす め 飯 0 ご 太 食 )= 閑 温泉 外 同上 [B] ( 洞 )※ タ 食 は 届く 抽 な ど II 日 移 の 衝 全 馬 商 属 | 勿 

秋 温 泉郷 = 元 / 陣 神社 (123 基 の 朱 の 鳥居 と 海 の コ ソト ラス ト ) = く 角 島 大 橋 > ニ 海士 ヶ 瀬 公 園 ( 月 島 大 橋 を 

導 望む 写真 バボ ッ ト ) = 下関 ( 山 日 名 物 過 そ ば の 昼食 12 月 8 日 31 日 発 は 羽 そ ば 周 交 板 焼き 和食 膳 )… 赤 

間 神 宮 (安値 大 旦 と 平家 一 門 を 祀る 神社 )= 増 / 滑 古戦場 ( 滅 氏 と 平家 最終 決戦 の 地 / 写 真 タイ ム )= 新 日 

ー 打 凌 線 の ぞ み 号 グ リー ン 車 ] 一 新 模 浜 品川 (途中 下車 可 )= 東 京 (61:00~22:35 状 ) 剛 屋 中 


屋 い 義 泥 誠 


回 往 
グ 復 
リ 新 
ン 

車 
利 ぞ 
用 み 
こう 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 
月 エ /9:15 一 17:30 日 * 祝 は 体 業 内 
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主 


別府 溢 を 計 を 計 当 する 区 
絶 具 骨 大 必中 計 議 


I 


一 


※ オ ー シ ャ ン ピ ビュー と は お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 
見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる お 部 屋 。 


厳選 食材 の メイ ン と ライ ブ キ ッ チン で 
4 キン ンー 


5 
吊 府 温泉 還 旧 上 2 
福 記 較 昌 槍 屋 の 景 
岡 製 由布院 電 蘭 別府 : 海 地獄 
県 


亜 菩 作詩 S 交 wm」 誇 光生 SC ペペ ー 党 中 受 
則 温 S 落 菜 痢 主 き 屈 へ 本 詞 其 剖 注 も 古 其 


九 
州 
の ) 
絶 
名 
休 
美 
人 
を 
山 
し 
り 
天 
庫 
旅 


っ ウン ラン タ ト の 旅 っ デ " 
ー イ クン アン ン 2 
※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の 
お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


上 最少 代行 人 中 14 名 還 名 様 より 受付 軒 TD: ソ アー ディ レク ター( 泊 員 ) 和 | 
6 ア 5 代 ア 月 リ 久 上 還 パ スガ イド 同乗 還 バ ス 会 社 : 大 分 バス 同等 
旅行 代金 は 
光 計 お 人 で り 』 万 円 うう 万 円 ( 癌 計 。 2 
上 日 お 人 で (無印 91 万 円 、O 印 3 円) 
1DRH 4・6・18 15・29 昌 5・12 昌 2 日 


※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 
羽田 (7:B0~10:00 発 ) サ 大 分 = 西 椎 屋 の 景 (宇佐 の マチ ュ ピ チュ と も 呼ば れ 
絶景 を お 楽し みく だ さい ) = 由布 院 (大 分 ブラ ンド ぶり の ご 昼食 ノ 金 鱗 湖 な ど 自 
/ 散策 )= 別 府 温泉 . 海 地獄 (コバ ルト ブル ー に 輝く 美しい 地獄 池 )= 別 府 温泉 ・ レ ッ 
ス ホ テ ル 別 府 ( 泊 ) ※ 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の ホテ ル に 宿泊 。 別 府 湾 を 眺め る 展 
大 浴場 。 料 理 長 厳選 食材 の メイ ン と 更に 和洋 中 の ビュ ッ フェ 形式 の 夕食 呈 屋 
別府 温泉 = 原 尻 の 滝 (大 分 の ナイ アガ ラ と 呼ば れる 美しい 弧 を 摺 いた 滝 ) 
2 宮崎 ・ 高 千穂 峡 (真名 井 の 滝 な ど 自由 散策 。 高 千穂 郷土 料理 の 昼食 ) ニ 高 
穂 神社 三 くじ ゅ う 高 原 ・: レ ゾ ネ イ トク ラブ くじ ゅ う ( 泊 )※ 雄 大 な 阿蘇 . く じゅ う 
立 公園 内 に 伴 お 温泉 付き リゾ ー ト ホテ ル に 宿泊 商 同 《 
くじ ゅ う 高 原 三 大 観 峰 ( 阿 菊 五 岳 ・ 九 重 連峰 を 一 望 ) ニ 熊本 城 (外観 見 学 ) 熊 本 リージ | ウ 
市 内 (熊本 城 を 眺め な が ら 馬 刺し や 地 鶏 の 郷土 料理 の 昼食 ) ニ 熊本 新港 へ (有明 大 分 プラント AD の RS 人 人 
う 海 横断 クル ー ズ ) て 長崎 ・ 島 原 外 港 雲仙 温泉 ・ 東 園 【A】 ( 泊 )※ 湖 ※ 介 い に 件 お 温 に 
泉 宿 に 宿泊 。 有 明海 か ら 揚 が る 新鮮 な 魚介 類 や 、 雲 仙 . 島 原 で 収穫 され る 旬 の 野 日 中 は 九州 の 人 気 観 沈 地 を 巡り 、 aa 地 の 美 食 を 隊 能 し 、 
菜 を 豪快 に 使い 繊細 に 仕上 げた 懐石 料理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 所 屋 夕 囲ま れ た 厳選 の お 宿 を ご 用 意 し まし た 。 ご 夫婦 の 思い 出 に 残る 九州 の 旅 を お 楽 
ノ 雲仙 温泉 = 雲仙 地獄 = 諫早 (老舗 カス テラ 店 )= グ ラバ ー 園 (長崎 屈指 の 観光 名 所 )= 出 島 し みく だ さい 。 
(鎖国 時 代 に 造ら れ た 人 工 島 / 敷 地内 の 歴史 ある 洋館 で 長崎 和牛 の ビー フカ レー) ニ = 長崎 州 企画 担当 の 3 
ー[ 西 九州 新幹線 普通 車 指定 席 】 一 新 大 村 長崎 羽田 (16:30~18:00 着 ) 、 製 昼 EE 


NN 田 ⑳ 


幅 


旧 和 


| いい 』 


CN 
較 面 


し 
WED 開 じ IN | 


ェ ーー ズ ャ 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


24 


男 最 少 催行 人 員 /14 名 国 2 名 様 より 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター 
E ア 4 人 6 人 件 上 り 久 前 還 パス ガイ ド 同 乗 男 バ ス 会 社 : 亀 の 井 バス 同等 


(添乗 員 ) 同 行 


旅行 代金 お ひと 

2 名 様 1 室 ト E 人 で 27 万 円 ( し 5) 印 は 

出発 日 10・12 日 2・20・27 日 日 催行 決定 

※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 
羽田 (7:45-9:45 発 ) か 大 分 二 別 府 (大 分 の ブラ ンド 人 ・ 関 サ 八 関 アジ 御膳 の 昼食 ) 
別府 湯けむり 展望 台 ニ 由布 院 温泉 街 ( 金 鱗 湖 な ど を 自由 散策 ) ニ 由布 院 温泉 ' 界 由 
布 院 ( 泊 )※ 早 め の 16 時 到着 予定 。 棚 田 の 景色 を 望む 48 平米 の 客室 「 蛍 か で の 間 」 
に 宿泊 。 小 鹿田 焼 の 器 な ど で 提 供する 季節 の 会 席 で 旬 の 食材 に 舌鼓 層 多 
由布 院 温泉 (10:00 出 発 予定 ) ニ 大 観 話 (阿蘇 の 山々 や くじ ゅ う 連 峰 を 一 望 ) ニ 高千穂 ( 高 千 
穂 邊 な どの 郷土 料理 御膳 )… 高 干 穂 峡 (地元 ガイ ド が ご 案内 . 約 50 分 ) 三 宮崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ 
ラン デ .: オ ー シ ャ ン リ ゾー ト [【8)】( 泊 ) ※ 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 高層 リゾ ー ト ホテ ル 開 剛 名 
宮崎 王 鵜 戸 神宮 ー 青 島 神 社 (参拝 / 宮 崎 ブ ラン ド し まう ら 真 鯛 や 奥 日 向 サ ー モ 
ン を 使っ た 8 種 の 海鮮 丼 ) ニ 宮崎 羽田 (15:30 一 1 7:30 着 ) 謀 屋 に 

※ オ ー シ ャ ン ビ ュー と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 

お 部 屋 。※1 泊 目 の 客室 は シャ ワー ブー ス の み の ピ 用 意 で す 。 人 浴 に は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 。 


仙 誠 内 


県 
指宿 温泉 見 』 


還 最 少 催行 人 員 /14 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 
6 人 1 月 人 り 久 上 還 パス ガイ ド 同乗 国 バ ス 会 社 : 大 分 バス 同等 


旅行 代金 


2 名 様 1 室 お - 人 で 39 方向 -42 詞 折 1) 


お 二 人 で (無印 39 万 円 、OEh40 万 円 、」 印 42 万 円 ) 


出発 日 21・23 日 ⑤ 日 12 上 日 印 は 
の ・GM 加計 GUH 加計 8 日 


※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 ( 往 復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 
羽田 (ゆっ くり 8:30 一 1 1:30 発 ) み 大 分 由布 院 ( 金 鐘 湖 な ど 自 由 散 策 を お 楽 
し み /※ じ っ くり 80 分 滞在 ) ニ 由布 院 温泉 由布院 こと ぶ き 花 の 庄 【A】 (B)? ※ 由 
布 岳 を 望む 絶景 士 天風 呂 で お くつ ろ ぎ 昌久 
由布 院 温泉 (9:00 出 発 予定 )= ニ くべ や まな み ハ イ ウ ェ イ > ニ 呈 の 本 高原 (あか 牛 の す 
き 焼 き 膳 の 昼食 ) ニ 高生 穂 峡 (真名 井 の 滝 周辺 を 自由 散策 ) 三 宮崎 市 内 : シ ェ ラ トン ・ 
グラ ン デ オー シャ ン リ ゾー ト 【8】 ( 泊 ) 劇 屋 夕 
宮崎 市 内 (9:00 出 発 予定 )= ニ 青島 神社 = 福山 析 ル 志 田 (名 物 . 黒 酢豚 の 昼食 ) ニ 桜島 港 べ ぐ 錦 
江 湾 を 渡る > 鹿児島 港 仙 上 厳 園 ( 世 界 遺 産 登録 地 の 見 学 / 専 門 ガ イド が ご 案内 ) ニ 指宿 温 
泉 ・ 指 宿 い わ さ き ホテ ル 【A】 ( 泊 ) ※ 世 界 で も 珍し い 名 物 . 償 むし 風呂 チケ ッ ト 付 黄 出 多 
指宿 温泉 = 熊本 城 公 園 (馬刺 し 玉子 れん こん な ど 肥 後 膳 の 昼食 や 熊本 城 遠 紀 )ー 熊 本 港 へ 
く 有 明海 峡 横 断 ク ルー ズ > ン 島原 外 港 ニ 雲仙 温 泉 ' 雲 仙 九 州 ホ テル ( 泊 )※ 全 25 室 抽 悦 夕 
雲仙 温泉 (ホテ ル は 10:0O 出 発 )= 長 崎 ナ 羽田 (早め の 13:00~16:30 着 ) 貞昌 
※ オ ー シ ャ ン ビ ュー と は お 部 屋 ( ベ フン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる お 部 屋 。 
九州 担当 と し て 一 度 は 宿泊 し て いた だ きた い ホ テル を 厳選 し まし た 。 わ 
ず か 25 室 の | 雲仙 九州 ホテ ケル 」 は 、 非 日 常 で 上 質 な 時 間 を 演出 し ます 。 
絶景 ・ 美 食 に も こだわり まし た 。 ご 夫婦 水入らず で お 過ごし くだ さい 。 
九州 企画 担当 者 / 矢 島 な つみ 


棚田 暦 で 馴 う DGG 
泊 目 作 Ne 4k 4 
星野 リゾ ー ト の 温泉 旅館 由 腕 シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ 
2022 生 8 月 新 民 開業 ! 


の * 


NZ 


ラン ク 
ホテ ル 


准 品 で ある 竹 や 
漠 田 焼 で 楽し も 錠 侵 の 全 席 


ーー で 


富 潜 い 交 アヘ き 計 如 党 話 二 季 
代 紋 其 エ 部 演 (Y 叫 羽 


まさ ひび ゆ さる | 剖 き ロ 半 1S 光 家 き き 
(デー ベニ 可 避 ーー マネ ペー 汗 映 肢 


1 ーー ーー = ワン ラン クト 上 の 旅 っ デア 
2 に し 過 L で は か 0 有 Bb せ 2 上 2 か ジレ マ ーー 
な 計 間 を お 週 ご いた だ ます 。H 常 の 卓 明 か 散れ 、 州 の 脆 湊 全 必 に 花 だ さい 。 人 バン 
九州 企画 担当 者 / 山 頻 健 太郎 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


軸 Fm 
人 @ 宿 泊 才 導 用 ラッ ンジ で フリ ー ド リン ク や 性 


全 室 半 忠 天風 呂 付 
わずか 25 室 の 宿 に 17 時 間 滞 在 


エン トラ ンス (イメ ー ジ ) 


謀 河 と S 部 深 S 完 牙 ら 


足 則 宮崎 市 内 | 指宿 温泉 


シェ ラ ト ン グランデ <・ いわ S き テル 


ュー マ ココ か アー 
オー シャ ン リ ソー ト 目 な ね し 払 ら 還 
入浴 券 付き (1 回 分 ) 922 放 


屋 虹 半 さ ざ 距 4 菩 民 ・ 洞 菩 ・ 滅 
夷 rC 史 問 滞 キ (( 局 4 問 rr で ず YNNI の 詳 忌 
e 叶 選 喜 避 党 半生 きき へ AF 定 基 きき otrc 慎 お 営 剖 (一 ※) 


= ワン ラン ク 上 の 旅 っ デー 
り  】 ーー] ゃ 
還 と ペン ンズ テー 器 
※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の 
お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


Pr 03(5998)2222 2 の 
月 土 /9:15…17:30 日 * 祝 は 体 業 内 8 2 IE 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


較 


1 


本 大 
な 分 


上 AR 福 


ご 
計 


約 .300 万 球 重 司 失 最大 閲 の 
イル ミネ ーション / 兆 の 王 同 


[ 
の 


弟 戸 神宮 
RE に 布 

* 西 大 山 駅 忘 布 志 

広 由 2 が 人 
長崎 見 指宿 温 泉 


” 展 災 か ら の 
vo け やけ ル 


得 SA 層 主 王 


革 昔 で サオ Sr さ NN と 詩 立 CC で パオ S 灘 避 再 


記 江 テー マム ・ 青 ペー ジマ ぶら 6 肌 公 問 深 革 槍 視 導 部 汰 (CS 完 系 


MM リバ アカ 高 5 衣 旧作 の うな き の 消 凶 1 


還 最 少 催行 仙 /14 名 園 2 名 様 より 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター( 活 和 員 同行 
kk ア 朋 上 還 バ スガ イド 同 来 国 バ ス 会 社 : 色 和 バ パス また は 同等 


旅行 代金 。、-・ 5 
お 人 で 4 7 万 円 -46 太 邊 (2 親 ) 
ピー 人 で の 〇 印 48 万 円 ) 一 

出 革 計 日 了 肌 11・14・15・18 日 硬 中 ⑨・15 昌 1h-FH 
0・ 17・24 日 回 時 ①・⑥・ 半 3⑳・ 基 6 日 | 衝 9 

東京 (あっ くり 9:00-1 1:10 発 一 品川 新横浜 ( 人 中 乗車 名) 一 【 新 幹線 の ぞ み 号 ・ 
7 グリ ー ン 車 】 一 小倉 = 門司 (門司 港 レト ロ 街 な ど 自 由 散 策 )= 下 関 市 内 (と ら ぬ ぐ と 真 
ふぐ の 食べ 比べ 会 席 の 夕食 ) ニ 門司 港 . プ レミ アホ テル 門司 港 【A】 ( 泊 ) 上 昌久 
門司 港 王 宇佐 神宮 別府 (ブラ ンド 人 魚 「 関 サバ : 関 アジ 」 を ご 賞味 ) 三 別府 地獄 


めぐ り ( 個 性 際立つ つの 地獄 へ ) ニ 由布 院 (自由 散策 ) ニ 困 藤 温泉 絡 菊 本 
ノブ リート グラン ヴィ リオ [A】 ( 泊 ) ※ 大 な 阿 菊 五岳 の ふも と に ある 温泉 付き 防 燕 し 風呂 体験 回分 ) 付 き 


外 倫 ( イ メー ジ ) 蘭 


テル に 和 宿泊 形 屋 回 軒 指 谷 いわ さき ホテ ル ga 
阿 区 温泉郷 ニ 大 観 放 ( 阿 区 五岳 、 く じゅ う 連峰 を 一 亜 ) ニ 章 千 里 ヶ 浜 (広大 な 

大 電 原 )= 計 本 (店 穂 の 代名詞 名 井 の 滴 な どの 観賞 / 守 食 は 高 和 3 ーー 
穂 郷 土 料 理 御膳 ) ニ 宮崎 - シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ : オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 【8】( 泊 ) 間 計 、 入浴 券 付 き (1 回 分 ) 
※ 全 室 オー シャ ン ピ ュ ー の 高層 リゾ ー ト ホテ ル に 宿 泊 開 屋 久 ' 


宮崎 = 青島 神社 三 鵜 戸 神宮 (洞窟 の 中 に ある 朱 塗 り の 御 本 殿 ) ニ 志布志 また 
プ は 鹿児島 (⑳ つ くら 焼き 上 げた 鹿児島 産 の うな ぎの 蒲焼 の 昼食 ) 桜 島 港 へ 
く フ ェ リ ー か ら 桜 島 * 錦 江 湾 を 一 望 > 鹿児島 港 ニ 指宿 温泉 ・ 指 宿 い わ さ き ホホ 


テル 【A】 ( 泊 )※ 指 宿 名 物 「 砂 むし 風呂 」 1 回 分 の 入浴 券 付 膚 屋 夕 
指宿 温泉 三 長崎 鼻 (薩摩 半島 最 南端 の 岬 ) ニ 西 大 山 駅 (JR 日 本 最 南 端 の 駅 ) 


= 池田 湖 ( 車 窓 ) ン = 鹿児島 (薩摩 郷土 会 席 の 昼食 ) ニ 仙 歳 園 (日 本 を 代表 壮 議 9SSDBE ウ クジ ンジ 2 の うた さ う / 
う する 大 名 庭園 ) ニ 熊本 :THE BLOSSOM KUMAMOTO( 泊 )※202 1 年 4 ー 1 
月 に オー プン 。 熊 本 グル メ を 各自 お 楽し み 。※2083 年 3 月 30 日 出発 以降 
は 208 ら 年 7 月 オー プン [カン デオ ホテ ルズ 熊本 新 市 街 」 に 宿泊 開 屋 
熊本 熊本 城 熊 本 港 べ く フ ェ リ ー ノ 約 60 分 > 島原 港 長 崎 ・ 南 山手 ( 自 ラン ク 
由 散 策 ) ニ 長崎 駅 一 【2055.9.23 デ ビュ ー! 西 九州 新幹線 か も め ( 普 通 車 . 指 ホテ ル 
定席 ) に 乗車 】 一 武雄 温泉 駅 ニハ ウス テン ボス - ホ テル オー クラ JR ハウ ステ ン 
ボス 【S】 ( 泊 )※ 1 7 時 到着 予定 。 美 し く 交 く ハウ ステ ン ボ ス の イル ミネ ー シ ョ 
ン を お 楽し みく だ さい ! 回 時 
ノ ハウ ステ ン ポ スー 有田 (買い 物 )= 尋 の 松原 = 博多 一 【 新 電 線 の ぞ み 号 ・ グ 
リー ン 車 一 新 横浜. 品川 (途中 下車 可 ) 一 東京 (18:3019:30 着 ) 開 に 
※1) ご 夫婦 両 名 が 65 歳 以上 で ある こと が 参加 条件 と な り ます 。 
※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー と は お 部 屋 ( ペ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる お 部 屋 。 
※ 桜 の 見 頃 は 天候 に より 前 後 する 場合 が あり ます 。 


当 ツ アー の 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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沖縄 


上 上 人 道 四 産 の 島 ・ 西 表 島 と 小 渓 島 2 つの 星野 リゾ ー ト に 涯 泊 


6 
ョ ーッ リ 


ヽ ュ = 
アン 
就 rr デー ベン ご 明男 SONーN ぐ N( の 器 計 節 詩 半 蛍 了 


= 
へ ざ へ ざ 引 温 ゴ 因 尊氏 均 可 軸 ロ ー 党 い 槍 湊 藻 区 基部 淀 (5 三 刺 


し 
| 星野 リゾ ー ト ッッ 計 
| 二 き タ ホッ ルレ 績 9m 


の 全員 さ ば の 伴 


星野 リソー ト 
リゾ ソナ オー レ 小浜 島 


ーー 広 き 5 
デイ ベッ 1 


ざ 且 の m 己 膨 


ご 2* 


日 本 で 初め て 星人 保 護 区 * に 
認定 され た 感動 の 星空 


※ 時 人 保護 区 は 国際 ダー クス カイ 協 人 認定 提議 


記 シ で 3 粒 男 最 催行 人 貞 ノ 8 名 国名 様 より 琉 付 男 TD: ツ アー ディ レク ター( 添 生 員 ) 同行 
還 バ スガ イド 一 部 同乗 バ ス 会 社 : 石 二 島 : 東 運輸 、 西 表 島 : 西 表 島 交 通 、 
7 自 り 久生 軍 島 : 人 宮 観 光 、 小 浜島 : コ ハマ 交通 また は 各 同等 


旅行 代金 ひと り 様 
半 台 お ー 人 で OO 上 折 (市 m 
お ニ 人 で ( 無 也 36 万 由 、O 印 98 円 、 印 40 円 、() 印 44 幅 ) 催行 決定 | 
出 人 日 面 員 の 6・69 日 陣 139・G 日 表 則 4・8H 葬 (⑲.(23 較 証 12 昌 
※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 
綴 (8.00~8:30 発 直行 便 ナ (① 二 島 . 二 空 港 = 川平 湾 (^ グ ラス ボー ト 放 黄 で 他界 に 認め られ た 洛 
を 海中 散歩)= 利 陀 ダ イニ ソ グ みね ( 舌 の 上 で と ろ け る 全 二 盾 アグ ー 豚 . 委 野 藤 の し ゃ ji し ゃ 0=[1 月 て 
/ 3 仮定! 美しい 季節 の 花 隊 く ル ソナ 公 園 へ ご 案内 (2 月 下旬 ~ こ 3 月 は 絶 泌 恨 種 の リロ ワキ ュ ウ アセ 
ビ 、3 朋 は 4 の 花 セイ シカ の 見 誠 NAS 石 二 島 グ ラ ソ ヴィ リオ リゾ ー 
ト 石 恒 島 オー ツ ャ ンズ ウィ ング [GS) ( 泊 ) ※ 海 沿い に ある 大 浴場 付き の 弊社 6 ラノ ソクホ テル に 宿泊 昼 | 銚 = 
石 電 島 = く ル 表 光 フェ リー 無料 送迎 【 ス 利用 >= 全 潜 ⑫ 作 富島 (水牛 車 に 乗っ て ボ 届 の 集 沙 を 散 人 往復 直行 便 ( 羽 田 一 石垣 間 ) で らく らく 移動 
有 集 ) 全 二 洪 (昼食 と 自由 散策 )… 小 浜島 小浜 洪 =⑬ 小 泊 人 観光 [ ソ ュ ガ ー ロ ー ド (車窓) 、 大 岳 展 望 台 ] = 小泊 の 人 ② 3 泊 全 て 弊社 最上 級 の S ラ ンク の ホテ ル に 宿泊 
島 星野 リ リー ト リゾ ナー ル 小 浜島 [S] ( 消 )※ リ ゾー ト ア イラ ンド 小浜 島 に 全量 時 リゾ ー ト に 宿泊 。 弄 地内 ポポ 使 世 界 自然 遺産 の 鳥 ・ 西 表 島 や 


衣 計 2 フン クト の 旅 っ デア 


の ティ ン ガー ラル ツモ ッ ク が 5 日 本 初 の 星 空 保護 区 に 認定 され た 絶 時 の 星空 を お 楽し みく だ さい 眠 同 | タ の 気 リ ゾー ト 地 小浜 島 に も 宿泊 

小浜 島 = く ホテ ル 無料 送迎 バス 利用 ツ ニ 小 泊 港 く (9 世界 自然 遺 産 の 島 西 表 島 大原 シ の 通 半 和 和 NG 2 j ン 導 用 2 バブ ン 

港 て 仲間 川 放 覧 (マン グロ ー ブ 林 ) ニ ⑤ 由 布 島 (水牛 車 に 乗っ て 亜熱帯 の 植物 園 へ )= トト 。」" 4 日 間 か け て じっくり 巡り ます の 
づ 星人 の 浜 = 西 表 島 星野 リゾ ー ト 西表 島 ホ テル 【S】 ( 泊 ) ※ 世 界 自然 遺産 に 登録 され | 一 引 に 


た 希少 な 自然 の 残る 西表 島 に 倍 む 星野 リゾ ー ト に 宿泊 。 ホ テル で 開催 され る イリ オモ お 宿 は 計 3 泊 と も 全て 弊社 最上 級 の S ラ ンク リゾ ー ト ホテ 
テ ヤ マネ コ の 学校 また は 世界 遺産 の 学校 で 西表 島 の 自然 も 学べ ます 劇 屋 夕 ル を ご 用 意 し まし た 。 日 中 は 八重 山 諸島 人 気 の 島 を 巡 
ププ 西表 島 = 大 原 港 … 石 垣 港 = 石 垣 人 石垣 直行 便 ナ 羽田 (早め の 14:40~15:10 着 ) 形 貴 り 、 夜 は 世界 に 認め られ た 星空 を お 楽し みく だ さい 。 
※ 現 地 事 情 に より 部 行程 泊 順 友 を え 人 れ 替 えて ご 案 内 する 場合 が こさ ざい ます 。※ 星 空 は 大修 に 硬 較 EEEE ン 仙人 PB 
より ご 覧 いた だ け な い 場 合 が て ざい ます 。※ 星 空 保護 区 は 国際 ダー クス カイ 協会 認定 


回 03(5998) 2222 セタ Alo 1 国内 旅行 セン ター で す 。 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


月 土 /9:15 一 17:30 日 * 祝 は 体 業 内 


ジル 


い ー 


ー エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 が 広 が き 
2 が る ーー 東平 女 名 只 


ョ ッ リ 


生島 と 6 良 衣 ol 


机 ーーー ュー 瑞 皿 = ン 


park 亡 hp TFT 
PHITTIEO ニ っ / ee 0 キ く こ 灯 本 柱 

財 で _ 時 池 問 島 請 二 二 に に まで も いい が 

海中 散歩 ) (2 上) 計 / ce 通り 池 


EE 


刺す 北 且 潜 司 プーマ ご 湊 貼 ・ 


Nm 
ァ ンプ 


グラ ス ボ ー ト 導 芝 


且 っ 放 計 三 央 
寂 
可 宮 藤 民 8 刻 志 部 汗 5 華 其 


さ へ 
了 


r h い バ W ーー 大半 っ ツン ラン クト の 旅 っ デ 
6 “ 3 役人 9wes200 フレ ュ ンス ムン テー ジ 
AB っ 8 0Y 0 の 陸 間 用 5892 計 | ※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の 

人 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


還 に レ を :3 三 還 | 固 最 少 催行 人 員 8 名 園 2 名 様 より 受付 較 TD : ツ アー ディ レク ター (添乗 員 ) 同行 


( さ XX 


還 バ スガ イド ー 部 同 箇 バス 会 社 : 宮 古島: 八千代 バス 、 石 雪 : 東 運 給 、 ロ D 
( バス 全社 宮島 : 必 千代 バ gl h で 

SA 呈示 めい りお も て 観光 、 人 富島 : 全 0 PH 中間 則り リ y- ト 月 記 
室 お っ 人 で 30 円 -40 ヵ 折 ( し 20 8 還 約 42 半 米 の 


出発 日 お 二 人 で (無印 38 万 円 、 〇 印 40 万 円 ) 印 は ら こ デベ ッ ド 付き の 
"。 攻 器 9 影 計 18 日 硬 計 12 日 際 計 16 日 軌 計 3 日 | 催行 決定 ーー ニー ニー ト 、。 お 部 屋 
※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 ( 往 復 1.700 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 5 較 
羽田 (ゆっ くり 1 1:3513.30 発 ) 那 ( 生 ) ナ (① 過 古 己 宮 古 空港 = 砂山 ピー チ (浸食 で 
/ で きた 涯 の アー チ が 習 和 的)= く 未 間 大 本 ( 思 )>=G 水 胃 島 泊 ( 上 渡す 限り 続く 
美しい 白浜 の 海岸 )= 宮 古島 ホ テル ブリ ー ズ ベイ マリ ー ナ [Al ( 泊 ) ※ 海 泊 い の 貞 社 4 ラン クリ 
ー ト ホテ ル に 2 連 泊 。 リ ゾー ト 内 の シギ ラ 温 泉 で 利用 で きる 盾 し い 入 治 券 1 回 付き ビビ 
宮古 島 = く 池間 大 橋 ( 車 窟 )> ニ 池間 島 = 雪 塩 ミ ュー ジア ム ( お 買い 物 )= 東 平 安 名 人 ( 宮 古 
島 随 一 の 景 勝地)= 宮 古島 光 宝 館 ( 珍 し い 貝 の 展示 が 見 どこ ろ )=[1 3 月 出発 限定 】 ギ 水中 
観光 朋 ( 乗 朋 し 美しい 宮古 島 の 海光 中 散歩 ) ニ 宮古 島 同 上 【A ( 泊 ) 朝 司 タ 
時 < 上 人 )D=39 上 (HO 沿 -9TMM( 和 2C(PO7-/(- で 4 則 
本 B- 邊 アー トル 潮 % 大 人 の 詩 A ラ ツク 村上 敵 午 屋 多 
和 電 島 = く 石 垣 島 ドリ ー ム 鍋 光 無料 送迎 バス 利用 > ニ 硬 港 ご 富島 (水牛 車 に 乗っ て 
0 人 ON 本 大 原 江間 | 区 (マン グロ ー | | の と の SSH 人 上 上 欠 上 の 島 西表 島 に も 愉 泊 
ブ 林 ) =⑨ 由 布 島 (水牛 車 に 乗っ て 亜熱帯 の 植物 園 へ ) ニ 西表 島 : 星 野 リゾ ー ト 西表 島 小 | | 
イ 2 [G] 6) 人 に 録 され た 者 の 残る 相 表 に 6 旦 半 リソー ト | | | 宮古島 一 石垣 島 間 は 50 席 の 貴重 な お 席 を 確保 
に 和泊 。 ホ テル で 開催 され る イリ オモ ナヤ マネ コ の 学校 お た は 世界 の 学校 て 1 人 ぐ 石垣 邊 の し ゃ ぶし ゃ ぶな ど 地 元 グ ル メ も お 楽し み 9 王 議 請 
の 自然 も 学べ ます 。 目 の 前 に 広がる 月 が 浜 か ら 絶景 の 星空 を お 楽し か みく だ さい 抽 屋 夕 = 
) 島原 提 =](ー グ ラス ボー ト 半 区 )= 和 暗 ダ イニ 5 アク ー ミヤコ プ ルー が 美しい 宮下 詳 島 と 、 ES 2 Te 
豚 . 島 野菜 の し ゃ しゃぶ ) = 三石 ナ 那 芋 ( 和 織 ) サ 羽田 (19:30-61:30 着 ) 吉屋 で コン パク ト に 巡り ます 。 お 宿 ち こだわ り の リゾ ー ト ホテ ル を 厳選 し まし た 。 


※ 星 空 は 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 沖縄 企画 担当 者 / 上 田 拓 喝 
※ 現 地 事情 に より 一 部 行程 ・ 宿 泊 順 序 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 


の 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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日本 で 初め て 星人 保護 区 に 認定 され た .。 て ーッ]| クラ ン ア ィ リオ リフ ー ト 1 呈 


【8S】 ( 泊 ) ※ 海 沿い に ある 大 浴場 付き の 弊社 8S ラ ンク リゾート ホ テル に ら 連 泊 ヒ 
石垣 島 = 石垣 島 ド リー ム 観 光 無料 送迎 バス 利用 >= 有価 の 請 
2 原 港 仲 間 川 遊覧 (マン グロ ー ブ の 原生 林 )=③ 由 布 島 (水牛 車 に 乗っ て 亜 
帯 の 植物 園 へ ) ニ 大 原 港 へ ④ 竹 富島 (水牛 車 観光 と 自由 散策 ) ニ 石垣 島 . 同 

( 泊 ) ※ 夜 は スタ ー ダ スト テラ ス か ら 各 上 自 星空 観賞 を お 楽し みく だ さい 蘭 硫 
石垣 島 = み ん さ ー 工 芸 館 (八重山 諸島 の 伝統 工芸 八重 山 み ん さ 一 繊 を 学 避 
う 石 埋 や いま 村 (赤玉 の 古 民家 を 見 学 ) 二 和 琉 ダイ ニン グ み ね (石垣 年 ア グ 7 ウ デー 
豚 島 野菜 の し ゃ ぶし ゃ ) 三 川平 湾 ( ベ グラ ス ボ ー ド 遊覧 で カラ フル な お 魚や 人 。- 還 
人 (細田 18 8 o0-eoo0 昔 ) ー 巻 の 星空 観賞 を お 楽し みく だ きい 。 6 だ ペン ンズ テー 
賞 ク ルー ズ は 、 事 前 の 予報 等 で 星空 が ご 覧 頂け な い 場 合 で も 、 催 行 条 件 を 満た す ッ ツアー は の TH の 2 ラ 信 iT ※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の 

出 移 い た し ます 寺泊 金 も ど きい 直 ん 。 予 めど 了 承り 上 、 お 申 和 みく だ SL い 。※ 還 際 ダ ー ク スカイ 人 人 HE お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


【 コ ー ス 番号 33255-M7 1・33253-M7 1 共通 の ご 案内 】 ※ 石 垣 島 以外 の 離島 で は バス の 車内 を 他 の お 客 様 と の 混載 で ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 


小浜 島 の 星空 (イメ ー ジ ) 


圧巻 の 星空 観 向 クルーズ. 細 si 久 | オー シャ 2 義 カ ング ーーー 
ONUUOM ea / 時 日 間 
< らく 司 胡 藤 
人 で 仕 昌 匠 
ee 体 S し 
研 フラ 院 証 
す ン 
る 、 ク 和議 
 / 間 議 |! 、2023y 5 ri 叶 胡 の P 雇 
星空 (イメ ー ジ ) 還 証 : 重り リ た 西 
国 最 少 催行 人 員 /14 名 圧 2 名 様 より 受付 田 TD: ソ アーデ ィ レク ター ( 添 系 員 ) 同行 へ 、 『 今 = 
33255-M7 1 LDS 舞 細 MEI 有 有 因島 に 2 PITEIOT9W 0 の う ゾ 宮 表 
旅行 代金 ー ょ ) 宮良. 1 二 4 
品 ぉ 人 で 21 ヵ m-26jn(8 和 Py) oce 議 証 議 , 記 較 の 
出発 日 2. 日 本 店 10。17。24 ロ 印 25 万 円 、( ) 印 26 万 円 ) 藻 星 由 
枯 14・20 日 本 中 10・17・24 日 四 計 @ 日 回 462・60 本 2k 環 空 布 
国内 縁取 捉 る 利用 料 (往復 1.700 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 暫 亡 ま 時 テト 5 
羽田 (8:30~10:30 発 ) か 那覇 ( 乗 継 ) サ (① 和 石垣 島 ・ 石 垣 空港 = ニ ホ テ ル で 夕食 = くし いぬ 半 ンド 近 
し ま 無料 送 押 /【 ス 利用 >= 生 電 星 空 抽 ルー ズ (日 本 補 の 星 補 保護 区 に 認定 され 4 寺 Sc 詞 ル ク 
た 世界 の 認め る 星空 を 明か り の 少な い 海上 か ら お 楽し みく だ さい ) へ 石垣 港 = く し いぬ ロ 特記 。 下 a 
/ し ま 無 料 送迎 バス 利用 > 石垣 島 グラ ン ヴ ィ リ オリ ゾー ト 石 垣 島 オー シャ ンズ ウィ ング 四角 0 人 仙 中 鳥 の 人 


思 巻 党 加 


ュ ラジ 


観光 の 玄関 口 ・ 石 垣 島 に 2 連 泊 し 八重 山 の 人 気 観光 地 を 巡 
り ま す 。 夜 は 明か り の 少な い 海上 か ら 、 世 界 に 認め られ た 圧 


りき 『 


ミン 


1 


章仁 が 昌宏 保護 尺 に な う て いる 小浜 分 で 
星空 稚 賞 を お 楽し みく だ さい (各自 稚 賞 ) 


(添乗 員 ) 同行 


人 重 山 地方 の 言葉 で 「 南 十字 星 」 と いう 意味 の 
名 前 を 各 す る 小浜 島 を 代表 する リゾ ー ト ホテ ル 。 


較 最 少 催行 人 員 /10 名 園 2 名 様 より 受付 園 TD: ツ アー ディ レク ター 


田 バ スガ イド 部 同 乗 較 バ ス 会 社 : 石 二 島 : 東 運 給 、 丁 表 島 : い りお も て 観光 、 
EK 朋 『 作 上 人 宙 上 : 人 鶴光 、 小 浜島 : コ ハマ 交通 また は 各 同等 


旅行 代金 


う 久 欄 1 党 お ぉ お 二 人 で 25 万 円 -27 万 円 5 有 こ 185 ! ト 半 過 


1 本.14.22.2 

出発 日 了 計 11 日 太 叶 12・14・22・26 日 語 計 19・ の 日 回 訓 3 日 

※ 国 内 線 旅 客 取扱 施設 利用 料 (往復 1.700 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 
羽田 (B:2010:20 発 ) ナ 那覇 ( 乗 継 ) サ ① 石 垣 島 石 垣 空港 = 石垣 島 . グ ラ 

7 ン ヴ ィ リ オリ ゾー ト 石 垣 島 オー シャ ンズ ウィ ング 【S】 ( 泊 )※ 海 治 い に ある 大 
浴場 付き の 弊社 8 ラン クリ ゾー ト ホ テ ル に 宿泊 。 近 海 で と れ た 新鮮 な 魚の 盛 医 欧 球 : 肥 学 ス タイ ル の - ョ 
合せ や 国産 后 の 陶板 焼き な どの 八重 山 会 席 の ご 夕食 日 。 衣 蘭 テッ フェ を お 栄 じ み ノ 
石垣 島 = く 人 重 山 観光 フェ リー 無料 送迎 バス 利用 > 石垣 港 ⑧ 西 表 島 大原 港 = 仲 間 川 遊 
覧 (マン グロ ー ブ の 原生 林 )=⑬ 由 布 島 (水牛 車 に 乗っ て 亜熱帯 の 植物 園 へ )= 大 原 港 …④ 竹 

ノ 富島 ( 水 邊 車 観光 と 自由 散策 )…③ 小 浜島 小浜 港 = く ホテ ル 無 料 送迎 バス 利用 >= 小 江島 
は いむ お る 高 し 【A】 ( 泊 ) ※ 小 浜島 に 件 お 大 浴場 付 の リゾ ー ト ホテ ル に 宿泊 。 沖 縄 県 産 の 貴 
重ね 素材 を 織り 交ぜ た 琉球 - 和 - 洋 スタ イル の 豊富 な が ビュッフェ を お 楽し か みく だ さい 酸 同 勿 
小浜 島 一 小浜 島 観光 (シュ ガー ロー ド ( 車 窓 ) 、 細 崎 集落 、 大 岳 展望 台 ) 小浜 


ぷ ぶ 三 バテ マン HU 忌 彼 剖 
・ 如 計時 ・ 放 深 怖 ・ 屯 下さ ・ 琶 還 


普 誤 て [こめ の ば 如 」 各 癌 NN 


さき w 計 本 で 語 王 各 三 過 と (| 


八重 山 諸島 の 人 気 5 島 を 巡り 石垣 島 の 弊社 S ラ ンク と 小浜 


= ワン ラン ク 上 の 旅 っ デ " 


に) 港 一 石垣 港 = 和 琉 ダ イニ ング み ふ ね (石垣 牛 - ア グー 豚 - 島 野菜 の し ゃ ぶし ゃ 島 の り リゾ ー ト ホテル に 和 宿泊 し ます 。 コ ン パ クト な 日 程 で 八重 山 ol 、 ー 記 較 
ぶ ) 三 川平 湾 ( ベ グラ ス ボ ー ド 遊覧 で カラ フル な お 魚や サン ゴ 礁 を 観賞 )= 石 諸島 を 堪能 し た い 方 に お 和 勧め で す 。 イネ クン シィ ンー ンー ン 
垣 島 ・ 石 垣 サ 那覇 ( 乗 継 ) サ 羽田 (18:00 一 20:00 着 ) 民 居 則 本 識 沖 縄 企画 担当 者 上 田 拓 喝 ※ く プレ ミア ム ス テ ー ジ > の 


※ 星 空 は 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 


回 03 ( 5998) アア アア ノ て イメー ンー 国内 旅行 セン ター で す 。 


※ 予 約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 「 年 齢 ] 「 電 話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


月 一 土 /9:1517:30 EE 内 


の 9 


に だ (メッ 


還 バ スガ イド トー 部 同 生還 バス 全社: 九州 本 長崎 バス 明光 、 福 上: 正和 車 
バ バス 会 バ ? ・ ヽ 
74 人 < 提 1 久 上 五 島 : 上 五島 観光 交通 各 同等 

旅行 代金 34 3 お ひと り 様 

紀 様 愉 3③-、 八 で の 生 万 円 一 万 円 ( (em 


時 お 二 人 で ( 無 EU34 万 円 、 〇 印 36 万 円 ) 印 は 
出発 日 硬 員 92 日 訪日 硬 叶 ⑤ 日 際 計 1 日 回 叶 ⑲・3 日 | 傘 行 決定 


※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 740 円 こ 960 円 ) が 別途 必要 と な り ます 。 
羽田 (ゆっ くり 9:4018:45 発 ) ナ 長崎 = 長崎 港 べ く 高速 船 また は ジェ ッ ト フ ォ イ ル > 
有川 港 また は 奈良 尾 港 = お 食事 処 (イセ エビ と 鯨 三種 成 を 含 お 「 上 五島 絶品 御膳 」 の 
タ 食 ) 新 上 五島 町 -HOTEL AOKA KAMIGOTO( ホ テル アオ カト 片島 ) ( 泊 ) | 多 
新 上 五島 町 = [世界 遺産 】 頭 ヶ 島 天主 堂 (45 分 )= 祈 り の 龍馬 像 (15 分 ) ニ 海 童 神 社 (15 
分 ) = 新 上 五島 町 (マグ ロ 丼 の 昼食 50 分 )= 青 砂 ヶ 浦 天主 堂 (40 分 )= 矢 堅 目 の 駅 (塩釜 
見 学 '30 分 ) ニ 大 細 教 会 (0 分 )= 旧 銅 ノ 浦 教会 (30 分 ) ニ 新 上 五島 町 同上 ( 泊 ) 司 . 
新 上 五島 町 = 郷 ノ 首 港 へ べく 貸切 キリ シタ ンク ルー ズ / キ リ シ タ ン 洞 窟 ( 船 上 
より 見 学 )>ー 江 上 港 ・【 世 界 遺産 】 江 上 天主 堂 (外観 の み ・30 分 ) ご 奈留 港 | 
奥 居 旅 館 ( 旬 の 刺身 御膳 の 昼食 -40 分 ) 五 輸 港 ・【 世 界 遺 産 】 旧 五輪 教会 堂 ーー テー 
(30 分 ) で 福江 港 ニ 井 持 浦 教会 / ル ルド ・20 分 )= 大 瀬崎 断崖 展望 台 (30 分 ) 旅 二 3 ma 人 っ く D 電 2 ンマ 
= 五島 市 : カ ン パ ー ナ ホテ ル 【B】 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 「 五 島 牛 会 席 ] を ご 賞味 間 属 タ の 」 記 し じっくり 観光 ! 
五島 市 = 鬼 攻 展 望 所 (30 分 ) ニ 楠原 教会" 皇 屋 跡 (20 分 )= 遺 唐 使 る さと 館 (五島 豚 し ゃ | | 
店 御膳 の 昼食 .50 分 )= 五 島 福 江 サ 長崎 また は 福岡 羽田 (1 7:00~21:40 着 ) 華 屋 | 

※ 行 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 。 

※3 月 19 日 発 は 、1 日 目 と 2 日 目 の 夕食 内 容 を 入れ 替え て ご 案内 し ます 。 
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こく ゆっ た り 旅 > の お 約束 は 
P5 を ご 覧 くだ さい 
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カ | 趣 の 異な る 厳選 の ホテ ル で ご ゆっ くり 
る な ど 地 元 グ ル メ の お 食事 9 食 付き 
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二宮 補 普 rr ぎ で 中 放 べ 


.P.V.B 
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7 る 
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ぶ 服 
っ 雇っ 


還 最 仙 行 仙 /8 名 国 2 名 欄 よ り 受付 軒 TD: ツ アー ディ レク ター( 活 員 ) 同 行 
男 パ スガ イド 一 部 同乗 固 バ ス 会 社 : 九 州 本 土 : 南 国交 通 観光 
EE7/!S 肖 久利 子 島 : 竹 子 島 大 和 観 光 バ ス 、 屋 久 島 : 種 子 島 ・ 屋 久 島 交通 また は 各 同等 


旅行 代金 

2 様 科 お -・ 人 で 937 万 円 -42 ヵ ロ ( MI 国 : 
お 二 人 で (無印 37 万 円 、 〇 印 40 万 円 、 印 42 万 円 ) 催行 決定 
出発 日 面 語 23・6 日 凡 引 7・14 日 訪 』25 日 阿 計 15 日 回 叶 ⑥・ の ② 晶 


※ 国 内 線 旅 客 取扱 施設 利用 料 (740 円 960 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 
羽 旬 (755~9:30 発 ) ナ 鹿児島 = 鹿児島 ・ 南 二 頭 へ べく 種 子 屋 高速 船 約 90 分 >… 栖 子 島 西 之 表 港 
熊野 地区 (マン グロ ー ブ 原 生 林 を 車窓 より )= 干 護 の 岩 屋 (荒波 に 侵食 され た 奇 石 ※ 二 潮時 の み 洞 愉 
内 へ ご 案内 / 約 55 分 ) ニ 種子島: 種子島 い わ さ き ホテ ル ( 泊 ) ※ タ 食 は 、 和 洋 コー 2 料理 (アリ ビ 付 
※ 大 婦 で 一 杯 の 提供 と な り ます ) 。 タ 食後 は 、 ホ テル に て 宇宙 に 一 番 近 い 島 で 星空 観賞 会 に | タ 
種子 島 ニ 門倉 岬 (鉄砲 伝来 の 地 / 約 20 分 )= 宇 宙 科 学 技術 館 : ロ ケッ ト の 丘 展望 所 (合わ せ 
100 分 )= 雄 龍 ' 雌 能 の 岩 ( 約 1 0 人 ) お 信和 ( さ びな ご を お 提 和 の 太 人 /50 
克 館 赤尾 木城 文化 伝承 館 「 月 窓 亭 ] ( 約 60 分 ) ニ 西表 港 べ く 種子 屋久 高速 船 約 45 分 > へ 
島 宮 之 浦 港 = 尾 輝 間 温泉 屋久島 いわ さき ホテ ル 【S)】 ( 泊 ) ※ 温 泉 ホ テル に 2 連 泊 貞 
尾 輝 間 温泉 = 中 間 ガ ツ ュ マル ( 約 20 分 )= 大 川 の 滝 ( 約 30 分 ) ニ 西部 林道 (世界 遺族 登録 地 / 約 50 
永田 いな が 浜 ( 約 20 分 ) ニ 屋久 島 観光 セン ター (屋久 杉 の 器 を 使っ た 田舎 風 御 膳 の 昼食 / 約 50 分 
クス ギラ ンド (美しい 麻 と 渓谷 散策 /30 分 コー ズ 約 800m 約 60 人 浦 在 /( ス ガイ ド 同 人) = 紀元 アル ミッ る ン テー ジ 
( 約 20 分 )= 尾 間 温泉 同上 [S】 ( 泊 ) ※ ホ テル 敷地 内 の 旗 園 散策 も お 楽し か いた だ け ます 開 悦 
尾 之 間 温 泉 ニ 千尋 の 滝 (落差 約 60m の 豪快 な 滝 / 約 30 分 ) ニ 屋久 島 ナ 鹿 児 園 す 2 コ ー ス で す 。 歩 く の に 自信 が な い 方 も 安心 、 ほ と ん ど 歩 か ず 楽 し め る 観 必 り 9 
島 また は 福岡 羽田 (14:00 一 18:15 着 ) 机 ビ 光 地 を 厳選 し まし た 。 そ れ ぞ れ の 島 屈 指 の り リゾート ホテ ル で お 覚 きく だ さい 。 思 に QJ 

※ 行 程 を 人 れ 替 えて ご 案内 する 場合 が こさ ざい ます 。※ バ ス 座 席 が 横並び に な ら な い 場 合 が あり ます 。 較 且 語 SEE 人 ILUIIDSN < プレ ミア ム ス テ ー ジ > < ゆっ だ / 旅 > の 

※ 星 空 は 天候 に よっ て 見 られ な い 場合 が あり ます 。※ 協 観光 か ご し ま 大 キャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 = 上 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さい 
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世界 遺産 の 島屋 久 島 だ け で な く 、 海 と 宇宙 の 島 種 子 島 も 一 度 に ゆっ くり 旅 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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27)99 プ だ oO 且 ルル が そこ と ディッ リグ クニ ) / 7 ん が 5 4 で に ー5 7 のど 0 5 ルツ 


渡 の 音 を 聞き な が ら 


ウッ ド デ ッ キ で 過ごす 2.3 泊 時 五島 市 


合志 GOTO 
所 ISLANDS 
Colorit Nagasaki 


EL グル: 


穫 き 通る 青い 海 と 自 い 砂浜 が 目 の 前 
る 容 間 で 癒し の ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 
[jj 


テラ ス 
ぇ 島 牛 や 鮮魚 な ど を 使っ た 
利 洋 折 表 コー ス 料 理 軒 証 
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の ーー 
講 ー シ ャ ン フロ ント 竹 守 で 優雅 な 時 間 


時 オー シャ ン フロ ント と は 、 ホ テル が 辺 に し 正面 に 海 を 眺め る こと が で きる 部 屋 委 和 (人 


井 持 浦 教会 


Ke 大 瀬崎 断 央 
展望 台 


桐 教会 
奈良 尾 神社 
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YS の SEX ) 


し 旬 苦手 な 方 も お すす め ! 侍 復 JR& 船 で 島 列島 へ 
等 1 泊 目 は 長崎 市 内 の 弊社 A ラ ンク ホテ ル &2.3 泊 目 は 
| 2022 年 8 月 に オー プン し た ば か り の リゾ ー ト ホテ ル に 連 消 
| の ll に 所 し い 紗 の 人 
3 科 生 | お 人 で 52.8 ヵ | ぉ ニー 人 で 2.8jm | ぉ ニ Ac50 ヵ nm 園 。 和 の 門出 に 相応 し い 初 日 の 出 観賞 
iss (0 を 4 (0 と 4 (ChOcDMM25 | 代 生年 始 を ゆっ くり 過ごし て いた だ ける よう 観光 地 を 厳選 
出発 臣 記 30 日 リク チ ソ 3 回 提 入 kkgPCH 検 性 方 月 定 ソ アー 還 守 日 の 食 は お せ ち 料理 を 用意 

東京 (B:0010:30 発 ) 一 品川 新横浜 (途中 乗車 可 ) 一 【 新 幹線 の ぞ み 号 計 / 
Di リーン 昌 博多 [特急 リレー か も め . 普 通 . 指 定席 】 一 臣 朱 一 
/ 【 西 九州 新幹線 か も め 号 ・ 普 通 車 ・ 指 定席 】 一 長崎 < タク シー テニ 長崎 市 ・ 
ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 長崎 グラ バー ヒル 【A】( 泊 ) EE 胸 
長崎 市 (ホテ ル 1 1:00 発 予定 。 出 発 まで 南山 手 の 散策 な ど 各自 お 楽し みく だ さい ) ニ < く タク 
は 8 で み だ いけ ど 和 機電 所 で あき の の CN だ 方 6 ご 安く 


ボク 陣 和 7 日の出 は 天 伝 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が こぶ いとう 。 


タ 
スタ 
リ 
ト 
五 
局 
列 
に 
~ 首 
財 
す 
島 
雅 
な 
お 
止 
月 


視 引 前 の 旅行 代金 助成 叙 ID 民代 ( PT 


Np 


個 


/ 上がれ テル チェ ッ ク イン / 人 を 國府)= 還 た St 人 と 和 を 人 で 負 へ 。 の そ み 引 は ゲリー ツ 和 用 っ デー 
大 瀬崎 断崖 展望 台 ( 大 用 日 の 日 の 入り を 観賞 ) ニ 石島 市 カラ リト 五島 列島 ( 泊 ) 形 履 | 夕 題 の 本 九州 新幹線 に も 乗車 し ます 厳選 され た 観光 地 を めぐ る ゆとり の 2 記 ゃ 選 
市 5 ml 町 生 線 に 9 。 左 甘 ぐ で れ た いる V イズ 全 ち の ア シィ ンス ニン 
五島 市 = 上 鬼 岳 (初日の出 観 賞 / 観 賞 後 ホテ ル に 戻っ て 朝食 )= 福 江 港 べく ジェ ッ ト フ ォ イ ル >^ 奈 行程 と 2022 年 に ホー プン し た リゾ ー ト ホテ ル で ご ゆっ くり お 軸 ぎ くだ さい 。 剛 \ 計 
7/7 良 尾 港 = 中 ノ 消 教会 (車窓) ニ 頭 ヶ 島 天 主 堂 ( 世 界 遺 産 )/= リ ゾー ト 小 テル マル ゲリー タ 奈 良 尾 (お 九州 企画 担当 者 ノ 田 中 由貴 鐘 良 2 レミ アム ステ ー ジ > 
せ ち 料理 の 昼食 )= 相 教会 = 奈良 神社 ( 初 語 )= 奈 良 尾 港 べく ジェ ッ ト フ ォ イ ル > ツ 福江 港 = 五 お 約束 は P5 を ご 覧 くだ さ v 
島 市 同上 ( 泊 )※ タ 食 は 五島 牛 や 鮮魚 な ど 地 元 食材 を 活か し た 和洋 折 家 コー ス 料 理 開 屋 勿 当 コ ー ス は 国 の 特定 有人 国境 離島 地域 社会 維持 推進 交付 金 の 助成 に 加え 、 新 型 
五島 市 = 福江 港 へ く ジ ェ ッ ト フ ォ イル > 長崎 港 = く タク シー>= 長 崎 一 [ 西 九 放 新 幹線 か も 同 コロ ナウ イル スワ クチ ン 3 回 の 接種 また は PCH 検 査 等 の 陰性 を 証明 で きる こと が 
//2 め 号 普通 車 指 定席 一 直 雄 温泉 一 [特急 リレー か も め 号 普通 車 指 定席 】 情 多 一 [ 新 電線 適応 の 条件 と な り ます 。※ 補 助 金 の 交付 上 限 額 に 達し た 場合 、 ま た 新型 コロ ナウ イ 
の ぞ み 号 - グ リー ン 車 一 新横浜 品川 (途中 下車 可 ) 東 京 (20:00~1:30 着 ) 筒 思 | ーーー 
※ 行 程 を 人 れ 替 えて ご 案内 する 場合 が あり ます 。※ タ クシ ー は 乗り 合い で の ご 案内 と な り ます 。 産 の お 渡し は あり ませ ん 。 


messe 03(5998)2222 oi 
較 回 内 2 と 
月 - 土 プ 9:15 一 17:30 SR 予約 時 に は 、 ご 同行 者 の 「 お 名 前 」 年 齢 」 電話 番号 (また は 連絡 先 ) 」 も お 伺い いた し ます 。 


う 1 


大 き な ドリ ル で 流水 を 割り 進む | 


流水 侯 水 船 人 
023 


この 北 : 首 の Ei 最 3 の 動物 国 
3 生 50 の WP 2 。 


づ ぼ ろ 雪 まつ り 


・ 月 【 1 白 

LIM 中 旭 

議員 動 牧園 に 

温泉 染 

9B! BB2 刈 電 ま 

8 

@HBG つう 


[琉球 歴史 浪漫 絵巻 に の た だけ に に 
彩り の 首 里 城 と 。 この 時 期 だ [ 
玉 球 芸能 の ベリ ジコ 


品 
詳 宮 + 下 え 療 学 r 舌 
現 芝 いい 当 | 愉 器 rr 次 ③ 其 二 OW 選 滞 


ざ 秋 郭 ・ さ い 況 病 ぶ 


悦 ら 到 党 け 衝 品 ほ 束 ら ご は 洛 沈 避 
Ni 
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層雲 峡 温泉 で 湯 っ た り の ん びり 
3 お ぉ 二 5 人 


i 衣 菩 2 月 Ks 菩 限 定 出発 

※ 国 内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 (往復 2.330 円 ) が 別途 必要 と な り ま す 。 
羽田 (ゆっ くり 10:001 1:00 発 ) 紋別 = 紋別 オホーツク タワ ー( オ ホー ツク 海 360 度 
/ の / ソ ラマ )= 級 絢 (ガリ ガリ と 流水 を 砕く 流砂 水 船 ガリ ンコ 号 に 乗 胎 )= 履 有 温 泉 . 居 
雲 開 MOUNTAIN RESORT 1923【B】 ( 泊 )※ 夕 食 は 寒い この 時 期 だ か ら 旨 い ! ズ ワイ ガ 
二 足 を お 腹いっぱい に ! 和 洋 中 バイ キン グ (60 分 ) 日 夢 
層雲 峡 温 泉 (朝食 は イク ラ か け 放題 海鮮 電 な どの 人 気 ビ ュ ッ フェ ) = 旭山 動物 園 (日 本 最 北 
2 の 生物 財 男山 酒 造 ( 見 学 ) = 加川 信 食 )= 札 幌 ホ テル リ ソ ル トリ ニテ ィ [A】 ( 泊 )※ 大 通 
公園 治 い の ホテ ル を ご 用 意 !3 年 ぶり の 会 場 開催 の さっ ぽ ろ 雪 まつ り も お 楽し み ! 夕 食 は す 
すき の エリ ア で 各自 ジン ギ ス カン や ラー メン な ど 北 海道 グル メ を お 楽し みく だ さい 志 屋 ラル オーシャン ピュー 和 6 中 人 22 
札幌 (集合 時 間 ま で 自由 行動 / さ っ ぽ ろ 婁 まつ り - 時 計 台 な ど 各 自 見 学 )… 各 自 新 千歳 空 - シ ャ ルオ ー シ ャ ン ピ ュ ユー 客室 確約 諾 * テ ル 
へ 移動 [ 別 和 金 ]・… 新 和央 ナ 羽 田 す 那 本 国際 通り ( タ 食 ) ニ 半 城 人 還 ( 計 4 泊 目 > 且 記 | 
彩り の 首 里 城 と 琉球 芸能 の タ ベ 」 イ ベン ト 観 賞 )= 那 覇 那 覇 セ ント ラル ホテ ル ( 泊 ) 拭 星 ロイ ヤル ホテ リ 0 

3 

那 枯 沖縄 美 ら 海水 族 館 (大 水槽 「 黒 潮 の 海 」 は 圧巻 ) ニ 名 護 ・ 菓 子 御殿 (昼食 ) ニ 今帰仁 城 目 の 前 に は 穏やか な 海 
跡 ( 世 界 遺 産 . 難 攻 不 落 の 城跡 / 1 月 下旬 一 2 月 上 旬 に 咲く 桜 観賞 ) ニ 古宇 利 大 橋 (車窓 / 
プ エメ ラル ド グ リ ー ン に 輝く 海 の 上 を 爽快 ドラ イブ ) = 古宇 利 鳥 - テ ィ ー ヌ 浜 ( 海 と 白浜 と ハー 
トロ ッ ク の 絶景 )= 読 谷村: ロイ ヤル ホテ ル 沖 縄 残 波 岬 【A】 ( 泊 ) ※ パ ー シ ャ ル ・ オ ー 
ビュ ー 客 室 指定 。 シ ェ フ 自慢 の オリ ジ ナ ルビ ュ ッ フェ も お 楽し み ! 靖 屋 多 
読谷 村 = 首 里 城 公園 ( 守 礼 門 … 世 界 遺 産 園 比 屋 武 御 石 門 )= お き な わ ワー ルド (ダイ ナ 
.) ミッ ク な 忠 動 感 ! エ イサ ー 鑑 賞 - 沖 縄 グル メ の ラン チビ ュ ッ フェ )= 琉 球 ガ ラス 村 ( 琉 球 ガ ラス | 
専門 店 で 買い 物 )= 那 覇 け 羽田 (18:00-0:0C 着 ) 丘 屋 > 作 Ei 
『 ! 
4 


※ 流 水 、 桜 は 気象 状況 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます ※ さ っ ぽ ろ 雪 祭り は 主催 ーー 2 
当 側 の や む を 得 な い 事 由 に より 変更 や 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 人 ※/( ニ シャ リル オニ シャ ン ビュ ニ と は 谷 宇 か ら 旋 が 見 えま せん が 、 OGKEHCoO59 
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【 ご 案内 】⑳⑯ ツ アー 出発 日 か ら 起 算 し て 5 営業 日 ( 土 * 日 * 祝 日 は 除く ) を 過ぎ た 新規 お 申し 込み の お 支払 い 方 法 は 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 決済 の み 承 り ま す 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。@⑲ ク ラブ ツー リズ ム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の 
お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 者 全員 の (① お 名 前 ② お 電話 番号 ③ 郵 便 番 号 ・ ご 住所 (④ 性 別 ⑤ 生 年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り で ご 参加 の 場合 は 、 緊 急 時 の ご 家族 の 連絡 先 を 事前 に お 調べ の 上 お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 予約 
いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。⑩2020 年 5 月 20 日 乗車 分 か ら 、 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、「 特 大 荷物 ] を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 で す の で 、 旅 
行 申込 時 に お 申し 出 く だ さい (予約 料 は 無料 で す が 、 座 席 に は 限り が あり ます ) 。 ま た 、 予 約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 様 と 号車 ・ 座 席 が 離れ る こと が あり ます 。 な お 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ け ま せん 。 事 前 予約 せ ず に 「 特 大 
荷物 ] を お 持ち 込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 税込) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 ご 不明 点 は 、 弊 社 予約 セン ター に お 問い 合わ せく だ さい 。 【 ツ アー お 申し 込み 時 の お 願 
い 】 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 [ホテ ル ラ ンク に つい て 】 宿 泊 施 設 の 基準 を つく り 、 「 弊 社 独自 調査 ] と 
「 お 客 様 ツ アー アン ケー ト 」 に も と づい て 宿泊 施設 の 設備 を [S・A・B・C] に 分 類 し て いま す (S が も っ と も 良い )。 詳 し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 ※ 行 程 内 の 【S】 【A】 【B] 【C】 も 同様 に ラン ク を 示し て いま す 。 【5 つ 星 認定 基準 】1.「 人 気温 泉 旅館 
ホテ ル 250 選 」 に 通算 5 回 以上 入選 し た 宿 で ある こと 。2. 対 象 年 度 の 人 気温 泉 旅館 ホテ ル 250 選 に 入選 し て いる こと 。※「5 つ 星 の 宿 ] は 観光 経済 新聞 社 認定 [運行 バス 会 社 の ご 案内 ] ツ アー を 運行 する バス 会 社 の 指定 が な い コ ー ス に つき まし て は 、 弊 
社 ホ ー ム ペー ジ の 「 利 用 バス 会 社 一 覧 ] に 掲載 され て いる バス 会 社 を 利用 し ます 。 詳し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 確認 下さ い 。 【 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 予防 に 対す る 取り 組み 】 く 3 密 対策 > ソーシャル ディ スタ ンス の 確保 や ツア ー 参 加 人 数 の 制限 ・ 補 
気 の 換 気 を 実施 し ます 。 ぐ 接触 対策 > 定期 的 な 消毒 や 消毒 液 な どの 設置 、 接 触 機会 の 削減 を 実施 し ます 。 く 飛 涼 対策 > マス ク の 着用 や 距離 の 確保 、 飛 涼 拡散 機会 の 削減 を 実施 し ます 。 ぐ 体調 管理 > 体調 の 確認 や 検温 よど を 実施 し ます 。 


ーー > 5 ここ ュ 
還 和 企画 実 謝 ブラ フ "" リ ー リ フリ 、 株 式 会 社 国内 旅行 セン ター +l60eo06 本 863. 衝 アイ ラン ドイ ンク 電導 の) ポコ ド 要 証 全員 旅行 業 公正 取引 協議 会 会 員 


@ 所 在 地 ノ 首都 囲 第 1 国内 旅行 セン ター、 首 都 囲 第 2 国内 旅行 セン ター:〒160-8308 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新 宿 アイ ラン ドウ イン グ 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 : 首 都 園 第 1 国内 旅行 セン | 折 行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 
ター 高田 浩平 今里 俊介 ・ 原 秀明 、 首 都 半 第 2 国内 旅行 セン ター 小川 健治  ※ 旅 行 代金 に は 、 消 費 税 等 諸税 が 含ま れ て いま す 。 ※ 詳 し い 旅行 内 容 、 旅 行 条件 を 記載 し た 書面 (パンフレット) を お 送 | 取引 の 下 任 者 で す , こ の ご 旅行 の 契約 に 関し 、 揚 当 
り い た し ます の で 、 事 前 に ご 確認 の うえ 、 お 申し 込み くだ さい 。 ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 覧 いた だ け ま す ※ 運 送 機 関 の 発着 時 間 の 基準 日 は 、2022 年 10 月 1 日 で す 。 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あり まし た ら 、 ご 遠慮 な 
コー ス 内 マー ク | [交通 ]=( バ ス ) サ (飛行 機 ) 一 (JR) (JR 以外 の 私 鉄 ) へ (水上 交通 ) (ケー ブル カー) (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) (トロッ コ 列 車 ) … (徒歩 また は 自由 行動 ) | 上記 の 旅行 業務 取 択 管理 者 に ご 質問 くだ さい 。 
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